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Prologue　プロローグ



　鍛か冶じ場ばは閉め切られていた。

　入り口の戸はもちろんのこと鎧よろい戸どもすべて閉じられている。常ならば轟ごう々ごうと炎の蠢うごめく炉が今は火が落とされているため、雑然とした室内を照らすのは蝋ろう燭そくのか細い揺らめきのみ。視界のままなら無い、濃厚な炭の香りを閉じ込めた空間で、ルーク・エインズワースはひとり水に濡ぬれた刀身と向き合っていた。

　齢よわい十七というまだ年若い青年である。眉み間けんに皺しわを寄せ、目をすがめて一振りの刀を眺めている。炭を扱う鍛冶作業のせいで頬ほおはおろか額や鼻頭も煤すすに汚れ、その中肉中背を包む作業着などは長年の蓄積を表すように黒い汚れが染みついてしまっていた。

　彼がまじまじと見つめているのは焼き入れを終えたばかりの刀だ。焼き入れとは刀独特の反りを生み出すため、高温度まで熱された刀身を常温の水の満たされた水槽に浸つけ込む作業のこと。刀の良し悪しがこれで決まると言っても過言では無い。水槽から取り出された直後なので水が滴したたり、茎なかごの部分を直じかに掴つかむルークの手や袖そでを濡らしている。

　蝋燭の火が刀身を冷ややかに輝かせている。それはこの薄暗い空間において鍛冶主であるはずのルークをすら霞かすませるほどの圧倒的な存在感を放っていた。この場に例の女騎士が居合わせたならまず間違い無く感嘆の息を吐ついていただろう。

　しかし。

「…………駄目だ」

　ルークの表情は苦々しくしかめられている。

　――わかっていたはずだ。

　刀鍛冶ブラツクスミスというものは刀を打ち出す以前からその完成形が頭の中にできている。もちろん実際の工程により多少の誤差は出るが、おおよその仕上がりが想像できる。だからこの刀もその想像の域を超えないだろうことは事前にわかっていた。

　何かを変えない限りは。

　今の自分の腕ではこれが限界なのだ。

　舌打ちをもらし、ルークは拳こぶしで乱暴に右目をこすった。

「時間が無いんだ……俺おれには」

　執しつ拗ようなほどこすり続ける。





　セシリーとアリアがいつものように工房『リーザ』を訪れると、少女の小さな背中が鍛か冶じ場ばのそばでうずくまっていた。少女――リサは鍛冶場の外壁に沿うように積み上げられた炭の山から、その一個一個を手に取って手て鎚づちで割り砕いているところだった。

　――炭すみ切きり、だったかな。

　セシリーはおぼろげに思い出す。見た通り炭を細かく砕く作業だ。炭の塊を筋に沿って縦に割り、それをさらに四角になるよう手鎚で砕いていく。すると大小様々な炭が出来上がり、これをサイズ別に使い分けることで炉の火の温度調整ができる、といつかにリサが教えてくれた。

　炭を砕けばその粉末が風に乗る。だからセシリーたちに気付いてリサが上げた顔は炭で真っ黒だった。作業着は言わずもがな、ブロンドの長髪までくすんでしまっている。ニコッと笑って剥むき出しにした歯も黒い。

「こんにちはです！」

「こんにちは。今日も精が出るな、リサ」

　セシリーが微笑ほほえみ返す横で、アリアが「仕方無いなぁ」と服の袖そででリサの顔を拭ぬぐってあげた。顔だけでなく唇を指でめくられ歯もごしごしと拭われるリサは「うひ、うひっ」とくすぐったそうな笑い声をあげる。セシリーはふたりの様子を見て眉まゆ尻じりを落とした。

　リサとアリアは両者とも悪魔である。同種であることで何か通じ合うところがあるのか姉妹のように仲が良い。もちろん彼女らの人柄に拠よるところも大きいのだろうけれど。

　セシリーは閉め切られた鍛冶場を振り返った。灰を深く被かぶり視界の端まで続くハウスマンの森、その遠い向こう側に薄うっすらと映るブレア火山の尾根――それらを背景にした石造りの家屋は奇妙なほど沈黙している。炉を燃やす音も鉄を叩たたき鳴らす音も聞こえてこない。しかしそこには確かにひとりの男が引きこもっている。

「ルークはまたなのか？」

「……ハイ」

　答えるリサの声は少し暗い。無理も無いと思った。

　近ちか頃ごろのルークは妙だった。

　とにかく憑つかれたように鍛冶に没頭している。しかも相あい槌づち役が必要無いときは助手のリサさえも鍛冶場から閉め出し、ひとりでこもりきりになるのだ。昼食の時間になっても食事は鍛冶場に運ばせるのでここ数日は顔もまともに見ていない。今もそう、すぐ外で話しているのだからセシリーたちの来訪にも気付いているはずなのに、姿を見せる気配は無い。この変化にはリサも戸惑っているらしかった。

　彼がこのように引きこもる理由がわからない。最初はセシリーも昼食くらいはと引っ張り出そうとしたが、ぞんざいに追い払われて終わった。

　――面白くない。

　セシリーは非常に面白くない。だって――

「本当に大丈夫なのか？　さすがに心配だぞ」セシリーは眉み間けんに皺しわを寄せ、「そもそもちゃんと食べているのか？　睡眠だって十分に取っているのか怪しいぞ。リサの目から見てどうなんだ。やはり根を詰めすぎなんじゃないか」

「私もそう思うんですが……ご存知の通り、ルークって何かに集中し始めたらテコでも動かないんですよ。私の言うことも全然聞いてくれなくて」

「セシリーが正直に言えば出てくるんじゃない？」

「え？」アリアの言葉が理解できず、セシリーは首を傾かしげた。「どういう意味だ？」

「だから正直に――最近話せなくて寂しい、って」

「ばば、馬ば鹿かなことを！」

　アリアがニヤニヤ笑っている。セシリーはそっぽを向いて、

「私はただ純粋に奴やつのことを心配して――そ、それに出てきてくれないと刀の交渉すらできないではないか。何のために毎日この工房に通っていると思ってるんだ」

「ルークに会いにでしょ？」

「違う！」

「え。違うんですか!?」

「リサまで言うか！」

　自分のために刀を打ってもらう、というのがそもそもこの工房に足あし繁しげく通うようになった理由だ。それを忘れてしまっては本末転倒ではないか。まったくもう。

「とっくに諦あきらめたのかと……」

「たまぁに交渉すらしないで帰っちゃうこともあるよね」

　ま、まったくもう！

　不意に、会話を断ち切るように強い風が辺りを吹き渡った。うなじを撫なでた寒風にセシリーは首を縮め、ぶるっと身み震ぶるいした。

「さすがに冷えてきたな――」

　夏を行き過ぎ、大陸は初秋を迎えている。最北に位置し、比較的暖かい地域にある独立交易都市でも肌寒さを覚えるようになったし、普段はハウスマンの森を境に二色に割れる空も、青が徐々に灰と溶け合うように白ずみ、境目の見分けがつきづらくなってきた。この寒い中に屋外で作業しているリサには頭が下がる思いだ。

「大陸の南はもっと寒いよ」肩を震わせるこちらに、アリアが言った。「あたしはここに来るまでいろんなところを放浪してたからさ。この都市は今まで見た中でも一番暖かい。このくらいだったら涼しいくらいだよ」

　涼しさをアピールするためなのか腰に手を当てて形の良い胸を張る。何な故ぜか誇らしげだ。アリアの格かつ好こうは一見踊り子がまとうような露出の多いもので、傍はたから見ているだけで寒々しくなってしまう。

　一方のセシリーは騎士団の制服。鉄の胸当てや白い腰巻きに踵かかとに、鉄を仕込んだブーツ。胸元には騎士団の所属を証明する小さなペンダント。腰には以前ルークが拵こしらえてくれたという、えんじ色の細長い鞘さやを提さげている。春や夏用の装いなのでそろそろ衣替えが必要になってくるだろう。

　胸を張るアリアを、リサが瞳ひとみを輝かせて見上げた。

「外国ってどんなところなんですか？　私、都市の外に出たことが無くて」

　三年前、リーザ・オークウッドによって生み出されたというリサは今までずっとルークの助手として働き続けてきた。都市の外に出るなどということは無かっただろう。

「私も聞いてみたい」

「え、セシリーも？」

「父は騎士団の仕事一筋だったし、母も外に出られるほど頑がん健けんではなかった。だから遊学の経験も無い。もちろん職務で都市の外に出ることはあったが、国境を越えるような案件はそうそう無いさ」

　そういうことなら、とアリアは頷うなずき、

「あたくしアリアがお話しましょう！　その代わり――」

「ハイ、今すぐ昼食の用意をいたします！　食べながら聞かせてください！」

　言うが早いかリサは炭や鎚つちを片付けて母おも屋やに駆け込んでいった。その後ろ姿に、セシリーはアリアと顔を見合わせて笑った。

「ちなみにアリアの一番お気に入りの国は？」

「お気に入り？　うーん……国じゃなくてもいい？」

「？　ああ」

「ここ」

　と人差し指を足あし許もとに向ける。反応に窮するこちらに、アリアは唇の端を上げた。

「セシリーやリサのいるこの都市が、あたしの一番のお気に入りだよ」

　真まっ直すぐな言葉に真っ直ぐな笑顔。

　不意を突かれ、セシリーは頬ほおを染めた。

「あ、えっと……ありがとう」

「ふふ。はい、どういたしまして」

　動揺する様子がおかしかったのか、アリアはくすくすと笑う。

　――卑ひ怯きようだぞ、アリア。

　そのように嬉うれしいことを言われては困る。

　アリアは剣に変へん化げする悪魔――『魔剣』だ。

　彼女はセシリーたちに出会うまでずっと“〝人間を傷つける剣”〟だという自覚に苛さいなまれていた。くるくると表情を変える様にそのような気配は窺うかがわせないが、その意識はきっとアリアの心に深く根を張っている。

　それでも彼女はこんなふうに好意を寄せてくれる。この都市を好きだと言ってくれて、そして今もセシリーの戦友として隣にいてくれる。誇らしく胸を張って。

　――アリアは変わっただろうか。



    

  
    
      



    

  
    
      　変わったと思う。より明るく、より強く。そんな変化に少しでも自分が役立てているのならこんなにも嬉うれしいことは無い。……とはいえ気恥ずかしいことには変わりなかった。セシリーは咳せき払ばらいをひとつして質問を変えた。

「じゃ、じゃあちょっと肌に合わなかったというか、苦手だった国は？」

「苦手な国。うーん。未いまだに奴隷制度が罷まかり通とおってる群集列国なんかはあんまり居心地良くなかったけど……」

　アリアは腕を組んでわずかに思案。すぐに何やら思い出して人差し指を一本立てた。

「そうそう。あのね、お国柄なのか会う人会う人みぃんな、やたら元気すぎて却かえって気疲れしちゃう国。豪快というか大おお雑ざつ把ぱというか、喧嘩っ早い人も多くてさ、ちょっと暮らしにくかったなぁ」

「一体どの国なんだ、それは」

「軍国。できればあんまり行きたくないよ」





「我が軍国に刀鍛冶ブラツクスミス殿をお招きしたいのです」

　独立交易都市三番街、公務役所の一室――市長室。

　訪れたのは軍国からの使者、アーヴィー・アーヴィングだった。色素の薄い、白髪と見み紛まごうかという銀髪。前髪が几き帳ちよう面めんに平行に切り揃そろえられている。ずれた丸まる眼め鏡がねを中指で押し戻し、襟えり元もとを正す様からは彼の神経質で生き真ま面じ目めな気質が窺うかがえた。

　彼が着ている制服は限り無く黒に近い濃紺の軍服だ。軍国では軍人を育てるのと平行して職人を教育する政策にも力を入れており、彼の軍服も質の高い染織職人の手によるものとして大陸の中でも有名だった。帯剣が許されなかったので今は無む手でだったが、軍人の高官が持たされる剣もかなり上物のはずだ。

　彼は背後に、外がい套とうのフードを目深に被かぶった従者をひとり引き連れていた。

「お察しのことと思いますが、これは大陸法委員会を介していない、非公式の交渉であります。はい」

　アーヴィーは軍国において有事の際の指揮官――『軍師』の職に就つく人間だ。そのような男が自ら辺境の都市に足を運ぶということは並大抵のことではない。大陸国家の歴々が集う三国一都市会議『ヴァルバニル会議』ならばいざ知らず、単なる伝言や遣いの類たぐいで来訪することなどあり得ない。

　つまり“〝刀鍛冶ブラツクスミスの招致”〟とはそれだけの意味を有しているということだった。

「ひいてはそちらの刀鍛冶殿と我が国の『聖剣師』、両者の技術交換を望む所存であります。はい」

　やはりか――と、話を聞いていたハンニバルは胸中で独りごちた。

　ハンニバル・クエイサーは禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふである。独立交易都市公務員三番街自衛騎士団の団長を務め、それに見合うだけの威厳と戦歴を有している。かの代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルを生き抜いた猛も者さでもあり、頬ほおから首くび許もとまで至る十字傷はその傷跡だった。

　立ったままのハンニバルは視線だけで市長室にいる人物たちの様子を窺うかがった。応接用の背の低い卓たくを挟み、向かい合うようにふたつの長なが椅い子すが据えられている。一方には客人であるアーヴィーが腰を下ろし、反対側にはこの部屋の主あるじである市長、ヒューゴー・ハウスマンが膝ひざの上で手を組んでアーヴィーの話に耳を傾けている。どんな日も正装を怠おこたらない彼は年齢こそ三十代後半と役職に比して若いが、その険けわしい顔つきには市長職の苦労を表すように疲れの色がにじみ出てしまっている。最近は特に気苦労が絶えない。

　ハンニバルはヒューゴーの背後に立ち、成り行きを見守っている。軍国側の従者もこちらと同じように、姿勢正しく座るアーヴィーの後ろに立っていた。

　彼らがこの公務役所を訪問してきたのは小一時間も前のことだ。彼らは市長への目通りを望み、その場にはハンニバルも呼び出された。対外との話し合いとなると必ず呼び出されるのが自分だった。

「やはりあなたたち軍国も」ヒューゴーがおもむろに口を開いた。彼もハンニバルと同じことを考えていたらしく、「帝国と群集列国の動向に何かを感じていたのですね」

　前回の人外の事件やその後の帝国の対応には、随所に群集列国との協力関係が散見された。残り一年を切ったヴァルバニル復活を前にして、両国には何やら不穏な動きがある。

　アーヴィーは頷うなずいてこちらの見解を認めた。

「その通りです、はい。帝国と群集列国は我々と違って『聖剣』鍛練の技術を持たない。故ゆえに何らかの協力体制を敷き、いずれ迎えるヴァルバニル戦に臨のぞもうとしていると思われます。三国一都市会議を見てもわかるように、彼らはヴァルバニル戦における権利及び利益確保に躍起になっていますから。はい」

「軍国は違う、と言うのですか」

「違います。はい」ヒューゴーの揶や揄ゆ交じりの問いに、しかしアーヴィーは即答した。「この際だからこちらも腹を割りましょう。軍国はヴァルバニルに一切の利益を見み出いだしません。無用の争いの種――第二の代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルを引き起こすものと判断し、再封印ではなくむしろ完全討伐を望んでいます」

　大陸史上最悪の人外、ヴァルバニルに対する見解は各国で異なる。その見解に照らし合わせ、独立交易都市は『神』と呼び、帝国は『王』と呼び、群集列国は『機械機構』と呼び――そして軍国は『獣』と呼んでいる。つまり軍国の人間はヴァルバニルを災いをもたらすもの、人間が御するべき獣として敵視しているということだ。

「討伐っ？」

　しかしその敵視がそこまでのものとは思ってもみず、ハンニバルは驚きの声をあげた。ヒューゴーも眉まゆをひそめる。

「しかしそれでは」

「はい。ヴァルバニル消滅による二次災害で、独立交易都市は壊滅する恐れがあるということも重々承知しています」

　ブレア火山の奥底に封印されたヴァルバニルは、人間に憎悪を向けて『霊体』を吐き続けている。『悪魔契約』の因もとともなるその呪のろいは、一方で皮肉にも人々の生活に恩恵を与えるものとしても有効利用されている。最もその度合いが強いのが独立交易都市である。市民の生活基盤に深く浸透した『祈き祷とう契約』はもちろんのこと、火山のそばにありながら都市が火山灰に覆われないのは霊体がハウスマンの森に染み込み、その灰を吸着してくれているためである。

　アーヴィーの言う“〝二次災害”〟というのは、ヴァルバニルの消滅ひいては霊体の消失により火山灰が都市を覆い、壊滅することを指している。

「しかしこちらはその二次災害に対する対策も考えております。はい」

「何ですって？」

「ブレア火山を殺す。これが我々の考える対策です」

　ハンニバルとヒューゴーは息を呑のんだ。ブレア火山を殺す――それは活火山を休火山化するということ。果たしてそんなことが可能なのか想像もつかないが、これだけはっきりと口にするからにはそれなりの根拠を持っているのだろう。

「我々はどうしてもヴァルバニルを殲せん滅めつしたい。そのためにはどうしても質の高い『聖剣』を再現する必要があります」アーヴィーは深く深く頭を下げ、「どうかご協力願えませんでしょうか」

　さて我らが主あるじはどう出るか。ハンニバルはある種の期待を持ってヒューゴーを見やった。予想通り彼は苦渋の表情を浮かべていた。

　確かに先日の人外や死刑囚の事件もあり、帝国と群集列国の不穏な動きは看過できるものではない。ここまで手の内を明かしたものでないにせよ、そもそも軍国からの技術交換の申し出は以前からしばしばあった。しかしエインズワース家の鍛錬法は一子相伝のものであり、バジル・エインズワースだけでなくその息子であるルーク自身も頑かたくなに拒んできた。

　何より交渉に応じられない理由は。

「ご存知だとは思いますが、独立交易都市は“〝あらゆる国家から独立する”〟ことを何より優先しています。初代ハウスマンの遺のこした、都市の絶対定義です」

　ヒューゴー・ハウスマンはファミリーネームこそ同じだが、それは『すべからく市長は初代のファミリーネームを踏襲する』という慣例に従っているだけで、彼自身は初代ハウスマン――独立交易都市の基盤を打ち立てた先哲――との間に血縁関係は無い。しかしそれとこれとは別、たとえ血縁関係は無くとも初代の遺した意志はおいそれと破れるものではない。

　軍国側も知らぬわけではあるまい。アーヴィーはしかし終始無表情にヒューゴーの話に耳を傾けている。大陸の中でも気性の荒いと言われている軍国の人間にしては、目に見える感情の起伏が極端に乏とぼしい。糠ぬかに釘くぎ、傍はた目めに見ているハンニバルでもそう感じるのだからヒューゴーは特にやりにくいように見えた。それでも彼は根気強く断りの理由を述べていく。

「シャーロット・フィーロビッシャーの件でもそうでした。帝国、というよりも一個人の要求ではありましたが、やはり私たちは彼女の願いを拒否した」

　初夏のころだっただろうか、いささか乱暴な方法ではあったが今日の軍国のように刀ル鍛ー冶クの招致を求める人物が独立交易都市に現れた。帝国皇帝の血統のひとり、シャーロット・フィーロビッシャー。十代半ばにも満たない少女の彼女は、三人の従者とひとりの魔剣を引き連れて刀鍛冶ブラツクスミスのみならず都市の魔剣アリアまで帝国の手中に収めようとした――

　結果的に彼女らは目的を果たすこと無く亡命を強いられることとなった。その亡命先は他ならぬ軍国だったはず。

「今回も同様です。そちらの申し出を私たちは受けられない――」

「あのときとは違います」

　唐突に発言したのはアーヴィーの背後に控えていた従者だった。従者は外がい套とうのフードを脱いでその素顔をさらした。

「あなたは……」

　ヒューゴーが驚きの声をあげる。ハンニバルも目を剥むいた。

　従者は見知った人物だった。褐色の肌に、女性にしては精せい悍かんな顔つき。筋肉の引き締まった体格。アーヴィーと同様に軍服を着ていたが、彼女は――

「お久しぶりです。その節は大変お世話になりました」

　ドリス。シャーロットの護衛にして彼女とともに軍国に亡命したはずの女性だった。

　彼女は自然な仕草で敬礼を行った。数ヶ月前に相見えたときの粗暴さは無く、教育された観のある動きだった。

「時は一刻を争います。どうか聞き届けていただけませんか。そして」毅き然ぜんとした眼まな差ざしでそれを口にする。「刀鍛冶ブラツクスミス殿には、できることならキャンベル家の現当主、セシリー・キャンベルにも同行していただきたくあります。これは我が主あるじ、ゼノビア・Ｑ・ランチェスターたっての願いです」



    

  
    
      



    

  
    
      　代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル。

　遠い昔、ある一体の獣が仕組んだ悪シ魔ス契テ約ムにより、四十四年前に大陸全土を巻き込んだ大戦である。真相を知る権力者が畏い怖ふの意味を込めて呼んだ「ヴァルバニル」という別称は、いつしか民衆の口にも上るようになった。

　終戦から四十四年後の今、ヴァルバニルの存在は単なる人外ではなく、様々な利権を生むものとして権力者たちに認識されている――

　そんな時代。





　帝国。

　軍国。

　群集列国。

　そして独立交易都市。

　すべてを巻き込み、今、大陸の歴史が再び動く。



    

  
    
      


第９話　愛国者と少女王　Patriot＆Queen



　　　１



「お見送りは？」

「してきた。今朝早くに出てったよ。今ごろは軍国の国境に向かっているところだろう」

　淡い陽ひ射ざしが窓辺に差し込み、じわじわと室温が上がっていく時間帯。

　窓際に立ってぬくぬくと背中を温めるハンニバルは欠伸あくびを噛かみ殺し、部屋の主あるじであるヒューゴーを振り返った。

「もっとも先方は昨日にでもすぐ出発したかったらしいがな。あのアーヴィー能面軍人に恨めしそうに言われたぞ」

　ヒューゴーは疲れたように事務机の椅い子すに身体からだを沈ませていた。

「無茶を言わないでほしいですね。これでもずいぶんと急いだのに。騎士団の団長連中を集めた昨日の会議、まとめるのが大変でしたよ」

「そうだな。一日足らずで決断したことを褒ほめてもらいたいくらいだ。――それよりも」ヒューゴーの憂い顔を睨にらみ、「どうしてワシを同行させなかった」

「何度目ですか。それこそ無茶を言わないでください。ハンニバルくんにはこの都市を守ってもらわねばなりません」

「ワシは心配なんだ」

「だからそのためにハーヴェイくんを一緒に行かせたのでしょう？　いい加減諦あきらめてください。あなたがセシリーさんをリーザさんと重ねて見てしまうのは仕方がありませんが、過保護になるのもいただけませんよ」

「……彼女は、奴の忘れ形見なんだぞ」

　図星だったのか渋面で口ごもるハンニバルに、ヒューゴーは苦笑した。

「少し意地悪を言いましたね。でもセシリーさんは止めても行きましたよ、きっと。ルークとは浅からぬ仲のようですし」

　重々承知していたのだろう、ハンニバルは埃ほこりが舞い立ちそうなほど深いため息をついた。

「あのふたりが出会ったことは何かの因縁なんだろうか。ワシは神の作為すら感じる」

「どうでしょうか。コメントに困ります。そもそもハンニバルくんは無神論者じゃないですか。……まあ、いずれは出会う関係だったことは確かです」

「だがもう少し時間がほしかった」

「そうやって気を遣って彼女をかばっているようで、実のところは問題を先送りにしているだけだから――私たちは後悔するんです」

　ヒューゴーは自じ嘲ちよう気味にこぼし、

「いや、どうしたって後悔するように運命付けられている。私たちがいかに画策しようと“〝聖剣”〟を打つ者と“〝鞘さや”〟を継承する者、ふたりは出会い、すでに自分の意志で動き始めている」

　窓の外に目をやる。

　軍国の方角を。

「任せましょう。未来ある若者たちに」



　　　２



　車輪が大きめの石を踏んだらしく幌ほろ馬ば車しや全体が大きく縦に揺れた。乗っていた四人の尻しりがふわりと浮き、どしんと座席に叩たたきつけられた。方々から悲鳴があがる。

　アリアが何度目になるかわからない愚痴をこぼした。

「もぉー！　お尻痛ーい！」

「わ、悪い。後生だから我慢してくれ」

　御ぎよ者しや台に座って馬の手た綱づなを引いていたドリスが、申し訳無さそうに言った。

　頭上を何ど処こまでも広大に覆うのは寒々とした白い曇空。

　太陽が真上に昇る日中と言えど季節柄、寒風吹きすさぶ草原――

　セシリーたちを乗せた馬車は一本の公道をひた走っていた。

　大陸法委員会の管理下に置かれているため、国境間を結ぶ馬車道こそ平らに整地されてはいたが、それを左右から挟む草原は野放しに茫ぼう々ぼうと生い茂っていた。そのため幌馬車から身を乗り出しても見えるのは茂る草花の列と草原の中を延々と続く馬車道だけ。最初こそ物珍しさに何を見ても感動したものだが、こうも同じ景色が続くようでは退屈を覚えてしまう。

　加えて尻も痛い。

「本当はもっとゆっくり案内したいんだけどさ。一刻も早くお前たちをゼノビア様に会わせたいんだ。辛抱してほしい」

　御者台のドリスが肩越しに振り向いて言う。

　彼女の言う通り急ぐ旅らしく馬車の速度はかなりのものだ。石を踏んだときの身体からだの滞空時間も長く、狭い座席に座るセシリー、アリア、リサはそれぞれもみくちゃになりながら強したたかに尻を打つ。小柄で体重の軽いリサなどは激しい上下運動に度々、天井の幌に「ふぎゃっ」と頭をぶつけていた。

「しかしせっかく再会できたのに、こうも忙せわしないとな……」

　ひりひりと痛む尻を手で撫なでさすりながら、セシリーはもう片方の手で肩に羽は織おった外套の前をかき寄せた。天てん蓋がいのみでなく側面と背面も幌ほろで囲われているとは言え、やはり車上は冷える。騎士団の制服だけではとても耐えられない。アリアとリサも普段着の上に厚手の外がい套とうを羽は織おっていた。

「仕方無いさ」車輪が地を駆ける音は大きい。ドリスは心持ち声を張り上げ、「これが俺おれの仕事だからな。旧交を暖めるのは落ち着いてからだ」

「ドリスさんはははは！」馬車の揺れに応じてリサの声も振動する。「ぐぐぐぐ、軍人さんになったのでででですねっ？」

「おう！」

　独立交易都市と軍国の手引きにより、軍国へと亡命を図ったシャーロットとその従者の三人――ドリス、マーゴット、ペネロペ。彼女たちはそれ以後消息を絶っていたが、どうやら軍国で各自別々の職に就ついていたらしい。ドリスはその腕力を買われて軍人になったということだ。

「しかし軍師殿とともに交渉に訪れたということは、かなり重要な役職なのではないか？」

「俺はお前たちとは顔見知りだからな。説得に有利と見て呼ばれただけさ。まだまだ下っ端だよ」

　へへ、と照れ臭そうにドリスは笑う。それを見てセシリーは頬ほおを緩ゆるめた。

　ドリスたちは元々帝国に属していた人間だ。それが軍国の軍人になったというのだからセシリーは彼女の心境を案じていたのだが――杞き憂ゆうだったらしい。

　考えてみればドリスやマーゴット、ペネロペの三人が元々仕えていたのは“〝国”〟ではなく“〝個人シヤーロツト”〟。自分たちを切り捨てた帝国に愛着などあるはずも無く、そして今ドリスが屈託の無い笑顔を浮かべているということはきっとシャーロットも大事無く過ごしているということだ。

　良かった、と心底思う。

　あのときドリスたちと剣を交えたことに過ちはなかった。

「でもよりにもよって軍国かぁ……あそこの人たち、あんまり肌に合わないんだけどなぁ」アリアが席の出っ張りにしがみつきながら、「それにしても軍国って随分と思い切ったことするんだね。独立交易都市と技術交換、しかも秘密裏にって……結構大おお事ごとだと思うんだけど」

　アリアの言葉にドリスは表情を引き締め、

「そう。大事なんだ。俺も軍国の軍人になってようやくわかってきたが――予想以上にこの大陸はぎりぎりだ」

　残り一年を切ったヴァルバニル復活の日。

　その史上最悪の人外に利益を見み出いだそうとする大陸諸国。

　帝国と群集列国が密ひそかに生み出している人外兵器。

　国々の揃そろわぬ足並み――

「だからこそ軍国は動いた」決意を込めるように、ドリスは雄お々おしく口にした。「俺たちは軍国に恩義がある。軍国が成そうとする正義には全力で協力する」

　軍国が提案したのは聖剣に関しての技術交換だった。他国と違って軍国はヴァルバニルを災い成す“〝獣”〟と目し、その討伐を目標に掲げている。故ゆえにより質の高い聖剣の再現を目指しており、独立交易都市唯一の刀鍛冶ブラツクスミスであるルークを招致した……とセシリーは聞いている。

　――そして私は。

　理由はよくわからないが、何な故ぜか自分にも軍国から招致の依頼があったらしい。ルークと顔見知りだったから、だろうか。そしてアリアは当然のようにセシリーについてきて――もはや騎士団ではふたりのコンビは一ひと括くくりにされている――、リサはルークの助手として同行。他にも独立交易都市公務員一番街自衛騎士団の団長、ハーヴェイ・ブレッシンがこの道どう程ていに参加していた。

「……っ」

　また馬車が大きく揺れたため、舌を噛かまないよう口を噤つぐんだ。だからではないがセシリーは胸中で独りごちる。

　――このような大役、私にこなせるだろうか？

　実のところこの技術交換は実現するかどうか、まだ定かではない。エインズワース家の鍛錬法は一子相伝のもので、おいそれと外部に漏らせるものではないらしい。毎日普通に鍛か冶じ作業を見学していたセシリーとしては首を傾かしげざるを得ない話だったが。

　この度に限り、ルークは軍国の申し出を受ける条件としてひとつだけ提示した。実際に自分が軍国の鍛練を見学し、そしてそれが交換に見合った水準のものならば応じる、と。

　事は技術交換だけにとどまらない。事が成ればヴァルバニル討伐とそれに伴う二次災害の対策検討なども進めなければならない。もちろん最終的な決定権は市長のヒューゴー・ハウスマンに委ゆだねられるし、現場での話し合いも団長のハーヴェイが主おもになるだろうが、セシリーは積極的に話し合いに参加するつもりだ。

　しかし一方で、一国を相手にすることへの気後れも無いわけではない。

「楽しみだね」

　振り返るとアリアがこちらを見て笑っていた。両手で車の縁へりにしがみつき両脚を床に突っ張らせて身体からだを支えるという、体勢こそ不ぶ恰かつ好こうではあったけれど、その頬ほおは興奮に紅潮していた。

「きっとセシリーの決意は実現するよ。あたしはそれがすごい楽しみ」

　相棒の活躍が嬉うれしくて仕方が無い。

　そう言いたげな笑顔だった。

「……ああ」

　アリアはいつも大切なことを思い出させてくれる。そうだ。

　自分は舞踏会のあの日、シーグフリードに宣言したばかりではないか。



『――――ヴァルバニルは何事も無く封印し、私の大切な友人たちの因縁をきれいに払ふつ拭しよくし、貴様の陰謀を挫くじき、そして愛する都市を守り続ける。すべて完遂してみせる』

『何もかも実現させる』



　――好機だと思おう。

　セシリーは唇の端を上げ、アリアに頷うなずきかけた。

「見ていてくれ」

　大言壮語に終わらせない。決意はすべて現実のものにする。

　今回の軍国行きはそのチャンスなのだ。

「ふぎゃあっ」

　リサがまた天井に頭をぶつけた。それがあまりにも滑稽だったのでセシリーとアリアは一斉に噴き出した。

「笑わふあいいごほととじじゃやなないいでですふすふすふすふすふ！」

　どうやら舌を噛かんでしまったらしい。涙目だ。

　ごめんごめん、と抗議するリサの頭を撫なでてやった。

　馬車の中はかなり手狭だ。揺れる度に三人はもみくちゃになっている。ドリスの提案で女性陣は馬車で、男性陣は各自馬に乗っての道どう程ていとなったのだが、そのことにセシリーはほっとしていた。シーグフリードの一件以来少し男性が怖くなっている。



    

  
    
      



    

  
    
      　――でもあの日は怖くなかった。

　舞踏会の夜、月明かりを頼りに不器用なダンスをしたこと。思い出して頬ほおを赤らめ、セシリーはつと御ぎよ者しや台の向こうに目をやった。

　がたごとと騒々しい音を立てる馬車の前方。

　馬に乗った男たちは馬車の先を走っている。





「いやぁ、自分は軍国に行くの十年ぶりですよ。楽しみですなぁ」

　独立交易都市一番街の騎士団団長、ハーヴェイ・ブレッシンは陽気な男だった。

　寒風が正面から叩たたきつけ、瞼まぶたを普通に開いているのも難しく、疾走する馬の振動で尻しりや腰が慢性的に痛みと痺しびれと疲労を訴え、馬の鞍くらに提さげた剣の鞘さやがブーツと擦こすれ合う音が耳みみ障ざわりに響き、寒さのせいで秒感覚で鼻水を啜すすらなければならない――そのような馬上である。騎士団の制服の上に厚手の外がい套とうを着込んでいるとはいえしのぎきれる気候でもない。四十という年齢で考えてもかなりこたえるだろう。

「軍国の国民性として特に挙げられるのが豪気な性格の方が多いという点で、だからなのか血も滴したたるような肉類を好み、食卓には必ずお肉を用いた料理が並ぶほどです。調理法は炙あぶり焼きから照り焼き、野菜で包くるんだ蒸し焼き、贅ぜい沢たくにワインを使った煮込み――選より取どり見取り！　いやぁ、思い出しただけでヨダレガデマス！」

　それでもハーヴェイは陽気によく喋しやべった。辛つらく厳しい道どう程ていである、彼なりに場を和ませようとしていたのかもしれない。風に髪を激しく煽あおられつつも柔和な顔つきをいささかも崩さない。

　しかし彼にとって不幸だったのが――

「デマス！」

「……」

「……」

　他の面めん子つが無口な男たちだった、ということである。

　ハーヴェイの前方では軍国の軍師、アーヴィー・アーヴィングが栗くり毛げの馬を駆っていたが、彼は出立してから必要なときにしか言葉を発しない。軍国の国民には豪気な性格が多い、というのが一般に知られている特徴だったが、アーヴィーはまったくその逆で表情の変化にも乏とぼしく口数も少ない男だった。

　相あい槌づちの無いことに嘆息し、ハーヴェイは右後方に首を巡らせた。そこには無言のルーク・エインズワースが馬に揺られている。何か物思いにふけるように焦点の定まらない表情をし、あまりにぼんやりとしているものだからいつか馬から転げ落ちてしまわないかとハーヴェイはハラハラしていた。

　彼に会うのは初めてのことで話にしか聞いていなかったが、想像以上に気難しそうな青年だ。

「……よく、今回の招致を受ける気になりましたね」

　ちらりとルークの右目がハーヴェイを見やった。

　ハーヴェイは続ける。

「技術公開の話は今までもあったでしょう？　それをあなたはすべて断ってきた。なのにどうして今回は受けたのですか」

　それは純粋な疑問だった。これまでと違い、何か心境の変化でもあったのだろうか。

　気がつけばアーヴィーも肩越しにこちらを振り返っていた。彼も気になるのだろう。

　ルークの右目が泳ぐ。わずかに口ごもった後、馬の走る音にかき消されそうなか細い声で答えた。

「もう、時間があまり無い」

「時間が無い――ヴァルバニルの復活が近い、という意味ですか？」

「……」

　訊たずねたが、彼はそれきり口を閉ざしてしまう。

　本当に呆あきれるほど気難しいですね、とハーヴェイは内心で舌を巻いた。今どきの若者は皆こういうものなのだろうか。

　視線を前に戻すとすでにアーヴィーは正面を向いていて、寡黙な背中が上下しているだけだった。ハーヴェイはこれから先に待っているだろう退屈な旅路を想像してげんなりした。

「確かにヴァルバニルは憂えるべき存在です。しかしそのようなまだ見ぬ未来に心を曇らせていては徒に心労を重ねるだけ。非常によろしくない。今は軍国。ひたすら軍国。あえていえば肉。ひたすら肉。そのことだけを考えようじゃありませんか。ヨダレガデマス――」

　それでも彼は陽気に、健けな気げに喋しやべり倒した。

　三騎の馬と一台の馬車はそんなふうにして一路、軍国を目指すのだった。



　　　３



　独立交易都市を出て三日目の夜。

　一軒の駅うまやに到着した一行は、隣接していた小さな宿場で一泊することにした。馬を換え、翌朝早々に出発する予定だ。二部屋取って男性陣と女性陣とで別れた。ここまでの行程でも基本的にそうしてきた――そのせいかもしれない。

　セシリーがそれに気付くのに三日もかかったのは。

　宛あてがわれた部屋は隙すき間ま風かぜが厳しく、そして女四人が過ごすのには非常に狭苦しく、そもそも寝台がふたつしかないので抱き合うようにしなければ全員が寝に入ることができないという場所だった。

　ドリスが「お前らは客人なわけだし、俺おれは部屋の外で寝るよ」と提案したが、アリアとリサの猛烈な反対に遭って今は大人しく寝台の上に横たわっている。このような劣悪な環境でも慣れているのか彼女はすぐに寝入ってしまった。その横ではアリアとリサが腰の痛みのせいでうつ伏せに寝ながら苦く悶もんのうめきをあげていたが。

　横たわる三人を見下ろし、さて自分はどうやってこのスペースに潜もぐり込もうかと検討していたとき、ふと窓の外を見やって――セシリーはその人影に気付いた。

「……」

　三秒考えてから、部屋を出た。





　夜もとっぷりと更けている。宿場の周囲はただただ平原が広がり、月明かりも曇どん天てんの隙すき間まから心許無こころもとない光を降らすばかり。宿場の照明も落とされ大地はほぼ闇やみに溶けていたが、庭先の芝生にほんの一点だけ橙だいだいの淡い光が灯ともっていた。小さなランプが叢のくさむら上に置かれ、その中で玉たま鋼はがねが薄く発光している。彼は祈き祷とう契約を嫌うから恐らくハーヴェイから借りた物だろう。

　人影がひとつ、ランプの明かりに浮かび上がっている。

　身も心も凍えそうな風鳴きにかすかな鞘さや走ばしりの音が紛まぎれた。

　人影は抜刀から正眼の構えを取る。柄を握る諸もろ手てを、布を引き絞るように内側に閉じ、脇わきを締め、得物を中段に構えた。

「――――」

　セシリーはその様子を宿場の建物の陰から見ていた。

　人影は唐突に始動する。下段、中段、上段への打ち込み、斬きり払い、斬り落とし。旋回するように足は地面を滑り走り、上半身はひとつの決められた流れに沿って斬りつなぐ。確かめるように同じ動作、型を延々と繰り返した。

　月明かりを受けて銀に輝く刀身が風を斬る。薙なぐ。裂く。滑る。素振りの音は実に軽快に響くが、その存在感はもっと威圧的で圧巻だ。剣けん戟げきの軌道を遮さえぎるものは皆無で、自由で、伸びやかに刃先は宙を躍る。

　まるで舞いのようだ――とセシリーは感慨を抱いた。一種の舞踏を観賞しているような心地。

　それでいて明らかに戦闘に特化した技巧の数々に胸が躍り、息を呑のんで見み惚ほれた。

「――っし」

　次いで彼が取ったのはこれまでとは全く異なる構え。両脚を大仰に八の字に開いて肘ひじを前方に突き出すそれもあれば、背筋を立てて直立し、切っ先で天を衝つくように刀を縦に掲げるそれもあった。

　そして構え方によって繰り出される足運びも剣筋も何もかもが違った。なのにそれらには共通して“〝芯しん”〟が通っていた。異種混合の剣技の数々にもかかわらず、どれもこれもまったく正中線がぶれない。それが彼の剣舞の美しさの正体なのだと、セシリーはおぼろげながら理解した。

　最後に振りかぶりの体勢より、背中から巻き込むように切っ先を振り下ろす。踏み込んで地面を掘り穿うがつほどの強烈な巻き太刀を放ったところで、彼――ルークは動きを止めた。

　セシリーは思わず手を叩たたいていた。

　刀を腰に帯びた黒塗りの鞘さやに収め、ルークは袖そで口ぐちで額の汗を拭ぬぐう。右目がこちらを見やった。

「見ていたのか」

　ぶんぶんと縦に頷うなずく。すごい、という恐ろしく陳腐な言葉しか思い浮かばなかったから頷くしかなかった。そばに駆け寄って訊たずねる。

「いつもそうやって剣の腕を磨いていたのか？」

「習慣でな。よほどの事が無い限りサボらないようにしている」

　それにしたって昼間の移動で疲労はたまっているはずだ。なのにこのように身体からだに鞭むち打うつような真ま似ねを――セシリーは一言注意しようとして、彼の横顔に言葉を切った。

　左の義眼は温ぬくもりを持たなかったけれど、それとの対比が右目の険けわしさを際立たせたのだ。

　強い眼光。何ど処こか余裕が無いような。

　――焦って、いる？

　彼は何かを焦っている。鍛か冶じ場ばにこもりきりになっていたように、こうして肉体をいたぶることでその焦燥感を誤魔化そうとしている――そう見えた。

　ルークは地べたに腰を下ろして胡坐あぐらをかき、一息つく。セシリーもその正面に座って膝ひざを抱いた。寒風を避けるように、部屋から出るときに羽は織おってきた外がい套とうの前を合わせる。

　向かい合う自分たちをランプの橙だいだいの光が照らしている。

「前々から聞いてみたかったんだが」

　本当は彼の焦燥について聞いてみたかった。でもそれは突つっ撥ぱねられそうな気がして、セシリーはぐっと飲み込む。

「……ルークは誰だれから剣術を教わったんだ？　あなたほど腕の立つ剣士は大陸にもそうそういないと思うぞ」

「ずいぶんな評価だな。いくらなんでも大おお袈げ裟さじゃないのか」

「そんなこと無い！　本当にすごかった！」セシリーは息巻き、「上う手まく言葉にできないが、力強くて、美しくて、とにかく私にはすごいとしか言えなくて、きっとずっと修練を積んできたに違いなくて、素直に尊敬したくて、なんというか――そう、私は感動したんだ！」

　身を乗り出すこちらに、反対にルークは驚いたように身を引いた。

　ぱちぱちと瞼まぶたを瞬かせ、それからふいと横を向いて鼻の頭を掻かいた。

「……親父おやじから、だ」

「え？」

「俺おれの剣の腕は全部親父から教わったものだ。親父は妙に頭の固い男で、『鍛か冶じ屋やたる者、武器の扱いにも通じていなければならない』って耳にタコができるくらい毎日言ってきて、その頃ころの俺おれはクソガキだったからそれが鬱うつ陶とうしくて仕方が無くて、剣の修練もサボりがちで、それでよくどやされてたんだが――あの事件があってそのことを後悔して、だから教えられた型を思い出しながらやってて、その、今も続けてる」

　伏し目がちにルークはまくし立てた。不自然なほど饒じよう舌ぜつに。あまりにしつこく爪つめで掻かくものだから鼻の頭の皮が剥はげそうだ。

　セシリーは首を傾かしげた。

　――もしかして照れてるんだろうか。柄にも無く。

　そういえば――こうしてルークと話をするのはかなり久しぶりのことなんじゃないか。

「…………」

　妙なくすぐったさを覚えて、セシリーは身み震ぶるいした。

　感動のあまり失念していたが、都市を出る前のルークは鍛か冶じ場ばにこもるばかりで顔もまともに突き合わせていなかった。独立交易都市を発たってからも馬と馬車とに分かれていたからこうして腰を落ち着けて話すことも無かった。

　――ふたりきり、だ。

　意識したらなんだか言葉を紡げなくなってしまった。

「…………」

「…………」

　変な沈黙がやって来る。

　居心地が悪いような、それでいてずっとこうしていたいような不可思議な空気。

「えっ、と……」

　ふたりきり。夜。月明かり。

　あの舞踏会の日のような。

　そうやってシチュエーションを連想して、もう本当にセシリーは困り果ててしまった。意味も無く耳の上に髪を掻き上げ、抱きかかえた膝ひざに顔の下半分を埋める。何がどうしてこんなたまらない気持ちになっているのかもわからず落ち着きを失って、沈黙が続けば続くほど胸が締めつけられていく感覚に余計に戸惑う。

　そんなこちらに、ルークが目を止めた。

「どうした。なんか挙動不審だぞ」

「あ、いや、別になんでもないんだが……」

　平静を失っているのは自分だけなんだろうか。何な故ぜか彼の顔を見られない。自然、うつむいた視線はルークの腰辺りを彷徨さまよう。

　刀の柄が目についた。ああ、せっかくあの剣舞に酔っていたのに。

「……？　ああ、わかったぞ。お前が何を言いたいか」

「えっ!?」

「ちょうどいい。俺もそうしようかと考えていたところだ」

「なな、なんだって!?」

　何をするんだ!?　セシリーは慌てふためくが、反対にルークは意気揚よう々ようと立ち上がり歩み寄ってきた。

　尻しり餅もちをついたまま後ずさりそうになるのをこらえ、彼を見上げる。

「なんだ。座ったままじゃできないだろ」

　座ったままではできないことなのか!?

　がちがちに強こわ張ばった関節を強引に伸ばし、腰を上げる。すぐ正面にルークの顔があった。生なま唾つばを呑のみ込む。彼はやけに神妙な顔つきだ。

『命令だ。俺おれと踊れ』

　あの夜、そう言って手を差し伸べられたことを思い出す。シチュエーションだけを見れば現状はよく似ている。

　口くち許もとが緩ゆるむのを我慢するのは大変だった。

「準備はいいか？」

　セシリーはぎこちなく頷うなずいた。本当はまったくよくなかったが。

　よし、とルークも頷いた。

「それじゃあ――」

「は、はい」



    

  
    
      



    

  
    
      「手合わせしようか」

　ぶん殴ってやろうかと思った。





「なんでいきなり不機嫌になるんだ」

「ふきげん？　私が？　ハハ、おかしなことを言う。一度医者に診てもらったらどうだ？　頭を」

「……やっぱり怒ってるじゃないか」

「知らん」

　本当にこの男の朴念仁ぶりにはがっかりである。

　別に、特に、何も、これっぽっちも期待などしていなかったが。いなかったが！

　――しかし妙なことになったぞ。

　セシリーは木剣を顔の前に持ち上げた。“〝木剣”〟と言えばまだ聞こえはいいが、身も蓋ふたも無い言い方をすれば“〝真まっ直すぐに削り整えられた木の棒”〟だ。長さは二の腕よりも多少長いくらいで、レイピアよりも軽い。ルークが駅うまやの隅っこに落ちていたのを拝借してきたらしい。横目で見やるとルークも同じような木剣で素振りをしていた。唇を尖とがらせて何ど処こか腑ふに落ちないような顔をしていたが知ったことではない。彼が腰に帯びていた刀は鞘さやに収まった状態で宿場の壁に立てかけられている。

　妙なことになった、と胸中で繰り返す。確かに「手合わせ」と言われたときは拍子抜けしたが――繰り返すようだが期待などしていない――確かに魅力的な提案ではあった。

　あの美しい剣技と手合わせする。共闘ではなく対戦。

「今度こそ準備はいいな」

「……ああ」

　でも言うほど心はこの状況を受け入れていない。名状しがたい感情が、ある。それは違和感に近かった。ルークと剣を交えることに強烈な魅力を感じる一方で――どうもしっくり来ない感覚があってモヤモヤする。

　何かが食い違っているような、不快感。

「じゃあ」ルークは、すっ、と中段に構えを取り、「俺おれに一発当ててみろ」

　セシリーは片かた眉まゆを上げた。

「どういう意味だ？」

「一発でも俺に当てられたら、お前の勝ちだ」

「……強気じゃないか。私をあまりなめないほうがいいぞ」

　ニヤリ、とルークは唇の端を歪ゆがめた。

「やってみろ」

　その一言に違和感はすべて吹き飛んだ。空気が切り替わる。

　セシリーは無言で木剣を構えた。最も身体からだに馴な染じんだ体勢――右半身を突き出すように半はん身みになり、胸の前位置に木剣を持ち上げる。刺突に特化した姿勢。

　互いに構えたまましばし睨にらみ合う。

　彼ひ我がの距離は目測で七歩程度。それを、

「――――ッ！」

　セシリーは二歩で埋めた。

　跳躍同然の肉迫と右腕の突き出しが、七歩分の超越を可能にした。木剣の切っ先がルークの喉のど許もとに吸い込まれる。

　ルークはそれを打ち払うでなく、半歩後ずさるだけで回避してみせた。

　紙一重の後退。切っ先はぎりぎりのところで彼の喉許に届かず空くうを穿うがつに終わる。しかしセシリーは放心しない。回避されると気付いたときには突き出した右腕を引き寄せ、さらに半歩詰めていた。地を滑るように擦り寄り、下半身のためを加えて再度刺突。レイピアの刺突は槍そう術じゆつとは違い腕の捻ひねりが加味される――故ゆえにルークの顔の横を木剣が行き過ぎたとき、その回転力に頬ほおの皮膚が浅く切り裂かれた。

　宙を舞う、赤いひと雫しずく。だがセシリーは舌を巻く思いだった。この極近距離にもかかわらず、やはり紙一重でかわされてしまうのだ。

　ルークの身体からだがわずかに沈んだ。それを認識した直後、セシリーは咄とつ嗟さに両手持ちに切り替え木剣を自身の肩の前に戻していた。驚くべき速度で肩口に打ち込まれた剣けん戟げきを受け止めたとき、腕ごと持っていかれるのではないかという衝撃に目を白黒させた。後ずさりそうになるのを踏ん張ることでようやく耐える。

　なんという重さだ。毒づく間も無くルークの攻勢は続く。彼の輪郭がぶれたかと思うとこちらの脇わき腹ばらへと影が走っている。ほとんど反射でその軌道上に木剣を割り込ませていた。金かな鎚づちで殴られたかのような衝撃がこちらの木剣を打ち据え、支える腕が強く痺しびれる。しかし立て直すゆとりは無い――眼前のルークは大地に円を穿つように足を捌さばき、遠心力の乗った渾こん身しんの打撃を立て続けに叩たたき込んできた。

　まるでひとつの小さな台風を相手にしているかのよう。残像のように霞かすむ木剣の切っ先をそれでも目で追えたのは奇跡に等しい。セシリーは打ち込まれる打撃を苦し紛まぎれに受け止め続けた。剣を合わせていなすことすら叶かなわず、徐々に両腕の痺れが無視できないほど膨れ上がっていく。

　まずい、と歯は噛がみした瞬間、頭上からすっと木剣の切っ先が落ちてきた。その落下先は柄を握るこちらの左ひだり拳こぶし。小手打ち――そう覚さとった矢先、セシリーは左手を木剣から抜いていた。離した、のではない。柄つか尻じりのほうにするりと浅く握った左拳を抜き、同時に左半身を背後に引いた。ルークの縦の打撃はその空いた空間を行き過ぎる。

　左半身を引いたので自然、セシリーの体勢は右半身を突出させたものとなる。右手には得物。期せずして刺突の体勢を得たセシリーはそのままルークの胸板目掛けて木剣を突き込んだ。必中を確信する。が。

　刺突の先にいたはずの標的が消える――否いな、消えたと錯覚させるほど深く身体を沈ませてきたのだ。ルークはほとんど這はうに近い体勢から肉体を跳ね上げ、木剣を逆袈け裟さに斬きり上げてきた。柄つか尻じりという、極小さな打点を真下から正確に打たれ、木剣はこちらの手からすっぽ抜けていった。

「あ」背後に木剣が墜落する音を聞いた。「れ？」

　茫ぼう然ぜんと空っぽになった自身の手を見やる。何度も打ち込みを受けた両手が力無く開かれ、小刻みに震ふるえていた。素振りの音につと振り返れば、ルークはとうに間合いを切り、軽く素振りをして動きの再確認を行っていた。すでにこちらのことなど眼中に無いようだった。

「……もしかして」ぽつりと問う。「私の、負け？」

　答えを待つまでも無く、口に出した瞬間に猛烈に実感した。防戦一方。一いつ矢し報いることすらできなかった。それはもう、ぐうの音も出ないほどの敗北。

「センスは悪くなかったぞ」がっくりと肩を落とすこちらを見かねたのか、ルークが素振りの手を止めて言った。「現に最後の一撃はヒヤッとした。二発目の突きもそうだな。かわせたと思ったが、皮一枚かすった。……よく見えなかった」

「世せ辞じはいい」ルークの言を遮さえぎり、セシリーはうなだれた。「あぁ、私は本当にまだまだまだ、まだまだまだまだまだまだまだまだまだ――」

　まだまだまだまだ甘い。無力を嘆くのはいい加減やめたが、それでもいつになったら胸を張ることができるんだろうと途方に暮れてしまう。

「言っとくがお前は腕の立つ立たないで言えばむしろ立つ部類だ」

「だから世辞は……え？」

　顔を上げるとルークが呆あきれたような面つらをしていた。

「普段はあれだけ強気のくせに、そういうところはまったく自覚が無いんだなお前。今までどれだけ死にかけたつもりだ？」

「それは私が弱いから」

「違う。お前が今まで戦ってきた相手を思い出してみろ。悪魔に人外、とにかく尋常で無い相手と渡り合ってきた。普通の奴やつならとっくに死んでいる。そんな奴らをお前は下し続けてきたんだぞ」

「それはアリアがいたから」

「違う。もっと自信を持て」

「し、しかし」

　焦ったように反論するこちらに、ルークはふっと笑った。

「お前は強いよ。少なくとも以前よりずっと強くなった」

　じわじわと染み入るように彼の言葉を理解し、胸が熱くなるのを覚える。

　恐る恐る訊たずねてしまった。

「わ、私は強くなった、のかな……？」

「ああ、だが調子に乗るなよ。俺おれの目から見ても改善しなくちゃいけない点はたくさんあるんだからな。まず視野が狭すぎる。俯ふ瞰かんに徹しろ。相手を部分でなく全体で捉とらえろ。そうすれば相手の動きが良く見える。もっと速く動ける。防戦一方になることも無い。闇やみ雲くもに突っ込む癖もいい加減直したほうがいい。レイピアに合った戦い方を意識しろ。獣じゃねえんだから人間らしく頭を使って戦え」

「褒ほめるのかけなすのかどちらかにしてくれ！」

　抗議しながらも、嬉うれしい、と思った。

　――ルークが認めてくれた。

　それが何より嬉しくて、“〝強くなった”〟ということが実感として胸に染みた。

「ありがとう」

　ルークは鼻を鳴らす。変なところで素直でないのは相変わらずだ。

　セシリーは己の掌てのひらを見つめた。汗に湿った、火傷やけどの残る右手。

　そうか。私は強くなったのか。

「……うん」右手をぎゅっと握る。手て応ごたえを確かめるように。「でもこれで満足などしてられない。もっと強くなるよ、私は。あなただっていつか必ず超えてみせる」

「……最後のは無理だな。一生叶かなわない」

「え？」

「俺おれがさせない」

　ルークは底意地の悪い笑みを浮かべた。

　ぞくり――と身み震ぶるいを覚えた。湧わき上がった高揚のまま、頬ほおを歪ゆがめる。

「……望むところだ」

　ここまで挑戦的な言葉を叩たたきつけられれば、否が応でも昂たかぶる。

　私はこの男を超える。考えた直後にそうかと得心した。彼を超えてようやく胸を張れる。いつの間にかこの男は自分にとってたどるべき指針となっていたのだ。

　ここ数ヶ月、その背中をずっと見つめていたから。

「……訊きいていいだろうか」

「あん？」

「何をそんなに焦っているんだ」

　ルークの表情がわずかに強こわ張ばった。どういう意味だ、と低い声で問い返す。

「手合わせをしようなどといつになく好戦的だし、そもそも都市を出る前から変だった。いきなり工房に閉じこもって鍛か冶じに打ち込み始めて……ひどく焦っているみたいだ」

　たぶんそう見えるのは自分がセシリー・キャンベルという人間だからだろう。己の無力を憂い、どうしたら強くなれるのだろうかと常つね日ひ頃ごろから頭を抱えている自分だからこそ、彼のその向きに焦燥じみたものを見み出いだしてしまう。

「何かあったのか？　もしかして」

　あの男――シーグフリードとの一件で何か思うところがあったとか。

「邪推するな。お前が思うようなことは無い」ルークは眉み間けんに皺しわを寄せる。手持ち無ぶ沙さ汰たに木剣をぶら下げ、歯切れ悪く言った。「ただ……おざなりにしすぎたと気付いたんだ、最近」

「おざなり？　何を？」

「すべてを、だ。俺おれを取り巻くすべて、俺が責任を取らなくちゃいけないすべて。……もちろん手を抜いているつもりも目を背けているつもりも無かった。だがやはり何ど処こか本気でなかったんだ。どれもこれも俺は“〝つもり”〟にすぎなくて何もかも中途半端だった。そのことに今さら気付いた。本当に今さら。取り返しがつかない」

　唇を噛かみ、木剣を軋きしむほどの力で握り、その右目で虚空を睨にらむ。

　そこに見えない敵を見るように。

「俺はもっとやれるはずだ。こんなものじゃない。もっと……っ」

　こちらの存在も忘れたように言葉を重ねる彼の傍らで、セシリーは目を細めた。

　思わずため息が出そうだ。

　――本当に素直じゃない。それとも不器用と言うべきか？

「やっぱり焦っているじゃないか」

　むっとしたように振り返る彼には悪いが、どうしたってそういうふうにしか見えない。

　ルークは確実に何かに焦っている。心を逸はやらせるような何かがあって、だからもどかしく思っている。肝心のそれが何なのかわかるようなわからないような――話す内容が要領を得ないから、どちらとも言いがたいけれど。

「あなたが今回の招致に応じた理由もそこにあるというわけか」

　鍛練術の技術交換、ひいては『聖剣』の復元を目的とした軍国への旅路。たぶん彼の焦燥はその『聖剣』に関連している。

　舌打ちし、ルークはそっぽを向く。まるで子どもがむくれたような様で、セシリーは呆あきれるより笑ってしまった。これ以上深く追及すれば口を聞いてくれなくなりそうだ。

「詳しくはわからないが」

「わからないならほっとけ」

「ほっとかない。――私はあなたなら大丈夫だと思うよ」

「……何がだ」

「それこそすべてが、さ」

　うろんげにルークがこちらを見やる。セシリーは胸を張って言ってやった。

「私はルークの腕を信頼している。あなたという人間の底力を信じている。何をそんなに焦っているのかは知らないが――ルークなら大丈夫さ。きっとやり遂げる。きっと何とかする。今さらなんてことも手遅れなんてことも無いと思う」

「俺の腕を買ってくれているのはありがたいが」ルークは吐き捨てるように、「他人事だと思ってさすがに言いすぎじゃないか。お前がいくら信じようが俺は――」

「自信が無いのか？」

「――あ？」

　胸の空すく思いでセシリーは微笑ほほえんだ。はっきりと挑発の意味を込めて問う。

「できないのか？」

　ルークはその右目を見開き、真まっ直すぐにこちらを見つめてきた。

　たったひとつの真実に気付かされたように。

　セシリーは繰り返す。

「できないのか？　ルーク・エインズワース」

「できる」

　今度は即答。そしてすぐに“〝即答させられた”〟ということに気付き、ぼそぼそと付け加える。

「……に決まってるだろうが」

　よし、とセシリーはにんまり笑った。

　自分で訊たずねておいてアレだが――“〝何を”〟できるのかはセシリーも知らない。でもルークは「できる」と答えた。彼の中で確固とした対象があって「できる」と断言してみせた。ならば問題は皆無だ。そうだろう、ルーク？

　その当の彼は毒気を抜かれたように息を吐いていた。

「お前と話してると悩んでいたことが馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてくる……」

「失礼だな。まるで私が単純みたいな言い方だ」

「それくらいは自覚しとけ」

　何を言われても気にならない。なるわけが無い。

　だって自分たちは今こんなにも近い。

「言っておくが私は嘘うそはついてないからな。あなたならできると心から信じてる」

「わかった。わかったからもうよせ」

　苦笑しながら手を振る。ちょっと照れたような顔。彼の張り詰めていた空気も少し和らいだような気がした。

　さすがに長居しすぎたことに気付き、そろそろ宿場のほうに戻ることにした。

　歩調は自然に揃そろう。

　ふと悪戯じみた思いが湧わいて、訊ねてみた。

「そういえばどうしてさっきは私の顔を狙ねらわなかった？」

　ルークは露骨に嫌な顔をし、目を逸そらしながら「お前は女だろ」と小声で答えた。

　正直、騎士団や母親のルーシーから女扱いをされるのは苦手だ。

　でも彼にそうされるのはとても意外で、悪くない気分で、だからセシリーは笑った。



　　　４



　旅はなおも続く。蹄ひづめの音が河川に架かる橋をまたぎ、車輪がけたたましく回りながら草原に轍わだちの線を残し、そしてアリアが毎日のように腰の痛みを訴えて泣き言をもらす。アリアには鞘さやの中で休んではどうかと提案したのだが「それはそれでさみしい」と断られた。

　リサは慢性的な車酔いに陥り、見るからに元気を失なくしていった。嘔おう吐と休憩、という身も蓋ふたも無い小休止が何度も設もうけられる始末だ。

「この症状は一時的に肉体が弱っているためだと考えられます……」リサはうつろな顔で言う。口くち許もとから唾液が垂れていた。「都市には私たち悪魔の栄養源である霊体が豊潤に満ちていました。その都市から離れたわけですから、身体からだが霊体の少ない環境に慣れるのに苦労してるんだと思うんです……アリアさんはずっと大陸を旅してきたわけですから影響も少ないのでしょうけど、私は……うぷっ、うえええええええええ」

　馬車の中がちょっとした惨事に見舞われたりもしたが――

　出立から六日程度が経過した午後。

　一行はようやく軍国の国境手前の駅うまやに到着した。





　平原の真ん中にぽつりと建ち、暮れる夕日に長い影を伸ばす一軒の宿場。その周囲には駅舎以外の建物が見当たらず、ずいぶんと物静かな景観だった。

「もうすぐ日も落ちます。はい」とアーヴィー。「今夜はここに泊まって、国境越えは明日にしましょう。馬も換えたいですしね」

　セシリーはひりひりと痛むお尻しりをさすりながら馬車を降りた。馬車の中ではリサとアリアがぐったりと座席に身体を沈めている。そんなふたりの様子に苦笑しながら、ドリスが御ぎよ者しや台から馬を外している。ルークたち男性陣は馬を宿場の駅につなぎに行っているところだった。

　今のところ手が空いているのはセシリーだけのようだ。

「宿の主あるじには私から話をしておこう」

　ドリスから「頼む」という声が返ってきた。

　セシリーは宿場――木造の建築を見上げた。二階建てなのでそれなりに部屋数が揃そろっていそうだ。何ど処こと無く安普請なたたずまいだったが、日によっては宿泊客を一箇所にまとめた雑魚寝の宿場もあったのだから、部屋が割り当てられるだけでもありがたい。

「御免。一晩だけ泊めてもらいたいんだが」

　宿場の玄関に足を踏み入れ、そう申し入れた直後。

　セシリーは立ち止まった。

　見回す。玄関のすぐ正面に設けられたカウンター。その向こうは食堂になっていて、卓たくや椅い子すがいくつも並べられている。厨ちゆう房ぼうも見えた。整せい頓とんされた調度品は硝ガラ子スの窓から射し込む夕日で茜あかね色いろに染められていた。これまでの旅の中でもなかなかに寛くつろげそうな空間。

　ここまで静寂に過ぎなければ。

「……」

　奇妙なほど生活音が聞こえない。物音ひとつしない。

　目の前にはカウンター。セシリーは慎重に、そっとその中を覗のぞき込んだ。

　恰かつ幅ぷくのいい男性が猿さる轡ぐつわを噛かまされ、転がされていた。



　――――ぎし。



　それは“〝相手”〟が取った不覚に違いない。

　すぐ脇わきで響いた物音――たぶん床板の軋きしんだ音――に振り返ったとき、凶刃はすでにセシリーの喉のど許もとに走っていた。





「今日もしんどかったなぁ……」

　アリアは座席の背もたれに寄りかかりながら呻うめいた。馬車は止まっているはずなのに、まだ足あし許もとが揺れているような感覚がある。これでも全行程の半分程度だと言うのだから先が思いやられる。

「リサ。起きろ」

　いち早く駅うまやに馬をつないで戻ってきたのはルークだった。馬車の縁へりから手を伸ばし、リサの肩を揺さぶっている。保護者的な立場からか一日の終わりにリサを介抱するのは彼の役目になっていた。当の少女はアリアの隣で白目を剥むきながら「お花畑が見えます……」とぼそぼそ呟つぶやいている。

「おい、しっかりしろ。吐くなら馬車を降りてからだ。お前は昨日やらかしたばかり――」

　そこで不意に言葉を切り、ルークは何やら肩越しに振り返る。

　アリアは何とはなしにその視線の先を追った。戸の開け放たれた宿場の入り口。何の変哲も無い軒先。そこにはたった今セシリーが入っていったばかりだ。

「どうかしたの？　ルーク」

「――魔剣になれ」ばっ、とルークが視先を戻し、「今すぐッ」

　瞳ひとみを瞬かせるこちらに、切せつ羽ぱ詰つまったように促した。

「急げ。殺されるぞ！」

　反射的にその言葉の意味を解した。

　もちろん完全に理解したわけではない。だがルークが他ならぬ自分に対して「殺されるぞ」と言ったのだ。“〝誰だれに”〟はわからないまでも“〝誰が”〟なら把は握あくできる。

　相棒セシリーに危機が迫っていて、ルークはそれを察した――

　それだけわかれば十分。アリアは口ずさんでいた。

「眠りを解け。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ！」

　それは変へん化げの文もん言ごん。アリアの身体からだを銀の烈風が覆い隠す。その風に煽あおられ、すぐ脇でリサが馬車の縁に側頭部を衝突させていたけれど今は捨て置く。

　風はアリアの五体を隅々まで包み、そして触れた先から溶かしていく。アリアは瞳を閉じる。肩や指、髪、四肢、衣服にいたるまで何もかも形を失い溶け合っていく感覚に身を任せ、そして新たな形に生まれ変わる感覚に心を高揚させた。この間、一秒半。風は鎖を断ち切るように弾はじけ飛ぶ。

　現れたのは一振りのレイピアである。スウェプトヒルトと呼ばれる複雑な形状をした柄を持ち、全体が十字のシルエットを描く刺突専用の片手剣。アリアのもうひとつの姿。

　魔剣として現出した直後、それをルークが横から引っ手繰った。逆手に構えて振り被かぶり、

「セシリーッ!!」

　地面を抉えぐるように爪つま先さきを踏み込ませる。全力全開のオーバースロー。

　レイピアアリアは宿場目掛けて投とう擲てきされた。

　大砲の発砲音にも似た風の爆発を伴い、魔剣は超加速で宙を一直線に滑かつ翔しようする。





　赤い血ち潮しおが宙に線を引いた。

「っつ――！」

　が、浅い。首の横を薄く切り裂かれたに過ぎない。セシリーは仰のけ反ぞることで危うくその凶刃を回避していた。

　物音に気付かなければ喉のど許もとを貫かれ流血は噴水と化していただろう。暇を見てルークに稽けい古こをつけてもらっていたことも反射神経を養う上で功を奏したのかもしれない。文字通り首の皮一枚を削そいでいった切っ先を見送りながら、セシリーはそう感慨を抱いた。



    

  
    
      



    

  
    
      　身を翻ひるがえして距離を取る。仕損じたことを知った刺客は無言で追ってきた。少ない歩数で淡々と詰め寄り、その手の内の凶器を閃ひらめかせる。

　――こいつが宿の主あるじを襲ったのか！

　肩に羽は織おっていた外がい套とうをそいつに向かって脱ぎ捨てた。ばっ、と広がった茶の布地が視界を塞ふさぐ。外套が凶器に貫かれるのを横目に、セシリーは滑るように体たいを捌さばいてそいつの左側に回り込んだ。その間に右手は腰に提さげていたアリアの鞘さやの鯉こい口くちを掴つかみ、逆の左手は鞘と剣帯の留め金を外しにかかっている。留め金が弾はじけ飛ぶのと同時に鞘を横薙なぎに打ち払っていた。

　完全に死角――だったはずだが、薙ぎ払いは刺客の左腕に受け止められていた。しかも鞘伝いに返ってきた手て応ごたえは肉体を打撃したそれではなく、鉄を叩たたいたような硬い反動。

　袖そでの下に手甲を仕込んでいる！　思いもかけない手応えに鞘を握っていた右手が痛烈な痺しびれを得、鞘を取り落としかける。刹せつ那な的に生まれた思考の空白。刺客はすでに凶器を振りかざしている。

　間に合わない、と目を瞑つぶりかけたところで。

　屋外から自分の名を叫さけぶ声がした。

「チィッ」

　何かに気付いたらしい刺客が舌打ちして後方に身を退ひくのと、半開きになっていた宿場の入り口の戸を粉砕してレイピアが飛び込んでくるのとはほぼ同時だった。

　名前を呼ばれた時点でセシリーの心構えはできていた。

　矢の如ごとき豪速で馳はせ参さんじた魔剣は、

「アリア！」

　勢い余って戦友の目の前を通過しようとしたところで、こちらの手によって捕獲された。真横からレイピアの柄を逆手に引っ掴んだセシリーは滑かつ翔しようの勢いに数歩分身体からだを引きずられタタラを踏むが、それを下半身の踏ん張りで強引に捻ねじ殺して仁王立ちとなった。腕の筋が伸びる苦痛に口くち許もとを歪ゆがませつつ、剣を片手で旋回させて順手に持ち替え、刺突の体勢へと移行。刃先を刺客に向けた。

　刺客のほうも間合いを切り、強襲の気配を漂わせつつも慎重にこちらを睥へい睨げいしていた。レイピアを手にした瞬間からセシリーのまとう空気が一変したことを敏感に察知したのだろう。いい勘をしている。自分たちはふたり揃そろって初めて全力を振り絞れるのだから。

　それにしても――。ようやく落ち着いて相手を観察することができ、セシリーはわずかに眉まゆをひそめた。刺客の格かつ好こうは口許まで覆う全身黒装束。その覆面から覗のぞく頭は驚くことに女性のそれだった。

　彼女の得物は短剣、それも奇妙な形状をしていた。剣身が細く鋭く、三さん角かく錐すいを引き延ばしたかのような錐きり状じようである。片手で握ればそれで包み込んでしまえる短い柄、球形の平たい柄頭ポンメル、小振りの鍔つば。スティレットと呼ばれる、レイピアよりもさらに刺突に特化した短剣だ。

　セシリーは視線だけでざっと周囲を検分する。気がつけば宿場の奥、食堂のほうまで移動していた。夕日の陰影により茜あかねと暗くら闇やみの二色に分かたれた空間。卓たくと椅い子すが長い影を引く。

　外から激しい剣けん戟げきの音が聞こえてきた。複数の罵ば声せい。乱闘が起こっている。どうやら自分たちを待ち伏せしていたのは彼女だけではないらしい。

「何者だ。何が目的だ」

　訊たずねながらも、答えは無いと思っていた。

「オマエに恨みは無い」

　だから覆面の下からくぐもった、抑揚の無い声が返ってきたときは意表を突かれた。

　刺客の女は淡白に続ける。

「でもゴメンナサイ。ワタシの祖国のために死んでちょうだい」

　言うが早いか動き出していた。ただしこちらに突っ込んでくるのでなく、その脇わきにあった木製の卓をこちらにひっくり返してきた。

　セシリーはそれを回避しない。魔剣の力を解き放ち、輝かない銀の風を卓にぶつけて叩たたき落とす。女が上体を深く前方に倒し、軽快な足取りでこちらの右手に回り込んでくるのを見失うこと無く目で追う。

　――思い出せ。ルークに言われたこと。

『相手を部分でなく全体で捉とらえろ』

　目先の凶器にばかり意識を捕らわれるな。見るべきものは他にある。敵の足の運び、腕の振り、得物を持っていない手の位置、下半身の動き、視線、気配、すべてを俯ふ瞰かんして相手の手を、真意を読め。後手に回るな。

『お前は強いよ。少なくとも以前よりずっと強くなった』

　――私はやれる！

　刺客の女がその身を夕日の影に紛まぎれ込ませたため、暗闇の中から忽然と湧わくかのようにスティレットの刃やいばが閃ひらめいた。セシリーは冷静にレイピアの腹で受け止め、絡めるようにして上に払い上げる。がら空きになる女の腹部。返す刃でそこへ得物を滑り込ませた。

　薄暗い室内に火花が散る。レイピアの切っ先は女の左腕の鉄甲に受け止められていた。衝突時にわずかに歪曲した刺突剣の刃を、女は鉄甲で下方に押し込んで流し、右手のスティレットでこちらの顔面を突いてきた。狙ねらいは右眼球。セシリーは“〝俯瞰”〟によってその錐きり刃ばの刺突を察し、身体からだごと捌さばいてその軌道上から離脱していた。

　回り込みながら再度刺突の構えを取ろうとしたが、セシリーは思いがけず胸の中心を強したたかに打たれて後退した。一瞬呼吸が途絶える。何をされたのかわからず困惑したところを、似たような打撃で肩や腕を打ち据えられた。歯は噛がみしたセシリーはようやくその正体を知る。

　――体術にも精通しているのか！

　女は右脚だけを浮かし、関節を鞭むちのようにしならせて連続した蹴けりを放ってきたのだ。腰を入れない、見たことも無い蹴しゆう術じゆつだった。なおも跳ね上がる爪つま先さきがこちらの額を打って仰のけ反ぞる。

　接近戦の不利を覚さとる。

　ならばとセシリーは大きく後方に飛とび退のき、すぐさまその身を翻ひるがえらせた。

「死ぬなよ。決して」

　忠告し、床板が抜けるのではないかという強さで大きく踏み込む。

　右腕どころか右半身もろとも打ち出すように、レイピアで前方の虚空を貫いた。

　膨れ上がる銀の風。

　視界を失うほどの発光現象を起こし、銀に輝く風が怒ど涛とうの勢いで放たれた。その破壊は苛か烈れつを極め、食堂の椅い子すと卓たくを根こそぎ薙なぎ倒し、床板を抉えぐり剥はがし、壁面すらぶち破って通過していった。

　砂すな嵐あらしのように粉ふん塵じんがもうもうと垂れ込む。今の衝撃を生身で受けたのであれば死にこそしないものの骨の五、六本は折れただろう。セシリーは確かな手て応ごたえに頷うなずく。完全に無力化させるつもりで放った一撃だったし、確実に命中させたという自負があった――が。

　出し抜けに足あし許もとを蹴けり払われ、肩から転倒した。真上から降ってきたブーツの踵かかとが鳩みぞ尾おちに抉り込む。セシリーは床をのたうちながら激しく咳せき込こみ、こちらを見下ろす黒い影を愕がく然ぜんと見上げた。たった今魔剣の力で倒したはずの彼女は無力化どころか傷ひとつ負っておらず、冷たい眼まな差ざしで横たわるこちらを見下ろしていた。

　――かわした、のか？　あれを？

　呼吸は未いまだ整わない。それでも仰向けの姿勢から上体を跳ね上げ、頭上にレイピアを突き上げた。スティレットに軽く弾はじかれ、間髪容いれずにブーツの爪先がこちらのこめかみを打撃する。世界が揺れた、そう錯覚するほどの振動。脳のう震しん盪とうに意識を失いかけた。

　皮肉にもセシリーの目を覚ましたのは激痛――脇わき腹ばらに浅く突き刺さった錐きり刃ばだった。刺されたのが急所でなかったのはいたぶるためか単純に目測を誤ったためか。刃はすぐさま引き抜かれ、そして即座に振り下ろされた。左胸を狙ねらった凶器はセシリーが身をよじったため隣の二の腕を突く。血塗られた刃は次いで右の肩口を刺突。急所を外して武器を奪われるのを恐れてかいずれも貫通には至らなかったが、こちらの思考を狂乱に陥れるには十分な痛みと威い嚇かくだった。見上げれば点の如ごとき切っ先が襲ってくる。セシリーは聞くに堪えない悲鳴をあげた。

　混乱の果てに、徒にレイピアを横に薙ぐ。刺客の女は左手で易やす々やすと剣の腹を受け止め、逆の手で変わらずに錐刃の雨を降らせた。セシリーはたまらず剣を放ほうり出し、両腕で頭を、両脚を畳んで腹部をかばった――が、女は構わず刺してくる。黙々と無慈悲に刺突を続ける。セシリーの腕や脚には次々と極小の、浅い穴が穿うがたれていった。

　流血は粉塵と混在して赤い霧と化す。

『お前は強いよ。少なくとも以前よりずっと強くなった』

　セシリーは惨めに身体からだを丸めるばかりで、虚勢を張る余裕すら失なくした。

『お前は強いよ。少なくとも以前よりずっと強くなった』

　心は散り散りになり、涙が止まらない。

『お前は強いよ。少なくとも以前よりずっと強くなった』

　命乞いの言葉が喉のど許もとまで出かかったとき。

　咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　壁の穴からルークが飛び込み、そして刺客の女へと猛進してきたのだ。女は自らの脳天に振り下ろされた刀の物もの打うちを後方に大きく跳躍することで回避。ルークはそれを追走する。滑るような疾駆で女の鼻先に肉迫し、袈け裟さ懸がけに斬きりつける。それを受けたスティレットが火花を生んだ。

　ルークは手を休めず矢継ぎ早に斬ざん撃げきを繰り出す。すくい上げる剣けん戟げき、斬り落とし、虎とら振ぶり――それらを受け止める短剣は悲鳴じみた金属音をあげ、刺客の女の表情は徐々に引きつっていった。重い剣は神速で、キリが無い。ルークは女に反撃の暇いとまを与えず、あっという間に食堂の隅へと追い詰めていく。

　凄すさまじい気勢。ルークは大地に根を張るかの如ごとく雄お々おしく踏み出し、胴回りの一いつ閃せんを放った。縦に受けたスティレットと美的な十字を描き、だがその形は即崩壊する。短剣は甲かん高だかい金属音を響かせ天井に弾はじき飛ばされ、刺客の女は食堂の隅に積み上げられた椅い子すの山を薙なぎ倒しながら背中から壁に叩たたきつけられた。

　セシリーは床に横たわったままその様子を見ていた。無数の穴を空けられ血に染まった四肢は持ち上げることすら叶かなわず、失血のためか意識も覚おぼ束つか無い。

　――あんなに容易く、圧倒してしまうのか。

　自分などはまったく歯が立たなかったのに。

　魔剣を持っていたアリアがいたにもかかわらず。

　相手は悪魔や人外といった常識外の存在でなく、同性の人間だったにもかかわらず。

「私は……」

　この敗北感は誰だれに対するものか。刺客か、それとも彼か。

『お前は強いよ。少なくとも以前よりずっと強くなった』

　きっとその言葉自体に嘘うそは無い。確かに昔よりはマシになったのだと思う。

　自分はその“〝マシになった”〟という感覚を取り違えたのだ。

　――私は弱いのだ。

「強くなった」などと冗談でも口にできる域にはまだ達していなかった。

　ルークがこちらの名前を叫さけびながら駆け寄ってくる。セシリーはそっと瞼まぶたを閉じた。

　意識の喪失を、自ら受け入れた。
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　セシリーが目覚めたのはそれから一時間後のこと。日は落ちて夜になっていた。

　宿場の一室でベッドに寝かされ、傍らではリサとアリアが看病してくれていた。手足を窮屈に感じるのは手当てを施されたためだろう。身体からだの節々に負った患部が微熱を持ち、そのせいか思考が定まらず、瞼まぶたを開いてからもしばらくはぼうっとふたりの顔を見上げてしまった。

「今は……どういう状況なんだ」

　リサがたどたどしく教えてくれた。

　自分たちは宿場の外で刺客たちの待ち伏せを受けたのだが、それをルークやドリスたちが返り討ちにした。縛り上げられていた宿場の人間や客人たちはすでに解放済み。結果的に襲撃者のほとんどは取り逃してしまったのだが、ただひとり、セシリーが相手をした女だけは捕らえることに成功した。現在アーヴィーたちが別室で彼女から情報を引き出している――

　おおよその経緯を把は握あくすると、セシリーは上体を起こした。

「私をそこに案内してくれ」

「だ、ダメです！」リサが慌てて肩を押し、「かなり血を失ってるんです。安静にしててください！」

　アリア、とセシリーは相棒に呼びかける。

「……わかった」

「アリアさん!?」

　セシリーがいつかのようにアリアに手を借りてベッドから抜け出すのを、リサが唖あ然ぜんとして見ていた。彼女には悪いが自分とアリアは同じ感情を共有している。共に戦い、敗れた者だからこそ抱く思い。負傷しているからといって安穏と寝ていられない。

　案内された部屋は息苦しいほどの沈黙に満たされていた。件くだんの刺客の女が椅い子すに座らされた状態で背もたれに縄で括くくりつけられ、それを取り巻くようにしてアーヴィー、ドリス、ハーヴェイが囲んでいる。ルークはひとり壁に寄りかかっていた。彼の右目がこちらを見ていたのは知っていたが、セシリーはあえてそちらを意識しないようにした。

　詰問役はアーヴィーだったらしい。部屋に入ってきたセシリーたちを振り返り、彼は片かた眉まゆを上げた。

「もう歩いても大丈夫なのですか？」

「すみません。彼女と話をさせていただけないでしょうか」

　顔を見合わせたアーヴィーたちが場所を譲り、セシリーは刺客の女の前に立つ。

　彼女は覆面を剥はがされていた。見み目め好よい面おもて。うなじの辺りから一ひと括くくりに編み込まれた黒い長髪。そばかすの残る容よう貌ぼうからセシリーとさほど年齢は変わらないように見える。

「あなたの名前を教えてほしい」

　女は答えなかった。ただ黙然と、刃物のように尖とがった眼まな差ざしでこちらを見上げていた。

「この調子です。ずっとだんまりですよ」アーヴィーが肩をすくめ、「もっとも話を聞かなくてもおおよその推測はできますがね。はい」

　推測？　と目で問う。

「彼女は群集列国の人間、少なくともその出身です」

「それは確かなのですか」

「はい。腕に奴隷身分を表す焼き印があります。ドリスさんが確かめてくれました」

　奴隷。セシリーはかつてアリアから聞いた話を思い出した。群集列国には時代錯誤とも思えるような奴隷制度が未いまだに存在している――。

　奴隷は使用人とは違う。物のように、家畜のように働かせられ使い捨てられる、消耗品同然の身分だ。

「恐らく彼女は間接的に帝国に飼われた犬でしょう」アーヴィーは続けた。「群集列国は非常に多くの人種や民族が混在する土地。未だ一国家としてのまとまりは無く、複数の小国家が小競り合いを続けています。帝国と手を結んでいるといってもそれは群集列国の一部に過ぎない。軍国と独立交易都市の交流を嗅かぎ取った帝国が、その一部の小国家に命じて送らせた刺客がこの犬なのだと私は推測いたします。はい」

　犬呼ばわりされた女は噛かみつくような視線をアーヴィーに向けた。手負いの獣のそれにも似た怒気。その緊張感が却かえって軍国軍師の推測を裏付けているように思わせた。

「祖国のためと君は言っていたな」セシリーは再度訊たずねた。「よければその辺りの事情を聞かせてくれないか」

「……」

「どうせほとんど見破られている。隠しても今さらだと思うが」

　きっ、と女はこちらを振り返り、低い声で言ってきた。「……約束された」

「何を？」

「アナタたちを殺せば、祖国を独立させてもらえると」

　アーヴィーが舌打ちを漏らした。

「あなたは――奴隷国家の者ですか！」

　奴隷国家？　セシリーが首を傾かしげているとアリアが教えてくれた。

「群集列国の中には奴隷を積極的に他国に売り払う小国家があるの。自国の民を奴隷に仕立て上げて」

　セシリーは唖あ然ぜんとする他無い。

「そんな、馬ば鹿かな……」

「本当に馬鹿みたいなことだけど事実なの。その国に生まれたら自動的に奴隷身分を与えられる。そしてある一定の年齢に達したら隣国に売り飛ばされる。それを国益として成り立っている小国家が、信じられないけどあるの。前の所有者さんとそこに行ったとき、あたしは初めてワガママを言ったよ。この国から早く出たいって」

　国民を奴隷として放出する――非人間的にもほどがある。セシリーには死んでも理解できない価値観だった。

「それで？　私たちを抹まつ殺さつすればあなたの祖国は解放されると？　帝国がそれをしてくれると？」彼にしては珍しく、アーヴィーのその声音は怒りを孕はらませていた。「馬ば鹿かげています。まったくもって馬鹿げています！　帝国がそれを叶かなえてくれると本気で思っているのですか？　今回のような暗殺を依頼する国があなたの祖国の奴隷制度を解体し、群集列国の括くくりから独立させる手引きをしてくれると、本気で思っているのですか!?」

「ならオマエが教えろ！」

　女も負けじと激げつ昂こうした。

「ワタシの祖国を救う方法を、オマエが教えろ！　救ってみろ！　他にあるのか!?　無いだろうが！」

「私の知ったことではありません」

「もういい。殺せ。ワタシを殺して終わりにしろ！」

　目め尻じりに涙を浮かべて吠ほえ立てる彼女を、アーヴィーは冷たく見下ろし、その腰に帯びたサーベルに手をかける。

　しかしその手はそこで止まった。

「……何のつもりですか？」

　セシリーが女とアーヴィーの間に立ったのだ。軍師は眉まゆをひそめる。

「お願いがあります」セシリーは彼に向かって頭を下げた。アリアに肩を借りたままだったから格かつ好こうはつかなかったが。「彼女を見逃してやってもらえないでしょうか」

　何とも言えない沈黙が降ってわいた。アーヴィーは瞳ひとみを瞬く。彼だけではない、その場にいたほとんどの人間――刺客の女ですらぽかんと口を開けて呆ほうけ面をさらした。

「情け、でしょうか？」いち早く我を取り戻したアーヴィーが、冷え冷えとした声で問うてきた。「それとも単にあなたの優越感を満たすためのものですか？」

　――違う、とは言い切れない。

　セシリーは内心でそう思わざるを得なかった。同情、奴隷への優越、自己満足――いずれのつもりももちろんなかったが、敗北者たる自分が何をどう弁解してもその種の意味合いが含まれてしまうのは避けられない。そう思われて当然のことを持ちかけているのだから。

　だが己の評価を地に落とそうともこれだけは胸を張って言わなければならない。彼女の身柄を軍国に引き渡し、機械的に処刑を下すことは絶対におかしい。それでは思考停止だ。

　起こした行動こそ誤っていたが――彼女はただ祖国を想おもって戦っただけなのだ。

「お願いします。彼女を見逃してやってください」

「承服できません。彼女は立派な犯罪者です」

「しかし、暗殺を依頼されたといっても彼女たちは無駄な殺せつ生しようはしなかった。現にこの宿の人間は誰だれも殺されていないのでしょう？　私たちも全員生きている」

「それこそ正気なのですか、セシリーさん。あなたは殺されかけたんですよ？」

「それは数には入らない」

　当然といった物言いに、常識人たる軍師は唖あ然ぜんとして言葉を失った。傍で見ていたハーヴェイも呆あきれ返ったように首を横に振る。一方ドリスだけはおかしそうに笑っていた。彼女はかつて自分と剣を交えたときのことを思い出しているに違いない。

　アーヴィーはもはや困惑してしまっている。

「しかし……」

「アーヴィー・アーヴィング」割り込んだのは、壁に寄りかかって静観していたルークだった。含み笑いを交えて言う。「諦あきらめてセシリーの言う通りにしろ」

「なっ……刀鍛冶ブラツクスミス殿、あなたまで！」

「でないと今回の話は破談とする」

　理不尽極まりない要求である。アーヴィーは助けを求めて一同を見回した。部下のドリスは慌てて顔を背けてわざとらしく口笛を吹き、責任者として連れて来られたはずのハーヴェイは「自分からはなんとも……」という頼り無い答えを返した。セシリーの味方であるアリアは言わずもがなだし、すがるように見つめられたリサも「ええと――ご了承くださいませ！」とよくわからない調子で頭を下げる。

「…………わかり、ました。いいでしょう、彼女は解放いたします」

　アーヴィーは諦めたように言った。

　セシリーがルークを見やると、彼は肩をすくめてみせた。

「好きにしろよ。お前が思うようにやれ」

　頷うなずく。小声でありがとうと呟つぶやいた。

　刺客の女は相変わらずぽかんとした様子で成り行きを見ていた。

「え……ほ、本気なのか……？」

「私の名前はセシリー・キャンベル。独立交易都市の騎士団のひとりだ」セシリーはわずかに口くち許もとを緩ゆるめ、訊たずねた。「今一度訊ききたい。君の名前を教えてくれ」

「…………ヒルダ・キャヴェンディッシュ」

　思わず、といったように答えが返ってきた。
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　これからどうするかは自分で決めてくれ――そう、ヒルダには告げた。無理も無いだろうが彼女は騙されていると思ったらしく最後まで警戒の色を崩さなかった。が、翌朝本当に解放されたところで途方に暮れたみたいに立ち尽くしてしまった。そんな彼女を置いてきぼりにして一行は宿場を後にした。

　先を急ぐ旅だ。翌日も負傷による微熱で意識の朦朧としていたセシリーは、当面の逗とう留りゆうを提案されたが丁重に断った。意固地に馬車に乗り込むも四肢に怪け我がを負っていたのであまり身動きも取れず狭い座席に横になる。馬車に揺られる度に傷が染み、眩め暈まいに何度も吐きそうになった。リサとアリアが甲か斐い甲が斐いしく面倒を見てくれた。リサはここに来てようやく低霊体の環境に慣れてきたのか、彼女自身は車酔いを覚えることもなくなったようだ。

　国境を越えて軍国領へ。先の襲撃もあって警戒しつつの道どう程ていになったが、さすがに他国の領土ではそれらしい出来事も無かった。駆け足の旅には変わりなかったが終始平和な行程だったと言える。

　ただ、皆の口数は減った。純粋な疲労のためもあったけれど何よりヒルダたちの襲撃が原因なのは火を見るよりも明らかだ。セシリーは静養のためできるだけ寝て過ごしたし、アリアは彼女の世話をしながらも何やら考え込み無口だった。馬車の乗員がそのような状態だったのでリサもあまり無駄口を叩たたかなかった。馬を駆る男性陣はハーヴェイ以外は元元口数が少ない。

　軍国領へ入ってから七日目――

　一行はとうとう目的地の軍国首都に到着した。

「ふわぁ……」馬車から身を乗り出し、それを見上げたリサが驚きの声をあげる。軍国領は特に気温が低く、吐く息も白い。「たっかいですねー！」

　軍国の首都は全体を三つの壁によって囲われた、巨大城塞じようさい都市だった。外周から数えてひとつ目の外壁は最も背が高いとのこと、天てつ辺ぺんが暗くなり始めていた空に紛まぎれ、その先端をはっきりと目視することはできなかった。セシリーも包帯を替える必要がなくなる程度には治癒していたので身体からだを起こし、壁を見上げて感嘆に唸うなった。

　すでに閉門の時間ではあったが、衛兵はアーヴィーの顔を一いち瞥べつしただけで裏口である小門を開けてくれた。一枚目の壁を過ぎ、次の壁にたどり着くまではしばらく平野が続いた。二枚目の壁を潜くぐるとそこはもう城下街である。すでに夜と言ってもいい時間帯にもかかわらずそれでもたくさんの人々で賑にぎわっていた。馬車は寄り道をせず颯さつ爽そうと街道を駆け抜けてしまったのであまりわからなかったが、職人風の格かつ好こうをした民を多く見たような気がする。その誰だれもが毛皮のコートで厚着をしていた。

　三枚目、最後の壁。その先にあるものは潜り抜けずともわかった。壁の向こうの巨大なシルエット。石の塔がいくつも突出し、外装の節々に見事な彫刻模様の施された、独立交易都市には存在し得ない巨大建築。

　軍国首都の主城が、セシリーたちを待っていた。





「今日はもう遅いです。長旅の疲れもたまっているでしょうからゼノビア様との謁見は明日にいたしましょう。今日はゆっくり休んでください。食事もすぐに運ばせましょう」

　内装をじっくりと鑑賞する間も無く客間に通されたセシリーたちに、アーヴィーが言った。久しく離れていた根城に帰ってきたからか彼やドリスの表情は幾分和らいでいる。無事にたどり着いた安あん堵ど感もあるだろう。

「それじゃあどうしようか。せっかくだからマーゴットやペネロペを呼ぶかい？」

「すまないがドリス。今すぐゼノビア様にご挨あい拶さつ申し上げることはできないだろうか」

　セシリーの背後で「へっ!?」とハーヴェイが素すっ頓とん狂きような声をあげた。よろしいでしょうか？　と振り返ると「じ、自分は構いませんが……」と遠慮がちな声が返ってきた。明らかに彼は今すぐ軍国特産の肉料理をかっくらってふかふかの寝台に飛び込みたいという面をしていたが、セシリーは構っていられない。

　ドリスとアーヴィーは顔を見合わせている。

「こちらはまったく問題ありませんが……」

「そうだな、話は早いほうがいい」

　賛同したのはルークだった。

「早速だが俺おれも『聖剣師』だとかの工房に連れて行ってくれ」

　ドリスは困ったようにアーヴィーを見たが、彼女の上司は「わかりました」と頷うなずいた。

「ではドリスさん。あなたは刀鍛冶ブラツクスミス殿を『聖剣師』の工房に案内して差し上げてください。ブレッシン殿とセシリーさんは私が」

「りょ、了解しました」

　ドリスはルークを連れて客間を出て行った。助手のリサも慌ててそれを追う。

「それでは早速――と言いたいところですが」アーヴィーは残されたセシリー、アリア、ハーヴェイを振り返り、「こちらも準備があります。はい。それまではあなたたちにも準備をしていただきましょう」

「準備？」

　セシリーは首を傾かしげた。自分たちに何かを準備する必要などあっただろうか。

「長い旅でした。今まであえて触れませんでしたが……」

　咳せき払ばらいをひとつ挟み、アーヴィーは言った。

「私たちは今、非常に臭い」





　セシリーは問答無用で湯浴み場に放ほうり込まれた。

　十人以上もの侍女に包囲され、見る見るうちに裸に剥むかれる。だだっ広い浴場に運ばれたかと思うと四方八方から侍女の手が伸びてきてセシリーの肌を泡だらけにした。

「あなた本当に汚いわね！」「埃ほこりまみれだわ！」「キレイにし甲が斐いがあるってものよ！」

　指の一本一本から脇わきの下、胸、尻しり、頭髪、顔面、股こ間かんに至るまで全身隅々を揉もみくちゃにされながら洗われる。治りかけの傷に異常に染みたが身体からだを清めることのほうが優先された。侍女の中に知った顔を見つけたような気がしたが声をかける暇も余裕も無かった。

　肌が光るほど全身を洗浄されたセシリーは衣装室へ。

　生まれたままの姿で全身の寸法を測られた。

「あなたの胸、大きいわね！」「本当、大きいわ！」「どうして騎士なんてやってるの!?」

　衣装棚からセシリーの寸法に合った正装着が引っ張り出された。日ひ頃ごろから手入れが行き届いているのだろう、皺しわひとつない煌きらびやかなドレスだった。白と黒と赤のコントラスト。背中などは大胆に露出している。セシリーは目が眩くらみそうになった。

「無理だ、無理です！　私には絶対に似合いません！　そんなの着たこと無い！」

「なおさら着るべきだわ！」「きっと似合うわ！」「女は輝くものなのよ！」

　抵抗も空しくあれよあれよという間にドレスを着せられ化粧を施される。鉄も平らになるのではないかという凄すさまじい力でドレスの腰帯が締められたときは死ぬかと思った。

「思った通りだわ、とっても似合ってる！」「素晴らしい！」「あなたの時代が来たのよ！」

　軍国の女性は、なんというか、勇ましい。なるほど、やたら元気すぎて却かえって気疲れしちゃう国、というアリアの言の通りだ。

「きゃあ、セシリーきれい！」

　げっそりとしていると、こちらとは別行動をしていたアリアが戻ってきて開口一番に嬌きよう声せいをあげた。着ている服こそ普段と変わらないが彼女の肌はセシリーに負けないくらいピカピカに輝いている。セシリーが洗濯されている間に魔剣の刃を磨いてもらったとのこと。前々からそうではないかと思っていたのだが彼女の肌と魔剣の刃には因果関係があるみたいだ。

　正装したハーヴェイとも合流した。彼も侍女たちの猛攻に遭ったらしくぐったりとしている。セシリーはなんとなく申し訳無くなって「無理を言ってすみませんでした……」と頭を下げた。ハーヴェイは苦笑するだけだった。

　三人の準備が完了したことを聞き、自身も身なりを整えてきたアーヴィーがやって来た。

「こちらも謁見の用意が整いました。こちらへ」

　謁見の間へと移動――壁一面を覆う荘厳な扉を前にし、セシリーは生なま唾つばを飲み込んだ。

　これから会う人物は軍国の最高責任者たる『総席』、ゼノビア・Ｑ・ランチェスター。セシリーは『総席』という呼称に耳慣れていなかったが、簡単に言えば“〝王”〟に当たる身分と聞き及んでいる。

　――一国の頂点と対面するのだ。

　無論、十七年間生きてきてそのような経験は無い。噂うわさによればゼノビアはここ数年の間に総席の座に着いた女性らしい。自分は上う手まく話ができるだろうか？

　基本的な交渉などはハーヴェイが行う。だからといって肩の力を抜くことはできない。

　臆おくすな、とセシリーは拳こぶしを握った。ヒルダ・キャヴェンディッシュに敗北したときのことを思い出せ。あのときの屈辱を忘れてはいけない。そのために休む間も惜しんで面会を申し出たのだ。

　未いまだ無力である自分は、だからこそのんびりとはしていられない。

「よろしいですか？」

　ハーヴェイが頷うなずく。アーヴィーが合図を送るとゆっくりと扉が開かれていった。扉の隙すき間まから煌こう々こうとした明かりが漏れてくる。セシリーは薄目を開けて扉が開き切るのを待ち、アーヴィーとハーヴェイが中へと進む後にアリアと共に続いた。

　謁見の間はダンスホールのような広さを有していた。外装と同様に彫刻の模様が施された内装に、硝子ガラス細工の照明が光を降り注ぐ。最奥に位置する玉座に向かって一直線に赤の絨じゆう毯たんが敷かれ、それに沿うようにして軍服の男たちが整列していた。

　彼らは客人たるセシリーたちに一斉に最敬礼。左右からの歓待にむしろ圧迫感を覚え、雰囲気に呑のまれそうになる。危うく足を止めそうになったところをアリアに背中をそっと押された。着慣れないドレスの裾すそをもどかしく思う。

　下ろし立てのように柔らかい絨毯はまるで一本の橋のようだった。入り口と玉座をつなぐ長い架け橋。照明のあまりの眩まばゆさと入り口からの距離とで玉座の様子はぼんやりとしか把は握あくできなかったのだが、近付くにつれて仔細がわかってきた。そこには――

　――え？

　セシリーは漏らしそうになった声をすんでのところで呑み込んだ。いや、え？

　アーヴィーは玉座のすぐ隣まで歩み寄って立ち止まったが、ハーヴェイはその前で足を止めて絨毯の上に膝ひざをついていた。驚きが脳裏を支配していたセシリーも慌ててそれに倣ならう。

「我が軍国では座礼ではなく起立した状態の敬礼を推奨しておる。そしてそなたらは吾われの大切な客人である、そのようなことはする必要は無い。面おもてを上げてくれ」

　凛りんとした張りのある声。だがそれは。

　セシリーはのろのろと顔を上げた。

「ようこそ軍国へ。長旅ご苦労であった」

　玉座にはひとりの女性が収まっている。

　否いな――

「吾の名前はゼノビア・Ｑ・ランチェスター。民は親しみを込めて『少女王』と呼ぶ。そなたらも好きな名で呼ぶがよい。ただし姓よりはファースト・ネームで呼ばれることを吾は好むがな」

　ひとりの少女だった。
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　体格だけを取ってみてもリサとさほど変わりなく、歳としも十を超えたばかりなのではないだろうか。幼い肢体に華やかな可愛らしいドレスをまとい、頭には今にもずり落ちそうな冠を引っ掛けている。小さな彼女に玉座のサイズは釣り合わず、片方の肘ひじ掛かけにもたれるともう片方のスペースが大いに余る。

“〝王”〟というよりは“〝姫”〟といった印象。しかし少女はその印象を覆すように十数人にも及ぶ成人の軍人たちを威風堂々侍らせ、莞爾たる笑みを浮かべていた。すると不思議なことにそれが彼女にとって相応ふさわしい有り様であるように思われた。毛先まで櫛の通った長髪を撫なでる様、大きな唇の端をにんまりと吊つり上あげた微笑、矢で射抜くような強い意思の通った瞳ひとみ。少女らしからぬ佇たたずまいにゼノビア・Ｑ・ランチェスターの『少女王』たる所以ゆえんがすべて詰まっていた。

　間違い無く彼女は軍国の頂点なのだ。

「アーヴィー・アーヴィング。ここまでの案内、大儀であった」

「御お言こと葉ば痛み入ります」

　ゼノビアの横に控えたアーヴィーが、静かに敬礼を返す。

「お初にお目にかかります」立ち上がったハーヴェイが胸に手を当て、「自分は独立交易都市公務員一番街自衛騎士団が団長、ハーヴェイ・ブレッシンと申します。市長のヒューゴー・ハウスマンに代わり、この度の交渉役を務めさせていただくこととなりました。滞在中は自分を独立交易都市の窓口と思ってくださって構いません」

　うむ、とゼノビアが大仰に頷うなずく。そういった子どもらしからぬ所作も彼女がすると奇妙にはまっていた。

「ではそちらが」

「彼女は独立交易都市公務員三番街自衛騎士団が団員、セシリー・キャンベルです。その後ろに控えているのが魔剣アリアでございます」

　ハーヴェイの紹介に与あずかり、セシリーは小さく頭を下げる。

「そなたらはすぐにわかったぞ。話に聞いていた通りだ」ゼノビアは眩まぶしそうに目を細め、「特にセシリー・キャンベル殿、そなたのキャンベル家は元貴族と聞いた。故ゆえにそのお眼め鏡がねに適う衣装をと思い、そのドレスを用意させたのだ。気に入っていただけたかな？」

「もも、もちろんです」

「よかった。そなたにはずっと礼を言いたかったから」

「え？」

　にかりとゼノビアが笑った。初めて見る、歳とし相応の少女らしい表情。

「シャーロット・フィーロビッシャーたちの亡命の件だ。話を聞くにそなたが彼女らの亡命に口添えしてくれたらしいな」

「あ、いえっ、当方こそその節は本当にありがとうございました！　亡命を受け入れていただいて――」

「礼を言うのは吾われのほうだ。そなたはとても優秀な人材を我々に提供してくれたのだから」

　セシリーは瞼まぶたをぱちぱちと瞬いた。

「シャーロットには吾の世話役に就ついてもらっている。吾には兄妹きようだいの類たぐいが無くてな、だから同い年の姉妹を授かったようで嬉うれしく、贔屓にしている。ドリスも軍人としてその腕に期待しておるし、マーゴットやペネロペのふたりも侍女の中でよく働いてくれている。四人とも非常に優秀で、そして温かな人柄をしている。彼女らの亡命には吾自身、とても感謝しているのだ。――本当にありがとう」

　ぺこりとゼノビアが頭を下げる。ずり落ちそうになった冠を横からアーヴィーが支えた。いつものことなのか彼も慣れた様子である。

　セシリーは気後れを通り越して拍子抜けしてしまった。

「それと」しかし次に顔を上げたとき、ゼノビアはあっさりと口にした。「旅の途中で群集列国の刺客に襲撃されたらしいな。此こ度たびの交流はここにいる幹部陣と『聖剣師』の職人たちしか知らないはずだ。恐らくはこの中に裏切り者がいる、近いうちに引っ立てることを約束しよう。こちらの不手際だ。申し訳無かった」

　動揺を露あらわにする者はいなかったものの、一瞬で謁見の間の空気は張り詰めた。

　セシリーは硬い唾つばを呑のみ込む。容姿で侮あなどってはいけない。この場において主導権を握っているのは明らかにゼノビア・Ｑ・ランチェスターその人に他ならない。たとえ彼女が挑発的な笑みを浮かべる頭上でアーヴィーが健けな気げに王冠の位置を整えていようとも。

「前置きは以上だ。本題に入ろう」

　ここからは市長代理であるハーヴェイが対話を務めた。

　まずはここ数ヶ月の帝国と群集列国の怪しい動向に関しての情報交換。ハーヴェイは都市で起きた人外の事件について語り、アーヴィーはかの両国が何やら頻繁に輸出入を行っているという情報について語った。そして前もって打ち合わせていた通り、有事に備えて軍国と独立交易都市とで手を結んでおきたいという旨を述べた。

「すべては刀鍛冶ブラツクスミス殿が技術交換に応じていただけるか否いなかにかかっているのですが、礼儀として先にこちらの考えを明かしておきましょう」アーヴィーは神経質に眼め鏡がねの位置を正しながら、「大陸史上最悪の人外、ヴァルバニルについて。まず認識していただきたいことはかの獣は一種の“〝永久機関”〟であるということです」

「永久機関、とは？」

「他に何も要さず、それ自体だけで永久に生き続けるということです。ヴァルバニルは霊体を無尽蔵に吐き出し続けることで知られていますが、一方でその霊体そのものが奴やつの肉体を循環し奴を生かす栄養素の働きを果たしている。詳しい仕組みはわかりません、しかし奴にとって霊体は生きる上で必要不可欠な要素であるということは確か。これは初代ハウスマンの研究資料によって明かされた事実です」

　霊体を作り、霊体によって生かされる獣。

　とことん生命の埒外、ふざけた存在だ――そうセシリーは感想を抱いた。

「故ゆえにこそヴァルバニルには『聖剣』が有効足り得る。『聖剣』は霊体を断ち斬きる“〝禍まが払はらい”〟の力に優すぐれていたと言います」

　大陸国家が躍起になるほど聖剣の鍛練術が重ちよう宝ほうされているのはそのためだ。

「ただ、我々には懸念があります。ご足労いただいた上でこのように発言するのは恐縮ですが――果たして本当にかつての『聖剣』を復元することはできるのか、ということ」

「刀鍛冶殿の力を借りたとして」ゼノビアがアーヴィーの言葉を継いだ。「できるのはやはり『聖剣』のレプリカに過ぎないかもしれない。だから吾われらはその場合に関しても手を考えておる。むしろそちらを主戦力として想定して、な」

「……それは、どのような？」

　意味を図りかねたアーヴィーが訊たずねる。

「一本のレプリカではヴァルバニルの肉を断つことはできないだろう。だが仮にも『聖剣』のレプリカである、傷を負わせるくらいならばできるかもしれない。ではもしもそのレプリカが二本あったとしたら？　四本あったとしたら？　十本、五十本……百を超えたとしたら？」

　あっ、とセシリーは思わず漏らした。

「そう」ゼノビアが頷うなずき、「つまり数百本に及ぶ聖剣のレプリカ――“〝物量”〟によってヴァルバニルを完全討伐できると我が軍国は考えておる」

　セシリーが発想もしなかった手段だ。確かに代行策としてそれは有効に思われる。

「正直『聖剣』を復元できる可能性は低いと、吾われらは判断している。刀鍛冶ブラツクスミス殿に協力を要請したのは復元でなくレプリカの質を向上させるためなのだ」

　それは長い時間をかけて軍国で話し合われた代行策なのだろう。ゼノビアの言葉には力があった。しかし――“〝物量”〟という手段はしこりのようにセシリーの中で引っかかる。

　それは正しい手段なのか。

　黙り込む彼女の横で、ハーヴェイがアーヴィーに訊たずねた。

「ヴァルバニル討伐後の、二次災害への対策は」

「先に述べてあった通りブレア火山の休火山化。その方法はまた後日お話しするとしましょう。何はともあれ我々は刀鍛冶殿の決断を待ちたい」

　うむ、とゼノビア。

「軍国はヴァルバニルに利権を見み出いださない。むしろ大陸を混乱に陥れる害悪と見なしておる。四十四年前の代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルが引き起こされたのはヴァルバニルの生み出した悪シ魔ス契テ約ムがあったからに他ならぬからな。――だが他よ所その国は違う。愚かにもヴァルバニル戦を介して甘い汁を吸おうとしておる。もはや大陸法委員会ですら信用ならない」

　宣言するように、ゼノビアは述べた。

「時は一刻を争うのである。そのために独立交易都市には是非に協力を願いたい」

　セシリーはじっと息をひそめて耳を傾けていたが。

「ひとつ、よろしいでしょうか」今、その口を開いた。「お聞きしたいことがあります」

「なんだ。なんなりと聞くがよい」

　ハーヴェイが訝いぶかしげにこちらを振り返る。セシリーは無視した。

　――臆おくすなよ、セシリー・キャンベル。

　胸中で自身に語りかけてから、ゼノビアに訊ねた。

「ゼノビア様は今、悪魔契約を厭いとう発言をなさいました。しかし大陸国家は悪魔契約を抑止力として保持していると聞きます。貴国もそうなのでしょうか？」

　ゼノビアの横でアーヴィーが眉まゆをひそめたが、少女王は「いかにも」と頷いてみせた。

「では今後それを放棄するおつもりは？」

「今のところ無い」

「対ヴァルバニルにおいて戦力として投入する可能性は？」

「……結論をはっきりと述べよ。吾は遠回しな物言いを嫌う」

　臆おくすな。

　進め。

「私は悪魔契約という腐った力をかざすような国を信頼できません」

　そこにいた全員がどよめいた。

　ゼノビアの眼まな差ざしが険けわしくなる。

　セシリーはしかし、決して目を逸そらさない。





　驚いたことに『聖剣師』の工房は城下街の中――工場地帯の一画に紛まぎれていた。

「軍国の都市は職住接近を基本としてる」

　ルークとリサを案内しながら、ドリスが説明した。

「職を行う場を共有し、そしてそこで暮らす。すべての職人に身分の差は無い。国家の威信を懸けた聖剣師であろうともそこは変わらないのさ」

　ドリスが携えたランプが照らしたのは、巨大な工房の入り口。平屋建ての建築で天井が低く面積が広い。その屋根からは何本もの煙突が突出し、今ももうもうと黒煙を吐き出していた。このような時間にもかかわらず中からは鉄を打ち均ならす音が絶え間なく響いている。

「ウチの工房とは桁けた違ちがいの大きさですね……」

　思わずぼそりと呟つぶやいた助手を、ルークが横目で睨にらんだ。リサは慌てて口を覆う。

　ドリスが苦笑しながら工房のドアを開けようとしたとき、不意にそのドアが内側から開かれた。ぬっ、と扉の隙すき間まから出てきたのは白髪の頭。一目にも老人とわかる男だった。

　頭を出した男は眼球をぎょろつかせながらドリスを見やり、次いでその後ろのルークたちを見やった。リサは怯おびえてルークの背中に隠れてしまう。

「び、びっくりしたなぁ。親方かよ」ドリスは胸を撫なで下ろしつつ、「作業中ごめんよ。例の刀鍛冶ブラツクスミスを連れて来たんだ。中に入れてくれるか？」

「すまねえなドリスさん。それはできない」

「へ？」

　親方と呼ばれた男は工房の中を振り返ったかと思うと「来やがったぞ！」と怒鳴り声をあげた。彼が工房の外に出ると、続いて中からぞろぞろと弟子と思われる職人たちが出てきた。全員が同じ作業着を着ており、そして全員が同じ表情を浮かべていた。

　不愉快と言いたげなしかめ面。

「ちょ、ちょちょ、ちょっとどういうことだよ。できないって。ゼノビア様からは『余すこと無く公開せよ』って通達が下りてるだろう？」

「ドリスさん。俺おれたちにもプライドはある。たとえ少女王の命令とはいえ、聞けない」

　白髪の親方はルークを睨ねめつける。その眼光の強さは矍かく鑠しやくとして衰おとろえを知らない。

「『聖剣』は俺たちの力で打ち上げてみせる。俺たちの技術は俺たちのもの、誰だれにも明かすことは無いし他人の腕を借りる必要も無い。小僧、遠路はるばる軍国まで来てもらって悪いがテメエの腕は要いらない。早々にお帰り願おう」

　ドリスは慌てるが、職人の男たちは考えを変える様子も無い。

　彼らは今回の技術交換に異を唱えているのだ。それが『総席』の意向に逆らうことになろうとも、自分たちの技術に他者の介入を許すつもりはさらさら無い――はっきりとそう告げていた。

　職人とは元来そういうものだ。長い年月をかけて練磨し続けてきた独自の技術。ルークの刀鍛冶ブラツクスミスとしての鍛練術が一子相伝のものであるように、彼らのそれも門外不出のものなのだ。

「ル、ルーク……」

　リサが恐々と自身の親方を見上げる。

　ルークは無言で聖剣師の職人たちと睨にらみ合っていたが。

「そうか。それなら、仕方無い」

　そう言って、おもむろに膝ひざを屈した。





「あくまで抑止力のつもりだが？　むざむざ愛する民を異形の人外になど堕落させん」

「でも切り札としては常に考えている――そうでしょう？　生あい憎にくですが私は悪魔契約という知識を封印、もしくは根絶すべきと考えています」

　セシリーは負けじとゼノビアに言い返す。

　一触即発の空気。

　誰だれの目からしても異常な光景だった。一国の頂点と一都市の騎士が睨み合っている。確かに容姿こそ少女のそれではあったがゼノビアは軍国を統べる者、おいそれと意見を申し立てられるような相手ではない。事実、ハーヴェイなどはセシリーに対して狂人でも見るような目をしていた。

　それでもセシリーは退ひかない。一歩たりとも退かない。

　脳裏を過よぎるのはここまでの道どう程てい。ルークとの稽けい古ことヒルダとの死闘。

　慢心と敗北。

『お前は強いよ。少なくとも以前よりずっと強くなった』

　それは嘘うそではないが真実でもない。愚かしくも思い上がった自分はそのことを勘違いしてしまった。たとえ本当に強くなったのだとしてもまるで足りていない。この程度で満足していいはずが無い。

　完かん璧ぺきに認める。自分は弱い。

　――弱いから。

　弱いからこそ。

　――一個だって譲れない！

　だって自分は覚悟した。都市を、愛すべき友人らを守り通す。あの憎き男シーグフリードにも語ってみせた理想をひとつ残らず実現させるために――ひとつだって譲らない。

　今より前へ。此処より遥か先へ。歩みは止めず、前進し続ける。高みを目指す。

　そうやって自分は強くなるのだ。

「悪魔契約の話だけではありません。私の職務は都市と市民を守ることです。それを最優先に考える。ここにいるアリアも例外ではない」

　肩越しに振り返ると、にっ、とアリアが無邪気な笑みを返してきた。

　――セシリーだけじゃないよ。

　――あたしも強くなる。ならなくちゃいけないよね？

　どうしてだろう、彼女がそんなふうに言ったように感じられた。一言だって口にしていないのに。けれど錯覚でも幻聴でもないと確信を持って断言できる。何な故ぜならアリアの言いそうなことは何でもわかる。

　彼女は戦友だから。

　セシリーは再びゼノビアに向き直った。

「アリアにはヴァルバニルの生み出す霊体が不可欠です。彼女だけではなくリサも。だから私はヴァルバニル討伐に関し、もう一度“〝再封印”〟の検討を求めます」

　それはリサやアリアにとって避けては通れぬ命題だ。かといって彼女たちのことを取り沙ざ汰たにしてヴァルバニルの対策を考えるような人間はいないだろう。だからセシリーがそれをする。

「はっきりと言わせてもらおう。悪魔は守るべき対象ではない」

「守るべき悪魔であり市民であり、そして私の大切な友人です」セシリーは毅き然ぜんとして言い放った。「犠牲の上に成り立つ平和など仮初めのものに過ぎません。ひとりの幸せから、その積み重ねからすべての幸福は満たされる。私はそう考えます」

「何も失わずに何かを成すと申すつもりか。それは甘え以外の何物でもない」

「その甘えを成し遂げる責任が私たち守る側の人間にはある。そうではありませんか『少女王』」

　視界の端でハーヴェイが顔面を蒼そう白はくにしていた。考えるまでも無くセシリーのこれまでの言動は今この場で首を撥はね飛ばされても文句は言えないような非礼に当たる。彼が真っ青になるのも無理からぬことだった。

　ただ、彼は恐らく知らないのだろう。

　彼女がかつて大陸国家の歴々を前に啖呵を切った経験があるということを。

　ゼノビアはしばし険けわしい眼まな差ざしで黙していたが、やがて不承不承といったふうに打ち明けた。

「ヴァルバニルを討伐すべきであると考えるのは、その存在が利益を生み、争いの種になるからだけではない。先ほども言った通り、刀鍛冶ブラツクスミス殿の手を借りたところで剣の質そのものを上げることはできても、完全な『聖剣』の復元は不可能であると吾われらは考えている。“〝再封印”〟をしたくともできないというのが本音なのだ」

「先ほど私は『聖剣』が禍まが払はらいに優すぐれているという話をしました」見かねたアーヴィーが補捉した。「しかしよくよく考えてみるとそれだけでは絶対に足りないのです。考えてもみてください、霊体を断ち斬きるという行為はヴァルバニルを滅ぼすことはできても、“〝封印”〟という状態を維持することはできないのですよ。殺すでなく維持。どう考えても不可能です。“〝封印”〟という非常に繊細な状態を数百年もの年月の間、維持し、奴やつを生かし続ける……想像もつきません。禍払いという要素の他にもう一点、『聖剣』が『聖剣』足り得るための要素が存在するのだと考えられます。そうでないと説明がつけられない。けれどそれが一体何なのかわからない――」

「故ゆえに我々は“〝再封印”〟という手段を放棄した。封印する術すべが見つからないのならば、もはや残された手段は“〝討伐”〟しかないのだ」

　切々と訴えるゼノビアとアーヴィー。

　それをセシリーは、冷めた目で見ていた。

　――その程度の言葉で。

　その程度の理屈で自分を捻ねじ伏せられると、本当に思っているのだろうか。

「では私が断言して差し上げましょう。『聖剣』は必ず復元できます。むしろそれ以上のものができると、私は誓って言える」

　ゼノビアは苦々しくその容よう貌ぼうを歪ゆがめた。

「大きく出たな。では聞こう。誰だれがそのような大役を果たすと言うのだ？」

「愚問です」



『できる』



「他ならぬルーク・エインズワースがそれを成す」

　セシリーの声は朗々と一同の耳じ朶だを打った。

「彼こそが正真正銘の――」





　誰もが声を失っていた。

　彼を知らない『聖剣師』の職人たちは単純にざわめき、彼を知るドリスは驚きよう愕がくに声を失い、そして――彼と寄り添い生き続けてきたリサは茫ぼう然ぜん自失として立ち尽くした。

　無理も無い。

　何な故ぜならルークが職人たちに向かい、両りよう膝ひざを地につき、身体からだを前に折り、額を固い地面に押し当てて――土下座をしていたのだ。

「頼む。力を貸してくれ」

　彼が口にしたのはいつかセシリーが自分に放った言葉。

　同じ姿勢でルークは請うた。

「いい加減燻くすぶっているのは終わりにする。時間が無い。漫然と親父おやじから引き継いだ技術で刀を打つだけではもうダメなんだ。圧倒的に足りない。俺おれの力だけじゃ『聖剣』には届かない。だからあんたたちに力を貸してほしい」

　ルーク、とリサは主人の名を呼ぼうとしてできなかった。プライドの高い彼が起こしたこの行動を、邪魔するなんて助手の自分にはできなかった。

「俺は是が非でも『聖剣』を完成させなきゃならない。こんな俺を頼って、支えて、助けてくれる奴やつがいるから。俺ならばできると、やり遂げると、俺を馬ば鹿か正直にも信じてくれる奴がいるから。そいつに『できる』と言ってしまったから。だから前に進まなきゃいけない。俺は俺の過去に決着をつけなければならない」

　滔々と述べ、顔を上げた。

　燃える意志を瞳ひとみに乗せて。

「そうだ。もう逃げられない。逃げない。俺は――」



「彼こそが正真正銘の――」

「俺は――」



「「聖剣の刀鍛冶ブラツクスミスだ」」
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　哄こう笑しようが玉間に響いた。

　腹を抱えて笑う。楽しくて仕方が無い、といったように。

『総席』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターは高らかに笑い声をあげていた。

「実に豪気な娘だな！　まるで炎。気に入った、気に入ったぞ！　シャーロットからそなたの話を聞いてからずっと会ってみたいと思っていたのだが、招よんで正解だったな！」

“〝ずっと会ってみたいと思っていた”〟―まさかそのような理由で自分は呼ばれたのかっ？　セシリーは唖あ然ぜんとなった。一同が立ち尽くす中、アーヴィーなどは頭痛を覚えたように額に手を当てていた。

「いいだろう。キャンベル家の末裔、セシリー・キャンベルよ。しばらくこの軍国に滞在していくがよい。そして双方が納得するまで議論し尽くすのだ。吾われはそなたともっと話がしたい！」

　ゼノビアはその小さな腕かいなを広げた。

「少女王が歓迎する！」





「ふざっ、ふざけるな！　『聖剣』を打つのは俺たちだ！　少女王がなんと言おうと――」



    

  
    
      



    

  
    
      　非ひ難なん囂ごう々ごうとなる中、ルークはひたすらに土下座を続けていた。職人たちはこぞって彼に詰め寄ろうとする。ドリスが慌てふためきながら間に入って彼らを押し止めた。

　リサははっと我に返り、ルークの許もとに駆け寄った。なおも土下座を続ける横に膝ひざをつく。

「ルーク、教えてください。『時間が無い』とはどういう意味ですか？」

「…………」

「ルーク！」

　弟子の呼びかけに、彼は面を上げた。

　そして何を言うでも無く、その右目でこちらを見る。

　リサは偶然にも覗のぞき込む形でその瞳ひとみを見つめ返し、

「――――！」

　そこにある濁りに気付いた。

　遅すぎるくらいに今、ようやく。

「嘘うそ、嘘ですよね!?」

　悲鳴のように問い詰めたけれど、ルークは否定してくれなかった。

　ただ静かにこちらを見つめ続ける。

　その右目は近い将来、光を失う。
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　話し合うべき議題は数多ある。

　軍国到着の翌日から早速、独立交易都市側からはセシリーとハーヴェイ、軍国側からはゼノビアとアーヴィー、軍国幹部陣とで会議室に集い、討論が開始された。

　ヴァルバニルの“〝再封印”〟または“〝討伐”〟の選択。

“〝討伐”〟を選択した際の二次災害――火山灰による独立交易都市の壊滅。

　その対策とするブレア火山の休火山化。その具体的な手段。

　アーヴィー・アーヴィングが説明した。

「ブレア火山は長期間一箇所で噴火を繰り返すという“〝複成火山”〟に分類されます。しかし大戦の終結から――四十四年前に独立交易都市が成立を果たして以来、大規模な噴火の記録はありません。これは初代ハウスマンが初期の祈き祷とう契約により噴火活動を抑制する術式を行ったためです。我々はこの点に注目しました。はい」

　ヴァルバニルは無尽蔵に霊体を吐き出し続けるが、かの獣の滅亡後すぐに霊体が消失するわけではなく、ある一定期間は残留するだろうことが見込まれている。

　その残留した霊体を用い、祈祷契約でブレア火山の地殻を操作する。

「そのためにはブレア火山の情報に精通した資料が必要になります。過去の噴火活動の回数やマグマ溜だまりの位置――初代ハウスマンが文献としてまとめて遺のこしてあると聞きます。はい。ひいては独立交易都市にはその資料を提供していただき、我が軍国と協力して対処に臨のぞむ……」

　しかしセシリーが争点にしたいのはそこでは無い。

「それではリサやアリアが生きられない。その点が改善されなければ私は“〝討伐”〟には賛成できません。悪魔契約についても――」

「それはだから――」

「あー、あー、よろしいでしょうか」ハーヴェイが間に入った。「セシリーさんの意見もまあそうなのですが……独立交易都市の見解としては、霊体の消失自体が呑のめない条件なのですよ」

　独立交易都市が一個の自治都市として成立したのは、祈祷契約の恩恵があったからに他ならない。発生源であるブレア火山を近隣に配しているため一帯は霊体濃度が高く、都市の市民は祈き祷とう契約を日常の生活レベルにまで浸透させることができる。触媒の玉たま鋼はがねを積極的に製錬し、純度別に価格調整した後に諸外国にも卸売りをすることで収入を得ている。

　霊体を失うということは独立交易都市が主要な収入源を失うということだ。よって“〝討伐”〟の案はそうそう承服できない。やはり都市としては“〝再封印”〟を推おしたい――というのがハーヴェイの述べた独立交易都市の見解だった。

「二次災害の対策を練るより、『聖剣』を再現することに尽力すべきだと」

「しかし昨夜も申し上げた通り――」

　予想通り議論は堂々巡りを始めた。ハーヴェイはアーヴィー擁する幹部陣たちを相手に都市の代表者としての役割を務め、時々はセシリーも己の意見を述べた。

　話し合いは伯仲し、日中に一時休憩が持たれた。

　会議室に集っていた者たちは三々五々散る。部屋に残った者には侍女たちから喉のどを潤すための果実水が配られた。

　その中にセシリーは見知った顔を見つけた。

「シャーロット！　マーゴット！　ペネロペ！」

　やっと気付いたか、と言うように三人は笑っていた。懐かしい顔ぶれである。

　髪飾りでひとつにまとめた長髪を左肩の上に垂らし、物腰が妙に色っぽいのはマーゴットだ。特徴的な赤い唇をにんまりと歪ゆがめている。隣の、椀わん型がたの頭髪に童顔をした女性はペネロペである。聞くところによるとふたりはこの主城で侍女として働いているらしい。着ている服こそ使用人のそれだったが、ドリス同様、何も変わっていなかった。

「セシリーは相変わらず大きいわね」

「相変わらずです……」

「本当に何も変わっていない！」

　セシリーは胸むな許もとを腕で隠しながら叫さけんだ。

　もうひとり、金髪に青い目をした少女はシャーロット・フィーロビッシャーだ。彼女もマーゴットやペネロペと同様に使用人の格かつ好こうをしていたが。

「おいシャーロット！　吾われの肩を揉もめ！」

「『揉んでください』だろう、ゼノビア」

「……吾は少女王だぞ」

「姉妹のように振る舞え、といったのはあなたであろうが」

「それにしてもシャーロットは遠慮が無さ過ぎる。……揉んでください」

　頬ほおを膨らませながらもゼノビアが言う。はいはい、と苦笑してシャーロットは彼女の後ろに回りその肩を揉み始めた。

　ふたりのやり取りに目を丸くしていたセシリーに、マーゴットが耳打ちした。

「シャーロット様はね、ゼノビア様のお気に入りなの」

　今度は逆側からペネロペの耳打ち。

「専属で世話役に就ついています。シャーロット様には皇帝の血が流れていますから、何か通じ合うものを感じたのかもしれません。御お二ふた方かたともとても仲がいいですよ。本当の姉妹みたいでちょっぴり嫉しつ妬とです」

　言われてみればゼノビアとシャーロットのやり取りは姉妹のそれそのものに思えた。マーゴットとペネロペは彼女たちの様子を微笑ほほえましく見守っている。

　そうか、とセシリーは合点がいった。

　亡命した彼女たちが軍国の軍人や侍女として働いていると耳にしたときは、本当に大丈夫なのだろうかと心配だった。シャーロットは元々帝国の皇位継承権を持つ者であり、だからこそドリスたちはそのためにセシリーと剣を交えた。継承権を表す“〝Ｅ”〟の名を放棄したとはいえ、彼女たちは軍国に上う手まく馴な染じめるのだろうか――そう思っていたのだが、とんだ杞き憂ゆうだった。

　だってゼノビアと戯れるシャーロットはとても幸せそうなのだ。凛りんとした声で楽しそうに笑う。ドリスたち三人にとってそれ以上に望むことは無い。そしてそのシャーロットを受け入れてくれた軍国に尽力することは、何よりもの使命。

　帝国に棄てられた四人はしかし自分たちの居場所を手に入れたのだ。

「……あれ？　アリアは？」

　会議室を見回したマーゴットが言った。

「アリアならたぶん外を歩いているよ。会議が退屈だと言ってずいぶん前に出ていった」

「えー。挨あい拶さつしたいんだけどなぁ」

「――魔剣殿か」

　シャーロットに肩を揉もまれていたゼノビアが、ふと表情に影を落とした。

「魔剣に関しては我が軍国にも因縁がある」

　因縁？　首を傾かしげるセシリーにシャーロットが言った。

「この国にも何本か魔剣があるらしい。アリアのように人に変へん化げはできないようだが」

　ゼノビアは瞼まぶたを閉じ、ゆっくりと語り始めた。

「見ての通り吾われはこの年齢と性別だ。先代の総席と代替わりするときは批判も少なくなかった。『少女王』という名も、民は敬愛を込めて呼んでくれるが当時は蔑べつ称しように過ぎなかった」

「……」

「複数の候補者が立てられ、それは小さな内紛にまで発展した。そのとき軍国所蔵の魔剣が使われたのだ。良き幹部の命が数多く失われた。争いには無縁であるはずの偉大な学者まで巻き込んで……それ故ゆえに魔剣は宝物庫の奥深くに封印することにした。あれは我が国にとって罪の象徴だ。幹部陣を抑え切れなかったランチェスター家の罪」

　魔剣自体に罪は無いのだとセシリーは思う。

　しかし魔剣の能力は甚大。それを利用しようとする輩やからはいくらでも現れる。

　だから――アリアはずっと苦しんできたのだ。

「今後我が国が魔剣を解放することはないだろう。少なくとも吾の代ではさせぬ」ゼノビアの瞼まぶたが開かれ、そこにあったのは強い意志の込められた瞳ひとみ。「アーヴィーは魔剣がヴァルバニルに有効足り得る点を評価しているようだが――吾われは承服できぬ」

「……え？」

　目を瞬かせるセシリーに、少女王は眉まゆをひそめた。

「知らなかったのか？　悪魔でもある魔剣は、悪魔契約の術者が契約時にヴァルバニル神への憎悪や殺意を募らせることで生まれる。魔剣の刃はその負の感情の表れなのだぞ。特に人に変化する魔剣はその憎しみも強いと聞く」

　セシリーは息を呑のみ、そしてそのことに思い当たった。

　――そうか。だからアリアは。

『……うん。実は悩んでる』

　夏。人外兵器との戦闘でセシリーが自宅療養している間に、アリアがルークに自分の鞘さやを作ってもらうということがあった。あの頃ころの彼女は何かに悩んでいて、自分にもそれが何なのか打ち明けてはくれなかった。

　憎悪。殺意。それらが自分の起源であるということ。アリアはそのことを何かのきっかけで知ったのかもしれない。

「セシリー……」シャーロットも魔剣の出生については初耳だったらしい。「あなたはそのことを？」

「知らなかった。だがアリアは知っていると思う。たぶん今もそのことに悩んでる」

　シャーロットたちが顔を見合わせた。

「で、でも関係無いじゃないですか」とペネロペ。「だって今アリアさんはセシリーさんと上う手まくやってる。だったら自分にどんな生まれがあろうと――」

「……いや。そう単純な話でもないと思う」

　自分が狂うようなことがあれば鞘に閉じ込めてほしい――アリアはそんなことも言っていた。それはつまり、起源となった負の感情は今なお彼女の精神を蝕むしばんでいるということではないだろうか。自分が狂うのではないかと危き惧ぐしてしまうほどの、それは強い侵食。

「……どうするの？　その、どうしようもないかもしれないけど」マーゴットが言いよどみながらも身を乗り出す。「何とかアリアを助けてやれないの？　セシリー」

　シャーロット、マーゴット、ペネロペが不安げな目をしている。起居を共にしたこともある彼女らにとってアリアは赤の他人ではない。心配する気持ちはよくわかった。

　ゼノビアも無言でこちらを見ている。

　セシリーは。

「私は……」



『でもホントのところ、この際内容はどうでもいいの。問題は話してしまうこと、それ自体。話しちゃったら……打ち明けちゃったらきっとセシリーはあたしを助けてくれる。支えになってくれる。あたしはそれに甘えちゃう。おんぶに抱っこになって――胸を張ってセシリーと肩を並べることができなくなる』

『だからあたしは、この悩みに対してだけは自分で向き合う』



「何もしない」首を横に振り、「今まで通りの接し方をするだけだよ」

「ど、どうして!?」

「アリアは私に言ったんだ。ひとりで戦うと。だからそれはきっとアリア自身の戦いなのだ。私が口を出すことではない。少なくとも彼女自身から助けを求められない限り、私ができることは無い」

　個人の戦いに横よこ槍やりを入れる必要は無い。たとえ薄情と言われようとも。

『自分で向き合う』

　できるならその決意を見届けたいと思うし、そしてアリアならきっとやり遂げると信じているから、セシリー・キャンベルは手を出さない。

「でも」

　マーゴットやペネロペがなおも言おうとしたが、口を噤つぐんだ。……気付いたのだろう。

　こちらの拳こぶしが固く握られていることに。

　セシリーはゼノビアを振り返った。

「さあ、会議を再開しましょう」





　強くならなくちゃいけない――。

「あの、寒くありませんか？」

　退屈な会議を抜け出して十数分後。長い廊下を歩きながら暇ひま潰つぶしにヒルダ・キャヴェンディッシュとの戦闘を回想し、「どうすれば自分は強くなれるか」を考えていたら考えすぎたのか段々頭が痛くなってきてうんうん唸うなっていたアリアの背後から――そんな問いが飛んできた。

　振り返るとそこには男が立っていた。軍服を着ていたから軍人なのだろうが、その腕は剣も持ち上げられなさそうなくらい細く、物腰も軍人らしからぬ柔らかさだった。困ったように眉まゆ尻じりを下げる様子はどうにもこうにも頼り無い。

「……あたし？」

「はい、あの、そのような格かつ好こうをしてらっしゃいますので……」

　アリアは自分の身体からだを見下ろし、なるほどと思った。軍国は気候が寒く、首都の主城であろうとも変わらない。廊下にはつんと肌を刺すような冷気が漂っている。対して自分の服は踊り子にも間違えられそうな露出の多いもの。心配されるのも無理は無いかもしれない。

「大丈夫だよ。あたし寒さに強いし」

「そ、そうですか……」

「心配してくれてありがと。それじゃ」

「あ――待ってください！」

　再度呼び止められて振り返ると、その優男は勢い込んで申し出てきた。

「僕はゼノビア様の顧問教師をしていますユーイン・ベンジャミンと申します。失礼ですがあなたは独立交易都市からいらっしゃった方でしょうか？」

「うん」

「ええと――良かったらお話をお聞かせ願えませんでしょうか？」

　アリアが首を傾かしげると、ユーインは顔を真っ赤にしながら頭を下げた。

「僕は趣味で大陸史の勉強をしているのです。よろしければ独立交易都市のお話を聞かせてください！」





　ユーインの私室は暖炉に火が焚たかれ、ほっとため息が出るような暖かさに満ちていた。

「狭い場所ですが」

　言う通り、あまり広くは無い。部屋の奥に無理矢理押し込んだような寝台がひとつ、壁には所狭しと本棚が並び、今にも何かの弾みでこぼれ落ちてしまいそうなほどの量の蔵書や紙束が窮屈に詰め込まれている。

　アリアは部屋の中央にあった椅い子すに座らされた。卓たくを間に挟み、ユーインも腰かける。卓の上では途中で侍女に用意してもらったふたり分の紅茶が湯気を立て、棒状の乾物が別の皿に盛られていた。彼の話によると羊肉を挽ひき潰つぶし、菓子として加工した軍国の名物らしい。こりこりとした歯ごたえとささやかな甘みが悪くない。

　ユーインから薄手の毛皮を渡された。肩に羽は織おってくれと頼まれた。どうやらこちらの格かつ好こうは彼には刺激的に過ぎるらしい。

「実は独立交易都市から人が来る、と聞いてずっと機会を窺うかがっていたのです」ユーインは照れ臭そうに言った。「父が学者をやっていまして、僕もその真ま似ね事ごとを。特に独立交易都市は大陸史研究においても先駆者である初代ハウスマンの造った街……学者の端くれと言えども憧あこがれますよ」

　へー、としかアリアには言いようが無い。しかしこの乾物、ずっと噛かんでいると病みつきになる。こりこり。

「気候は軍国よりも暖かいんですよね？　火山帯に属すから」

「あ、そういう理由もあったんだ？　うん、あったかいよ。でもセシリーたちは今の時期寒い寒いってぼやいてたかな。軟弱だよね」

「祈き祷とう契約についてはどうです？　軍国は霊体が薄い地域なのであまり玉たま鋼はがねが流通していないのです」

「祈祷契約かぁ。うーん……しいて言えば、都市ではあんまり火を使わないのかな。職人さんはもちろん仕事で使うけどさ、それ以外の日常生活だったら祈祷契約で十分っぽいよ。水を沸騰させるのにも祈き祷とう契約だし、照明には玉たま鋼はがねが使われる」

「独立交易都市の祈祷契約は生活レベルまで浸透しているのですか!?」

　驚いて大きなリアクションを見せるユーインに、アリアは自分のことでもないのにちょっと鼻高々になった。そう、独立交易都市はすごいのだ。たぶん。こりこり。

　ユーインは愚痴っぽく漏らした。

「大陸法で定められた“〝大陸地図発行の禁止”〟が学者の天敵なんです。おかげでほしい情報もなかなか手に入らない。ですからこうしてお話を聞かせていただけるのは大変ありがたいです！」

　彼は次から次へと質問を浴びせてきた。独立交易都市の自治形態、人口、灰はい被かぶりの森――通称『ハウスマンの森』について、食文化、大陸中から流通してくる名産品、人々の特徴などなど。中にはアリアにも答えられないこともいくつかあったがそれでもできるだけ答えるよう努めた。

「初代ハウスマンについては……」

「あ、ごめん、その人についてはよく知らない。今の市長さんとも血はつながってないらしいし。ごくたまに名前を聞くくらいかな」

「そうですか……先ほども言った通り、初代ハウスマンは独立交易都市の基礎を打ち立てたという点だけでなく、大陸史研究の先哲としても有名なのです。考古学に関する鋭い洞察力、無関係と思われていた事柄に関連性を見み出いだしさらなる新事実すら編み出す応用力、そして祈祷契約の発明……。一方でかなりの変人でもあったと聞きます。研究のためなら犠牲は厭いとわない。霊体を祈祷契約という形で転用することを思いついたのも、悪魔契約の研究の一環で偶然見出しただけだという逸話もあります。いずれにせよ天才です――」

　嬉き々きとして語り続けるユーインを、アリアは乾物を食はみながら観察した。

　よくよく見ると整った顔立ちをしている。そういえば先ほど給仕してくれた侍女がこの優男と接しながら頬ほおを赤らめていたような気がする。軍国の人間には血気盛んな男が多いようだから、彼のような青年は却かえって目立つのかもしれない。ちょっとナヨナヨした空気が自分の好みではないが。自分はやはり勇ましく、腕っ節が立ち、それでいて優しさを兼ね備えた、具体的に例を挙げるならばセシリーのような――

「……そういえば」思い出したようにユーインが切り出した。「独立交易都市の方々で魔剣を携帯している方がいる、と小耳に挟んだのですが」

　お、とアリアは思った。

「そうそう。その人がセシリー・キャンベルって人でさ。これがまたカッコいい人なの。あたしは相棒として誇り高いよ」

「相棒？」

「うん。あたしの戦友」

　ユーインが首を傾かしげる。彼はきっと魔剣が人に変化できることを知らないのだろう。

「後で紹介するよ。あ、でも惚ほれちゃダメだよ？　それはこのあたしが認めないぜ。セシリーには先約がいるしね」

「……会うことは無いと思います。自制できる自信がありませんから」

「自制って。大おお袈げ裟さだなぁ。でもま、セシリーのカッコよさは並じゃないからね」

「そういう意味では無くて」ふと声を詰まらせ、ユーインは何ど処こか苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情をした。「……あなたは魔剣についてどうお思いですか？」

「へ？」

　質問の意味がわからずアリアは首を傾かしげた。

「僕は魔剣が嫌いです」

　ユーインの低い声に、心臓を鷲わし掴づかみにされたような悪寒を覚えた。

　吐き棄てるように彼は続ける。

「僕の個人的な話で恐縮ですが、昔、僕の父が『総席』代替わりの内紛に巻き込まれて死んだのです。その直接の死因になったのが当時軍国が所有していた魔剣です」

　アリアは生なま唾つばを飲み込んだ。乾物の味がわからなくなり、受け皿に戻す。

「で、でも……悪いのは魔剣を使っていたその人で」

「わかっています。父を殺した幹部はすでに処分されています。しかし魔剣のせいで父は骨も残らずこの世から消滅したこともまた事実なのです。内紛とは無関係の、いち学者だったはずの父が」

　ついさっきまでは柔らかく垂れていた目が、今は暗く濁っていた。

　その憎悪は恐らくかなり根深い。初対面のアリアを相手にしているにもかかわらず、彼は我を失ったようにまくし立て始めたからだ。

「内紛の末、総席の座についたゼノビア様は魔剣を封印し、そして父の息子である僕をあえて自らの顧問教師として据えた。内紛を抑え切れなかった過ち、偉大な学者に巻き添えを食わせてしまった罪、ランチェスター家の過失を忘れないためにと。もしも僕が望むのならば吾われを襲え、むさむざ殺されはしないが――そこまでおっしゃいました。……正直僕はどうしたらいいかわかりません。安直にゼノビア様を憎んでいた時期もありましたが、それで良いのかもわからなくなってしまった。今もわからないまま、徒に父の研究の後を追うだけです。……ただこれだけは言える」

　遠くを見るような目――

「僕は魔剣という存在を死ぬまで憎悪する」

　アリアは居い竦すくんでいた。喉のどがひどく渇いている。

　きっと軍国の魔剣は変化しないのだろう。だからこの青年は知らない。目の前の女性が魔剣であることを。

　自分がそれと知らずに相手を糾弾していることに、気付いていない。

「……お父さんのことは残念だったけど」アリアは硬い声で言った。「それでもセシリーの……その、魔剣のことをあれこれ言うことはないんじゃないかな。魔剣だからって無差別に嫌わなくても」

「いいえ。魔剣は人間には過ぎた兵器です。呪のろわれていて、混乱を招くものでしかない。生命を脅かす、殺すことに特化した兵器などこの世に無いほうがいい」

　魔剣の刃は創造物への――悪シ魔ス契テ約ムを構築したヴァルバニルへの殺意の具現。その力に人は狂い、こぞって奪い合って殺し合う。アリアが生まれたときがそうだったように。

　確かに魔剣は呪われている。

　ユーインは顔を歪ゆがめ、言った。

「汚けがらわしい」

　何ど処こまでいっても呪われていて、血塗られた存在。その出自は絶対に変えられない。

「……魔剣って、そんなに救えない存在なのかな」

「ええ。今すぐすべて廃棄すべき、正に悪魔の剣です」

　汚らわしい。確かにそうかもしれない。

　――でも。

「あたしはそうは思わない」

　セシリーは自分に言ったのだ。

「使い方次第で、魔剣は人を救うことだってできる」

　君は『誰だれかを守る剣』だ――と。

　アリアはその言葉を信じる。

　信じて、実行する。

「ユーインくん、あなたの憎しみはわからないでもない。でも徒に嫌わないでほしい。魔剣にだって人を救うことができる。ただ呪われているだけなんてそんなこと言わないで。セシリーは事実、魔剣でたくさんの人を救ってきた。戦ってきた！」

「……理屈じゃないんですよ」

　憔しよう悴すいしたようにユーインは言う。

　その様は会ったばかりのアリアに己の内面を吐露してしまったことを悔いているようにも見えた。

「それを使う人間が悪い、ということは僕もわかっている。僕はこれでも学者の端くれです。大陸史において何でも無い道具が争いに用いられた例なんていくらでも知っている。でもやはり考えてしまう。魔剣さえ無ければ、魔剣のような大きな力さえ無ければ、力の余波を受けて父が死ぬことも無かった――そう思ってしまうんです」

　アリアはじっとユーインを見つめる。その視線から逃れるように彼は目を背けた。

「どうしても……魔剣は嫌い？」

「嫌いです」

　そう、とアリアはため息をついた。

　そして席から立ち上がった。

「……あたしだって自分の運命には反へ吐どが出る」部屋の空いているスペースに移動し、ユーインを振り返る。「でもそれでも、あたしはあたしに誇りを持たなくちゃいけない。そうでないとあたしを信じてくれているセシリーに申し訳が立たない。あたしは胸を張ってセシリーと一緒に戦いたいから」

　ユーインは椅い子すから動かない。こちらの言葉の意味を推おし量はかるように眉まゆをひそめている。

「頑固なユーインくん。だからあなたにあたしの誇りを見せてあげる。あなたの価値観をひっくり返すために」アリアは力無く微笑ほほえみ、「そういえばまだ名乗ってなかったよね。――あたしの名前はアリア」

　告げた。

「魔剣、アリア」

　ユーインの目が見開かれる――

　アリアは唱えた。

「眠りを解け。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ」

　旋風が立ち昇る。

　足あし許もとから輝かない銀の風が吹き上がり、アリアの身体からだを覆い隠した。その風の中で五体は溶け、風の帯と絡み合い、そして一振りの剣へと形を成していく。

　風が弾はじけたそこには、レイピアが出現していた。刺突剣は絨じゆう毯たんの上に突き刺さり、暖炉の火の揺らめきを受けて鈍く輝く。風の発生によって本棚に詰め込まれていた書類の束がいくつか落ちてしまっていた。

　レイピアはそこに突き刺さったまま沈黙し。



    

  
    
      



    

  
    
      　数十秒を経て、再び風をまとうと元の人間の姿に戻った。

「…………」

　風が消え、はらりと髪の毛が額や頬ほおの上に落ちる。アリアはゆっくりと瞼まぶたを開き、そして室内を見回した。

「……ヘタレめ」

　そこに青年の姿は無かった。

　開け放しにされた扉が軋きしみながら揺れ、廊下の冷たい空気が入り込んでくる。

　アリアは込み上げた何かを、ぐっと呑のんで耐えた。

　このことは絶対にセシリーに話さない。まず真っ先に考えたことはそれだった。

　これは自分ひとりで乗り越えなくちゃいけない試練だ。

「強くならなくちゃ、ね……」

　強く。強く。強く。心も刃やいばも、何もかも。

　どんなに傷ついても膝ひざを屈しないために――強くならなければ。

　固く誓うから、アリアは泣かない。

　絶対に泣かないのだ。



　　　２



「ルークたちは城下の宿に泊まっているのか？」

　二度目の休憩中、会議室に顔を見せたドリスにセシリーは驚いて聞き返した。

　ああ、とドリスは申し訳無さそうな顔で頷うなずき、

「実は聖剣師の連中、ルークの奴やつに対抗心燃やしててさ……いや、ルーク本人じゃなくて刀鍛冶ブラツクスミスという職業に対して、かな。だから昨日は門前払い喰くらっちまったんだ。ルークもルークで意地になってか工房の近くの宿に泊まって、今朝は早くから工房の前に居座ってる。リサも付き添ってるよ」

「道理で姿を見ないと思ったら」

　せっかくのドレス姿なのに――ちらりと思って、そんな己の思考にセシリーは顔を赤らめた。

「？　どうしたセシリー」

「あ、い、いや。それじゃあシャーロットたちはまだリサとは再会してないんだな」

「そうなのだ。できることなら今すぐにも会いたいがそういう事情なら仕方無い。……しかしゼノビア」とシャーロットは己の主人に水を向ける。「あなたから何か言ってやれないのか？　聖剣師の者たちに」

「それはすでにした。……だが、非常に勝手な物言いだが彼らの気持ちもわからないではないのだ」ゼノビアは嘆息し、「聖剣師たちの持つ技術は、実のところあまり褒ほめられたものではない」

　セシリーは瞼まぶたを瞬かせ、他の面めん子つを振り返った。シャーロットたちは心得ているらしく「困ったことだ」と言いだけに頬ほおに手を当てている。

「ええと、どういう意味ですか？」

「誠に恥ずかしい話だが……彼らの技術は“〝盗んだ”〟ものなのだ」

　盗む？

「刀にも様々な鍛錬法があるが、ことに『聖剣』の流れを汲くむ鍛錬法は一子相伝のものだということは知っているだろう」

「それはルークの鍛錬法が、ということですか？」

「そう。ルーク・エインズワース殿が現在の正統後継者だ」しかし、とゼノビアは続ける。

「かつてその流派の技術を盗み、自分たちの改良を加えて別の鍛錬法として昇華させた者たちがいる――それが我が軍国の聖剣師だと言われている」

「な、なんと……」

「でもな、あくまで『言われている』ってレベルなんだよ」ドリスが横から加勢した。「正史には残っていない。ここが厄やつ介かいなところで、聖剣師のおっさんたちは自分たちの腕にプライド持っているから表立ってそれを認められない。頭では“〝盗んだ”〟ことは事実だとわかっているんだけど、口ではやっぱり認められない。だから正統な後継者であるルークには反発しちまう」

「本当に申し訳無い」

　ゼノビアが謝るとシャーロットたちもそれに倣ならい「申し訳無い」と詫わびを入れてきたので、セシリーは焦ってしまった。シャーロットたちはともかくとして、ゼノビアと話していると時々彼女が一国の長だということを忘れてしまいそうになる。

「もちろん吾われからも再度聖剣師たちに話をするが――厚かましい願いだができるなら刀鍛冶殿からも歩み寄ってほしい。正当な流れを汲む人間だからこそ届く言葉があると思うのだ。初めに説明すべきだったが昨日は慌ただしかったため失念していた。すまない」

「いえ、私は…………うーん」

　セシリーは腕を組んで考え込んだ。なるほど大筋は理解できた。

　だが。

「大丈夫だと思いますよ」

　あっさりと言ったので、ゼノビアたちは「えっ」と素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「技術を盗んだとか盗んでないとか、小さな問題です」

「しかし」

「もちろんプライド云うん々ぬんの話はあるでしょうけど、ちっぽけな問題に過ぎません。少なくともルークの思惑はそんなところでとどまっていない」

　セシリーは小さく笑い、

「己の目指すもののために、ただ良い剣を作りたい、彼はそれだけだと思います。その想おもいに小さなプライドが勝まさるとは思いませんよ」

　ゼノビアたちが顔を見合わせた。





　軍国の首都は職住接近であり工業地帯を有する都市である。国民のひとりひとりが何かしら手に職を持ち、日中は職人然とした人間が多く闊かつ歩ぽする。また気候の寒い地域であるため家屋は独立交易都市のような石造りではなく煉れん瓦がの建築がほとんどで、人々も防寒に適した格かつ好こうをしていた。一般市民にもしっかりと防寒具が行き渡っているところを見ると軍国の首都は豊かな街らしい。

　そのような街並みを、リサは駆けていた。

　宿の主人から借りた羊の毛皮を着込み、腕には同じものをもう一着抱えている。白い息を吐きながら人々の歩く間を縫い、大通りから道の入り組んだ工業地帯に入り、迷ったのでそこらを歩いていた職人に道を訊たずね、教えられた紡績工場のそでを抜け――ようやくそこに到着した。

　聖剣師の工房である。刀剣の鍛錬工房からは今日も鉄を打つ音が響き渡っていた。数十にも及ぶ煙突は半分程度が煙を吐き出している。

　その入り口の前に、ルークはいた。

　地べたにもかかわらず膝ひざを折って座している。背筋を伸ばした、折り目正しい正座。ルークはその姿勢でじっと工房の入り口の扉を見つめていた。中の鍛か冶じの騒々しさとは裏腹に、工房の扉は沈黙を保っている。

　彼の背中を後ろから眺め、リサは小さくため息をついた。

　――軍国さんは肉料理が美味だとブレッシンさんから聞いていましたが。

　それどころではなくなってしまった。

「ルーク、防寒着をお借りしてきました。身体からだを壊してしまいますから着てください」

　肩に毛皮を羽は織おらせてやる。彼は「すまない」と小声で応じただけで袖そでを通すこともせず、飽きずに視線を扉に縫いつけていた。

　リサはルークの右隣に腰を下ろし、丸くなるようにして膝を抱えた。石畳の地面は毛布越しでもとても冷たく、思わず「うひっ」と悲鳴をあげる。

「そろそろ話していただけませんか、ルーク」白くなった手に、はーっと息を吹きかけながら、「いつからなんですか？」

　その目に異状が表れたのは。

　ルークの眼まな差ざしは動かない。けれどその質問を待っていたかのように口を開いた。

「違和感は以前からあったが、はっきり気付いたのは最近のことだ」

「……それはやっぱり、鍛冶のせい、ではありませんよね」

　鍛冶業を営む人間には隻せき眼がんが少なくない。顔面のすぐ間近で千度超の鍛冶を行うため失明してしまうことがしばしばあるのだ。ルークの左目に関しては悪魔契約による代償で、眼球自体を喪失していたが。

　残された右目――それが視力を失いつつある。

　しかしそれは通常の鍛か冶じ作業とは別のことに起因しているとリサは思っていた。

「私との『魔剣精製』が原因なんですね？」

　むせぶように、ため息を交えてルークは答えた。

「……ああ」

　やはり――リサは灰色に曇る空を振り仰いだ。

　リサの悪魔としての能力は『魔剣精製』と呼ばれている。

　自分の生み出す簡易炉を用いて、術者は一振りの剣を鍛錬する。剣は術者の過去の鍛錬経験をなぞることで精製され、それが再現できる回数は一本につき一度だけ。この方法で鍛錬された剣にはさらに“〝発熱”〟や“〝風”〟といった様々な効果が付加される。

　周囲の者たちにもあまり知られていないことだが――この『魔剣精製』は代償を要する。

　悪魔は自身の“〝肉”〟を消費し、

　術者は自身の“〝魂”〟を消費する。

　悪魔の肉は精製された剣の形を維持する接着としての役割を果たし、

　術者の魂は精製された剣に付与される効果として添加されるのだ。

「どうして……」

　しかし自分たちの場合は少し違っていた。その代償が表面的には表れないよう、ルークは消費される肉や魂の量を絞っていた。少なくともそう聞いていたし、だからこそリサは目立って肉が“〝削れる”〟ということも無かった――わずかに「消費している」という感覚はあったがそれとわかるような変化ではなかった。『魔剣精製』で鍛錬された刀が脆もろくあったのもそのためだ。

『――――いつか誓いましたよね？　共に失っていきましょう、と』

　それはヴァルバニルの再封印を誓ったあの日、ルークとリサが交わした約束。失う、という表現こそしたもののそれは形だけのもの――そのはずだった。

　でも違ったのだ。ルークは嘘うそをついていた。

　彼だけは確実に魂をすり減らしていたのだ。

　それは“〝右目の失明”〟という形で表面化した。

「……一応眼め鏡がねとか試してみたんだがな」ルークは自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく。「無駄だった。根本の問題が違っていたからな」

　魂という根源が削られているため、眼鏡のような視力矯正の器具も功を奏さない。

「今後は、もしかしたら失明以上のことが待っているかもしれない」

　リサは愕がく然ぜんと彼を振り返った。失明はただの前兆に過ぎず、『魔剣精製』を続ければルークの身体からだはさらに蝕むしばまれていく――

「便利だったから軽けい々けいに使ってきたが、まさか失明とは」

　――どうして、まだそんな嘘をつくのだろう。

「もう嘘はやめてください！」リサは叫さけんだ。目の端に涙を浮かべて。「何かしらの喪失感がルークにはあったはずです！　それがどんな形で自分を蝕むしばむかはわからなくても、少なくとも何かしらの失う感覚があったはずです！　そうとわかっていてあなたは使い続けた――」

　ようやくルークの右目がこちらを見やった。

「それでも使わなければいけないときがたくさんあった」

　彼の言う通り『魔剣精製』のおかげで乗り切れた事態なんて山ほどあった。セシリーと出会う前にも、使わなければ生き残れなかっただろう戦いが少なからずあった。

　――でも。

「どうしてルークだけが失うんです!?」

　共に、と誓ったのに。

　ルークは答えなかった。答えてもらうまでも無く、わかっていた。

「私をかばう必要なんて無かったんです！」

　知っていた。普段は無愛想で偏屈な自分の親方が、でも本当はとても優しい心根を持っていること。三年間見つめ続けた自分だからこそ知っている。

「なんで……。馬ば鹿かです、ルークは大馬鹿です……超馬鹿ですよ……」

　彼が、幼なじみの肉体を犠牲にした悪魔なんかをかばってしまう馬鹿で大馬鹿で超馬鹿な男だということを、知っていた。

　リサがぽろぽろとこぼす涙を、横から伸びてきた手が拭ぬぐう。

「そうだな。俺おれは馬鹿なのかもしれない」

　濡ぬれた頬ほおを指先が撫なでる感覚。それは冷たくて温かかった。

「それでも――これからも『魔剣精製』は使い続けるぞ」

　信じられない思いで顔を上げる。

　こちらを見つめる右目は、揺るぎなかった。

「それが必要なときには、必ず使う」

「私は嫌です！」

「お前が嫌でもだ。俺はお前を守らなければならない」

　不意に――本当に唐突に、リサは世界が無音になったように感じた。工房から聞こえるはずの鍛か冶じの音がぱたりとやんでいる。

　この世に自分と彼しかいないような感覚。

　それが錯覚だということはわかっていた。

「俺には守りたいものがたくさんできてしまった。リサ、お前もそのひとりだ」

　わかってはいたけれど、それくらい明めい瞭りようにルークの声を感じたのだ。

「頼む。これからも俺に失わせてくれ」

　――私は何をしているんだろう。

　リサはぼんやりと思った。

　確かに不本意ではあったけど、ルークは長い間ずっと自分を思い気遣ってかばってくれていた。ずっとずっと失い続けてきた。

　なのに自分は――どうして、と泣き喚わめいて親方を困らせて。頼む、と親方に頭を下げさせて。

　――私がやるべきことは何？

　失われたものはもう取り戻せない。だったらどうするべきなの？

　ルークは「頼む」と言った。「失わせてくれ」と言った。

　自分を守りたいもののひとつとして数えてくれた。

　ならば彼の弟子がすべきことは――

　リサは立ち上がった。目の前にあるのは工房の扉。それに飛びつき、がんがんと拳こぶしで叩たたき始めた。

「御免ください！　どうか開けていただけませんか！」加減なんて知らない。拳の皮が擦すり剥むけ肉が露出しようとも構わず叩き続けた。「中へ入れてください。お願いします。開けてください――」

　突然扉が内側に開かれ、リサはたたらを踏んだ。その勢いで工房の中に転がり込んでしまう。

　顔を上げると、そこは嗅かぎ慣れた炭の香りで一杯の、ただっ広い空間だった。工房『リーザ』の鍛か冶じ場ばにもあるような炉が何十も並び、火を噴いて室内を蒸し暑いくらいにしている。薄暗く、炭の汚れのためか全体的に黒くくすんだ工房――

　職人たちが手を止めてこちらを見ていた。

　数十人分の睨にらみつけるような眼まな差ざしを一身に受け、しかしリサは怯ひるまなかった。

　――昨日、私もこうすべきでした。

　昨日のルークと同じように――リサは職人たちに向かって両りよう膝ひざを地につき、身体からだを前に折り、額を固い地面に押し当てた。

　土下座した。

「お願いします、力を貸してください！」

　職人たちの呆あつ気けに取られる空気が、つむじに伝わってくる。

　リサは頭を下げ続けた。

「私たちはどうしても前に進まなくちゃいけないんです。お願いします、どうか皆さんのお力を貸してください！　お願いします！　お願いします！」

　隣に気配を感じた。誰かが自分と同じように膝を屈し、土下座する気配を。

　見なくてもそれが誰だれなのかわかった。

「……顔を上げてくれ」

　言われ、リサは恐る恐る身体を起こした。隣のルークも。

　昨日の白髪の男老が自分たちを見下ろしていた。彼は険けわしい目で、苦渋にしかめた面で、喉のどから絞り出したような声で言う。

「あんたたちは知らないかもしれないが……俺おれたちの技術は“〝盗んだ”〟ものだ。認めたくは無いが、“〝盗んだ”〟であろうことは間違い無い」ルークのほうを見やり、「ずいぶんと昔の話だ。刀鍛冶ブラツクスミス、あんたの祖先が継承していた技術を我々の祖先が“〝盗んだ”〟」

「…………」

「だからそんなふうに頭を下げられる資格など俺おれたちには無い。だが俺たちは――」

「どうでもいい」

　沈黙が降りた。

　職人たちが言葉を失っている間に、ルークは続けた。

「悪いが俺は伝統だとか流派だとかそういうものにこだわるほど歳としは食っちゃいない。はっきり言って“〝盗んだ”〟と言われても何の感慨も湧わかない。むしろどうしてそんなくだらないことにこだわるのか疑問でならない。……それよりも」

　矢継ぎ早に言い、そして。

「同じ鍛か冶じ師しなら知っているはずだ。刀の美的価値とその存在感、斬きれ味。自分の望む以上の業わざ物ものが打つことができたときの、震ふるえるほどの歓喜――知っているはずだ。その腕に染みついているはずだ。ちっぽけな矜きよう持じなんて吹き飛んでしまう瞬間を、あんたたちも知っているはずなんだ。……俺は最高の刀を、『聖剣』を打ちたい。打たなければならない。だから棄ててくれ、そんなつまらないこだわりは」

　頭を下げた。三度目の土下座。

「俺に力を貸してくれ」

　リサもまた、頭を下げた。

　沈黙は長かった――が。

「…………若造が生意気言いやがって」

　降ってきた声は何ど処こか疲れたようだったけれど。

　親方のその顔はわずかに弛緩していた。

「立て。俺たちの技術をくれてやる。返してやる。何もかもな」

　見れば職人たちは皆、肩をすくめたり頭を掻かいたりと様々に振る舞っている。

　共通していたのは、その誰だれもが憑つき物が落ちたような面をしていた、ということ。

「……ありがとう」

　彼らに礼を述べたルークは、こちらを振り返る。

　リサは微笑ほほえみ返した。本当は泣きそうだったけど、やせ我慢だ。

「私はあなたを止めません」

　ルークが魂を磨すり減へらしてまで失わせてほしいと言うのならば――自分は止めない。

「止めませんが……私は、あなたの目になります」その右目が光を失ったとしても。「あなたの目はまだもうひとつあるんです。この目はルークの目なんです」

　気休めにしかならないかもしれないけど。

「いつでも……お貸ししますよ」

　ルークはじっとこちらを見つめ、頷うなずいた。

　ああ、駄目だ。やっぱり涙がこぼれてしまう。

　――このためだったんだ。

　自分の身体からだは様々な構成物でできている。

　霊体。リーザ・オークウッドの肉。ヴァルバニルの血。ルークの処女作である刀の残ざん骸がい。

　そしてルーク・エインズワースの左眼球。

　このような雑種ハイブリツドの身体を、リサは憎んでいた。憎んでも憎みきれなくて、自傷しようにも元はリーザの身体であったことを思うとそれもできなくて、どうしようもなくて――。

　でもただ一点……ただ一点だけ認められるものが今、生まれた。

　事故とはいえルークの左眼球を取り込んだこと。

　この身にある限り、その左眼球は光を失わない。

　リサという悪魔を通して光を放ち続ける。リサが生き続ける限り。

『私は、あなたの目になります』

　この左目は、そのためにあったのだ。
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　夕ゆう餉げに当たる時間帯を迎え、その日の会議は終了した。

　参加した面めん子つは皆、疲れた顔をしている。初日の話し合いは平行線。良い結論にはたどり着かなかったが、ゼノビアは明日もさらに議論を重ねたいという旨を述べた。

「大陸の運命にも係わる内容だ。最低でも軍国の考えている方針をすべて独立交易都市に伝えたい」

　解散が告げられ、一同はそれぞれ会議室を後にした。

「ゼノビア様――」セシリーは席を立とうとする彼女に駆け寄った。「お訊たずねしたいことがあります」

「ん？　吾われに答えられることなら何なりと聞くがいい」

　少しためらいが生まれたが、それをぐっと呑のみ込んでセシリーは訊ねた。

「ヴァルバニル戦におけるキャンベル家の役割。ご存知でしたら教えていただけませんか」

　ずっと引っかかっていたことだ。

　夏、独立交易都市にて開かれた三国一都市会議。その席上でセシリーは「キャンベル家には役割がある」ことを示し唆さされた。初耳だった。事後にハンニバルや母のルーシー・キャンベルに訊ねたが結局ははぐらかされたままだった。

　ゼノビアは驚いた顔をし、

「そなたは知らないのか？　父親からも聞いていないのか？」

「はい。身内からは『いずれわかる』としか……父も伝えるつもりではあったのかもしれません。ですが父は病による急死だったので、その機会を逸して……いえ、きっと自分自身がそれを果たすつもりだったのではないかと思います」

「……そうか。確かにそなたの父は後遺症を抱えていたらしいからな。仕方無いと言えば仕方無いのかもしれない」

「え」

　セシリーは目を剥むいた。後遺症？

　ゼノビアが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「それも知らなかったのか。……かなり昔のことだが、ヴァルバニルの封印の“〝強化”〟を目的に遠征が行われたことは知っておるか。封印解放の日を可能な限り先延ばしするために」

　首を横に振ろうとして、しかし思い当たった。

　そういえば舞踏会のあの日、シーグフリードがそのようなことを言っていなかったか。



『かつて、初代がヴァルバニルの封印強化に乗り出したことがあるのは知っているか？　それが失敗に終わったことも、随行した者のことも――お前は知っているのか？』



　沈黙するセシリーに、ゼノビアは言った。

「その強化遠征に参加したのは初代ハウスマンや代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルを生き抜いた猛も者さとして名高いハンニバル・クエイサーなる男。他にも大陸諸国から参じた代表者たちが同行している。その中にセシリー・キャンベル、そなたの父もいた」

「私の父が……」

「その遠征のことは吾われもあまり詳しくは知らない。だが失敗したということは聞いている。そして」言うか言うまいかわずかに逡しゆん巡じゆんしたが、ゼノビアは打ち明けてくれた。「その際にそなたの父は何らかの後遺症を抱えたらしい。具体的にどのようなものなのかは知らないが」

　セシリーにとっては寝耳に水でしかなかった。

　父の死は本当に急だった。昨日までは普段通りに生活していた父が、その翌朝には二度と目を覚まさなかった。医者の見立てによると大陸でも珍しい類たぐいの病に罹かかったということだったが、娘の目から見てそのような兆候は何ど処こにも見当たらなかった。父は厳格であまり笑わない人で、だがそれは己に厳しいだけで家族には温かく接してくれて、死の前日もいつもと変わりなく自分や母を愛してくれた。誇り高い人で――大好きな父だった。

　でもセシリーは父の死を疑うことはしなかった。自分は葬儀の翌日にはもう自衛騎士団に配属され、それから職務に忙殺されていたから。

　父の死に、ヴァルバニルが係わっていた――

「そなたがキャンベル家の役割を知らないということは、周囲の人間がその機会を見計らっているからなのかもしれない。そなたに気を遣って」ゼノビアはセシリーの手を取り、

「いつかそなたの近しい者が話してくれるときが来るだろう。他者である吾が言うべきことではない。……それで構わないだろうか？」

　考えが上う手まくまとまらなかったけれど――セシリーはこくりと頷うなずいた。

　父の本当の死因。

　ヴァルバニル封印強化の遠征。

　そしてキャンベル家の役割。

　これらを自分が知るのはいつになるだろうか。

「……そうだ。いいことを思いついたぞ」ゼノビアは神妙な顔つきをしていたが、不意に相好を崩した。「どうしても我慢ならなくなったときはこの言葉を囁ささやいてやればいい。平静を失なくしてうっかり口を滑らせるかもしれないぞ」

「な、何ですかそれは」

　声をひそめ、こちらに耳打ちした。

「“〝聖剣の鞘さやは何ど処こだ”〟――と」
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　大陸法委員会の取り決めにより大陸地図の発行は禁じられている。

　代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルの終結に端を発し、それぞれの領土分布を曖あい昧まいにすることで国家対国家の軍事行為を封じる――というのがその目的らしいが、それがどれだけ本当の話なのか眉まゆ唾つば物ものだと行商人たちは口を尖とがらせる。地図の発禁は国を渡り歩く彼らにとって商売の妨げにしかならない。

　よって大陸の全容を精せい緻ちに把は握あくしているのは一握りの権力者に限られている。ただし大おお雑ざつ把ぱな棲すみ分けは一般の民も認識しているし、国境と街をつなぐ道のりに配された駅うまやの数や位置を洋皮紙に書き記し、旅人や商人と金品と交換するという商売もある。大陸法委員会もそこまで厳密な規制を設もうけてはいない。

　基本認識として、大陸は大きく三つの勢力で分けられる。

　北東部に散開する小国家群――群集列国。

　南東部に位置する軍事国家――軍国。

　そして西側、大陸のほぼ半分を掌握する帝政国家――帝国。

　混乱の極みにあった大戦を経てこのような棲み分けが行われ、終戦から四十四年が経過した今、大規模な戦いくさも無く大陸は安定期を迎えている。

　そう、人々は思っていた。

　この勢力図は変動する。
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　大陸西部、西海沿岸都市『帝都』。

　帝国最古の歴史を誇り、水都としても有名な巨大都市だ。中心部にはいずれも名家の貴族が数多く暮らし、まるで中央の主城に寄り添うようにして居を構える。

　主城におわすは帝国最高権力者である皇帝。

　その御尊顔を拝するための大広間には、今、無骨な鉄塊たちがひしめき合っていた。

　全身甲かつ冑ちゆうを着た集団である。肉体を隈くま無むく覆う鎧よろいに面めん頬ぼおの下ろされた兜かぶと。甲冑は完全な黒に塗られている。突っ立っているだけなら骨こつ董とうの立像然としており、それが物々しい数でもって玉座を包囲――そう、それは包囲網と言っても過言ではない――していた。

　平時なら華やかに飾られる空間は現在、夥おびただしい数量の鉄塊によって占拠されているのだ。

　玉座には老いさらばえた男。金糸をふんだんに用いた衣装をまとった彼は、分に相応ふさわしい威厳さを一片も有していなかった。肉は痩やせ衰おとろえ、頬ほお骨ぼねが浮き、皺しわに埋もれた眼がん窩かの奥の瞳ひとみは著しく精彩を欠いている。すでに高齢の域。

　彼がこの国の皇帝だ。

「…………」

　黒の鉄塊――帝国騎士団の精鋭たちに見守られた皇帝は、宰さい相しように差し出された書状にその節くれだった手の指を押し付けた。言われるがまま短剣で傷つけた指の腹を。

　書状に血判が押された。

　途端、静寂の大広間に割れんばかりの拍手が満ちた。

「万歳！」「皇帝陛下万歳！」「帝国に栄光あれ！」

　高々と叫さけび、手を打ち鳴らしたのは帝国騎士団の輩やからたちである。手を打ち合わせる度に鎧よろいの籠こ手てががちがちと接触するので、彼らの拍手はひどく耳みみ障ざわりに響き渡った。皇帝は怯おびえたように肩をすくめ、逃げ場を求めるように視線を彷徨さまよわせる。

　宰相は血判の押された書状を、玉座の前に跪ひざまずいていた女性に手渡した。

　女性の名はジャスティーナ・オルブライト。彼女は書状に目を通す。たった今押されたばかりの血判と、その横のすでに乾き切ったもうひとつの血判を確認して頷うなずいた。

「確かに。大陸法委員会はこの契約を認めます」

　宰相は帝国騎士団を振り返り、先頭に立っていた偉い丈じよう夫ふに頷きかけた。

　偉丈夫は兜かぶとを被かぶっていなかった。剥むき出しの顔面は皮膚や頭髪にこそ老いの気配が見受けられたが、同じ高齢の皇帝と比し、若者に勝まさるとも劣らない精せい悍かんさを誇っている。

　帝国騎士団団長、オーガスタス・アーサー。

　彼は己の配下らを見回し、大音声で宣言した。

「我が帝国と群集列国は血の契約を交わした。ここに『帝政列集国』の成立を宣言し、ひとつの大陸をひとつの国家の許もと、ひとつの平和によって守護することを約束する――」

　地鳴りのような拍手喝采。

　皇帝は震ふるえている。





　帝政列集国万歳!!――

　怒号に等しい万歳三唱を背に、シーグフリードは大広間を抜け出した。

　長身痩そう躯くの男である。引き締まった肉体に鋭利さを示す顔立ち。黒衣の下に騎士団と同じ黒い鎧をまとっていたが所属は異なる。独自の私設団――帝国戦士団の団長を務めるのが彼だ。

　大広間の外でシーグフリードを待ち受けていたのは、ふたりの男女だった。

「まだ式の途中ではないのかね？」

「これ以上は時間の無駄だ。喧やかましくてかなわない」

　肩をすくめるシーグフリードに、出迎えた初老の男が低く笑った。色いろ褪あせたローブ。見えない荷を背負わされているかのように腰を深く折り曲げ、杖つえを突き、たくわえた白しら髭ひげを皺しわだらけの手で何度も撫なでつけ、喉のどを震ふるわせるようにして昏くらい笑い声をあげる。今回の契約を結ぶ際に群集列国から召集された人物、ランスロット・ダグラスだ。彼は独立交易都市で行われた三国一都市会議にも出席している。

「ちと歩きながら話そうか」

　寒々とした廊下。ランスロットに誘われ、シーグフリードは肩を並べて歩く。

　そのふたりの後に音も無く続いたのが女戦士――フランシスカという、シーグフリード直属の部下であった。白磁の如ごとく透き通った肌。金髪碧へき眼がんの見み目めは彫像のように美しく整っている。全身甲かつ冑ちゆうの脇わきに兜かぶとを抱え、背中には長大な戦斧ポール・アツクスを負い、無言無表情でシーグフリードの背後に控える。

　ランスロットが声をひそめて言った。

「軍国に独立交易都市の刀鍛冶ブラツクスミスが来訪しているらしいぞ。どうやらあちらも動き出したようだ」

　へえ、とシーグフリードは眉まゆを上げた。

「それは確かな情報なのか？」

「お前さんもご存知の通り、とうの昔に軍国代表の大陸法委員は買収しておる。それ以外にもワシは軍国の人間とパイプをつないでおってね、これは双方からの情報だ。確かじゃよ。事前にこちらで手は打っておいた。残念ながら上う手まくいかなかったみたいだが」

「……勝手なマネを」

「大勢に影響はないさ。逃げ帰った刺客たちはおおよそ処分したしな」

　笑いながらそのようなことを明かす。どうでもいい、とシーグフリードは鼻を鳴らした。

　――しかし、一応心に留めておくか。

　軍国にあの男がいる。ひょっとしたらあの女も。

　面倒なことになりそうだ。

「人外は？」

「そちらの指定通り用意しておる」

「いいだろう。これからはこそこそ隠れて運ぶ必要も無い。戦闘実験のための死刑囚が足りないと言っていたな？　後で補充してやる」

　事も無げに言うシーグフリードに、しかしランスロットは「ありがたい」とあっさり頷うなずく。そしてにんまりと追従の笑みを浮かべ、冗談めかして提案した。

「しかしめでたい。実にめでたい日じゃないか。のう、シーグフリード殿よ？　せっかくだ、祝いに女でも用意させようかね？　群集列国は多民族の国だからの、その分、種類も揃そろっておる」

　下世話な誘いに背後の部下は不快な表情を隠しもしなかったが、

「悪いが不要だ」シーグフリードは淡白に肩をすくめただけだった。「そういった快楽に用は無い」

「ストイックだの」

　ランスロットとは廊下の途中で別れた。

　シーグフリードは歩きながら、振り向きもせずにフランシスカに訊たずねた。

「エヴァドニは？」

「修復作業、すでに終えております。今はシーグフリード様のお部屋に」

「御苦労。手て筈はず通り例の件はお前に一任する。俺おれは遅れて行く」

「は。この大役、必ずや果たして御覧に入れます。……シーグフリード様」

　声音の変化を感じ、シーグフリードは肩越しに部下を顧かえりみた。

　フランシスカは無表情に申し立ててきた。

「私は必ずや此こ度たびの使命を全まつとういたします。その代わりというわけではございませんが、あのような者の言葉に耳を傾けぬよう、ゆめゆめお気をつけください」

「……何の話だ？」

「ランスロット・ダグラスのことです。『女を用意する』などという卑ひ猥わいで下げ賎せんな誘い。僭せん越えつながらシーグフリード様には相応ふさわしくないと進言いたします」

　フランシスカという駒の有能さをシーグフリードは高く評価している。そのような彼女が取り上げているのが先ほどのランスロットの言だということは理解したが、ではそれの何を問題にしているのかがよくわからなかった。

「断っただろうが」

「はい。それはそばでお聞きしました。ですが今後も」

「今後も同じだ。お前も知っているだろう――俺は男でも女でもない」

　孕はらむことも孕ませることもできない“〝欠陥品”〟。

　それが自分という生物だ。

「存じております」フランシスカは機械的に頷うなずき、「ですが確約をいただきたい」

「確約？」

「今後一切そのような誘惑にはなびかない、という確約をいただきたいのです」

「何な故ぜ」

「私の力になります」

　臆おく面めんも無くそう言ってのけた。シーグフリードはいよいよ意味がわからなかった。

「……まあいい。約束しよう。お前がそれを望まないならば、な」

　それで任務を果たしてくれるのならば安いものだ。

「私が望まなければ……」フランシスカは伏し目になり、頬ほおをわずかに染めた。「……絶対ですね？」

「絶対だ」

「確約、確かにいただきました」打って変わって表情を引き締め、敬礼。「それでは行って参ります」

　その身を翻ひるがえして去っていった。何ど処こか弾むような足取りに見えたのは気のせいか。

　しばらく首を捻ひねっていたが――シーグフリードは再び歩き出す。

　たどり着いたのは彼の私室。

　入ると中には窓辺にひとり、女が立っていた。

「…………」

　黒ずくめの、表情という表情を持たない女だった。黒々としたドレスをまとい、入室したシーグフリードに白い面を向ける。ドレスの丈が異様に長いため床に根を張るように裾すそを引きずる。漆黒の頭髪が枝葉のように波打って垂れ下がっていた。

　佇たたずまいは枯れ木のように儚はかない。ひどく希薄な生命感。

　フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』だ。

　彼女の傷ひとつ無い頬ほおに触れ、シーグフリードは苦く悶もんに顔を歪ゆがめた。

「お前はどうして壊れない？」

　頬をさすられるエヴァドニは無表情のままだ。石と見み紛まごう眼球で目の前の彼を観察する。感情を吐露する“〝欠陥品”〟を。



    

  
    
      



    

  
    
      「いっそのこと消えてしまえ――そう思って手放したはずなのに、それでもお前は俺おれの許もとへと舞い戻ってくる。どれだけ刃がこぼれ、どれだけひび割れようともいずれはこうして元の姿を取り戻してしまう。お前は俺おれの前から消えない。……愛剣？　ふざけるな。何な故ぜ壊れない。何故――俺に従おうとする？」

　エヴァドニの唇が涼やかに紡ぐ。

「エヴァドニは魔剣。魔剣は神への憎悪から来たるモノ。エヴァドニの炎はヴァルバニルを焼くためのもの。あなたがそこへ導いてくれるのなら、エヴァドニはあなたの許もとにある」

「――――」

　何度も繰り返した問答だった。

　それでも問わずにはおれない。望む答えとは違うものが返ってこようとも、何度でも訊たずねてしまう。

　この女と自分の縁は決して分かつことができないことを、シーグフリードは知っている。

“〝分身エヴアドニ”〟は何ど処こまでも自分を追いかけてくる。

　――俺は救われない。

　恐らくは生涯。だから壊す。何もかも。

「ついて来い。俺はお前を飼い殺す」

　エヴァドニに命じ、シーグフリードは踵きびすを返した。

　私室を出たところでオーガスタス・アーサーと鉢合わせた。

　その巨体でこちらを見下ろし、オーガスタスはニヤリと笑う。

「順調、と言って差し支えないんだろうな？」

「さあな。だがこれで帝国は俺たちのものだ」

「ああ。もはや皇帝陛下すら我々の傀かい儡らいに過ぎない」

　彼らが肩を並べて歩く後ろに、しずしずとエヴァドニが続く。

　オーガスタスは大仰に言った。

「さあ、我々で大陸を席せつ巻けんするとしようか――シーグフリード・ハウスマンよ」

　シーグフリードは忌々しそうに舌打ちし、歩を速めた。

　ふたりの行く先には『帝政列集国』成立の報を待つ愚民どもが待っている。
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　聖剣師の工房に足を踏み入れるのを許されてから、小一時間。

　驚いたことにルークは聖剣師たちからおおよその話を聞いただけで彼らの理論を理解してしまったらしい。何やら興奮気味に弟子の自分――リサにまくしたて始めた。

「俺おれたちが刀を打つ際、玉たま鋼はがねを大きくふたつの部材に分けて加工するのは知っているな？　心しん鉄かねと皮かわ鉄かね――低炭素のあまい鉄と高炭素のつよい鉄。このふたつだ」

　鉄の“〝甘い”〟は“〝やわらかい”〟、“〝つよい”〟は“〝かたい”〟を表す。

「こいつをそれぞれ別個に鍛練し、造り込みで組み合わせる。やわらかな心鉄を刀身の芯しんとし、これを刃側から被かぶせるようにかたい皮鉄で覆う」

　そうすることで刃はかたくなり、峰はやわらかくなる。刃で得た衝撃を峰側で吸収して外に逃す構造。刀の斬きれ味の正体はここに隠されている。

「『甲こう伏ぶせ』ですね」

　そうだ、とルークはリサの言葉に頷うなずく。

「だが聖剣師たちはその上の段階を実践していた。彼らが昔、正統な流れを汲くむ刀鍛冶ブラツクスミスから“〝盗んだ”〟という技術だ。どうしてか俺の親父おやじの代にはこの技術が継承されなかった」

「上の段階、ですか？」

「『甲伏せ』の上――『本ほん三さん枚まい』だ」

　ほんさんまい？　リサは頭を傾けた。

「部材をふたつでなく三つ用意する。心鉄と皮鉄と、そして刃は鉄かねだ。刃鉄は皮鉄よりもつよい玉鋼で、刃の部分に使う。そして心鉄を『甲伏せ』と同様に峰部に用い、ふたつに分けた皮鉄で刃鉄と心鉄を左右から挟む。これが『本三枚』だ。『甲伏せ』のそれと比べると強度と斬れ味が格段に上がる」

「ふぇー……」

　小さな頭をフル稼働させてそれぞれの部材の組み合わせを想像し、リサは感嘆の声をあげた。そんなやり方があったのですか。

「じゃあ私たちもそれを」

「いや」ルークは首を横に振り、「それじゃあここの聖剣師たちと同じものしかできない。だから俺たちはもう一段階上のものを打つ」

「も、もう一段階？」

「ああ。『本ほん三さん枚まい』のことを聞いて今思いついた」

　何気無くとんでもないことを口にした。近くで話を聞いていた聖剣師の職人があんぐりと口を開けてこちらを振り返っていた。

　リサはすでに慣れっこだが、基本的に自分の主人は努力家である一方で天才肌な面も持っている。前にセシリーから聞いた話によると――彼女も人ひと伝づてに聞いたらしいのだが――、前回の三国一都市会議の際にルークの刀と軍国の刀とで試し斬ぎりを行ったところ、ルークの刀のほうが断然に強度で勝まさっていたそうな。きっとそれも、構造の違いはあれど純粋にルーク自身の鍛か冶じ師しとしての腕が上だったということでリサは納得していた。

　本人はあまり意識していないようだけど。ぼんやり考える弟子の前で、親方は続ける。

「『本三枚』の構造に、さらにもうひとつ部材を足す」

「心しん鉄かね、皮かわ鉄かね、刃は鉄かねに……もうひとつですか」

　リサは右手の人差し指、中指、薬指を順々に立てて数える。

　ルークの手が伸びてきて、関節を解すようにこちらの小指を立てさせた。

「棟むね鉄かね。心鉄よりもあまい鉄を、『本三枚』の構造の峰部につける。刃鉄、棟鉄、左右ふたつの皮鉄――計四つの部材で心鉄を包み込むんだ。そうだな、名付けるなら『四し方ほう詰づめ』といったところか。これで『本三枚』以上に衝撃の吸収量が向上する。刀の斬れ味を最大限に活いかす形だ」

　四本の指を見つめ、リサは呆ぼう然ぜんとした。

「皮鉄をふたつで数えると……」

　親指も立ち上がる。五指すべてが立った。つまり計五つの部材を用いるのだ。

　――折り返し鍛練の回数がすごいことになっちゃいます。

『折り返し鍛練』とは打ち延ばした鉄に切り込みを入れ、その切り込みから折り返して重ね合わせることで鉄の層を増やす作業のことだ。これを繰り返すことで鉄は何千何万という層に仕上がり他の剣には無い強固さを得る。刀の鍛練において最も体力を要するのがこの作業である。

　今まで自分たちは『甲こう伏ぶせ』の構造で鍛練を行っていた。よって部材はふたつしか用いなかった。心鉄と皮鉄は個々に『折り返し鍛練』で鍛え上げた後に造り込みで組み合わせる。ひとつの部材につき折り返しの回数は六、七度。それを二回分行うから最低でも計十二度以上は折り返しを行わなければならない。

　しかし『四方詰め』により部材の数が倍以上になるわけだから、その分だけ『折り返し鍛練』の回数も増える。合計数を指折り計算してみたリサは冷や汗をかいた。『折り返し鍛練』は先手――向むこう鎚づちを扱う自分の役割だ。とんでもない重労働になるだろう。

　だがここで及び腰になるほど軟弱でもない。自分はルークの助手なのだ。

「ガンバリマス」

　声は固かったが。

「ちなみに今回は折り返しの回数を増やすぞ」

「わ、わかってますよ。部材が五つになるんですから『折り返し鍛練』も――」

「いいや、わかっていない。俺おれは個々の部材に行う回数を増やすと言ったんだ」

「……へ？　え？」

　ぽかんと口を開けて凍りつくリサに、ルークは容赦無く言い放った。

「今までそれぞれ七度程度の折り返しが限度だったが、今回は十以上行う」

「じゅっ？」

「刃は鉄かねに関しては十五度だ」

「じゅーごっ！」

　絶叫である。十度を超える折り返しを五回繰り返す――全部でいくつになるのかなんて考える気も起こらなかった。

「ど、どうしてですかっ？」

「鉄の層を増やすことは刀身の鋭さと頑丈さを増す。お前も知っているはずだ」

「そうではなくて……どうして今なんですか。何な故ぜ今までは回数を抑えていたのですか？」

「それは――」

　答えようとして、何やら言いあぐねた。右目に躊ちゆう躇ちよの色が窺うかがえる。

　そんな彼をリサはじっと見上げる。こういうときに主人が口ごもるのは何かを気遣ってのことだということを経験的に知っていた。

　弟子の目にルークは降参したらしい。嘆息し、正直に打ち明ける。

「先手がお前だったからだ」

　目の前が暗くなったように感じた。

　――私の身体からだが小さいから。

　何十回もの折り返し鍛練をこなす体力がリサに無いから、今までは回数を抑えていた。

　ルークが言ったのはそういうことだ。

「……っ！」

　リサは痛いほどの力で拳こぶしを握り、唇を噛かんだ。

　リーザ・オークウッドの悪魔契約によって作られたリサは、生まれた直後からこの体格だった。以後、肉体が成長することは一切無い。髪や爪つめが伸びることも無く、髪が千切れ爪が割れたときも時間が経たてば元の形に“〝復元”〟した。悪魔の身体は成長することを知らない。自分は朽ち滅びるまで一生このまま。

　今までもこの小さな身体をもどかしく思うことはあった。高所の物に手が届かなかったとき、洗濯物を山盛り積み込んだ籠かごを持ったままひっくり返ってしまったとき、ルークの歩調についていけなかったとき、セシリーをかばって人外に立ち向かったとき。何度も何度もこの細い腕や脚を憎く思ってきた。

　でも――生まれて初めてだ。

　心が軋きしむほど、憎悪するほど悔しく思ったのは初めてだ。

「私のせいなんですね」

　呟つぶやいた一言を、目の前のルークは否定しない。

　リサは周囲を見回した。職人たちが自分たちの作業を続けている。リサにはルークが『折り返し鍛練』の回数を増やすのを提案した理由がなんとなくわかってしまった―ここには彼らがいる。刀の鍛練に精通し、自分よりもずっと体力も腕力もある男たちがこの工房にはたくさんいる。

　彼らの手を借りれば事足りる。

　だから自分は用済みなのだ。

　ぐすっ、と泣きたくもないのに涙が溢あふれてきた。ずっと恐れていた日がとうとう来てしまった。ルークの役に立てず、お払い箱になる日が。涙ぐんだリサは肩を震ふるわせて洟はなを啜すすった。

「……いい加減、お前のその悲観主義はどうにかならないのか」

　降ってきた声に顔を上げたところ、その額をルークの人差し指がデコピンした。

　こつん！――と快音。

「イタイッ」リサは仰のけ反ぞり、打たれた額を両手で押さえた。今さっきとはまったく別の意味で涙が溢れる。「な、何するん――」

「お前が積み上げてきた三年間を侮あなどるな」

　抗議の声を呑のみ込んだ。

　茫ぼう然ぜんと、呆あきれ顔をした主人を見上げる。

「え……」

「たとえ『甲こう伏ぶせ』の段階で折り返しの回数を増やしても大した効果は望めない。今まではお前の体力も考慮して無理はしなかった。だが『四し方ほう詰づめ』という新しい方法を見つけた今、折り返しの回数を増やすことは確実に相乗効果を生むはずだ。絶対に。だから弟子のお前にはこれから無理をしてもらう、容赦しないからな、ということを俺おれは言ったんだろうが」

「でも私の身体からだじゃ――」

「三年間、何をしていた？　俺の呼吸に合わせられるのはお前ひとりだけだ」

　その言葉はすぐに脳に染み込まない。頭の上に手を載せられたかと思うと、髪の毛をぐしゃぐしゃに掻かき回された。リサは悲鳴をあげる。

「ル、ルークっ？」

「忘れるな。確かに俺の一方的なものになってしまったが、昔お前と誓った言葉に嘘うそは無い。俺たちは共に失い続ける」

『――――いつか誓いましたよね？　共に失っていきましょう、と』

　実のところその誓いは、リサがルークに見捨てられないために提示したものだった。

　最初、リーザの現身うつしみ同然だった自分をルークは嫌悪していて、自分はそんな彼に棄てられたくなくて、だから『魔剣精製』の能力と代償を明かした。そうすることで価値を示し、どうにかして自分を彼の許もとにつなぎ止めようとした。

　ルークの言うようにそれは一方的な形で実現されてしまったが――少なくとも「失い続ける」というのは形だけのもので、リサはその言葉を別の意味で使っていた。

“〝共に失い続ける”〟ということは、

“〝共にあり続ける”〟ということ。

　だからこの誓いにすがっているのは自分だけだと思っていた。ルークはもっと淡白にこの誓いのことを考えていると、そう思っていた。

　でも、そうではなかった。

　自分たちは共に失う――共にあり続けると、そう言ってくれたのだ。

「この世に俺おれの弟子はただひとりだ」

　髪の毛を滅茶苦茶にされながら、ようやく――リサはかっと胸が熱くなるのを感じた。込み上げる喜びに頭が沸騰しそうだった。

　自分だってついさっき言ったばかりじゃないか。

『私は、あなたの目になります』

　これから何があろうとも、是が非でもルークのそばにあり続けなければならない。

　涙るい腺せんが崩壊したみたいに後から後から溢あふれる涙をぐしぐしと手で拭ぬぐい、嗚お咽えつを漏らしそうになるのをぐっとこらえた。

「私の親方もこの世にただひとりです！」

「当たり前だろうが」

　ふへへ、とリサは泣き顔でニヤついた。

　ルークもふっと笑い、

「しんどいぞ。覚悟はできてるんだろうな」

「ハイ！　バッチコイです！」

「よし。早速炉を借りて作業に入るぞ。お前はまず着替えて来い」

　言われてようやく自分が外出用の格かつ好こうをしていることを思い出した。ハイ！　とリサは気合十分に応じて踵きびすを返し、工房の片隅に置かせてもらっていた背はい嚢のうの許へと駆け出した。あの中に鍛か冶じ用の作業着が突っ込んである。

　善は急げだ！





　弟子の駆ける背中を見つめながら、

「――――これでやっと基礎が完成する」

　小さく呟つぶやき、ルークは指先で己の右目に触れた。

　間に合うだろうか。この目が光を失うその日までに、『完全な聖剣』を打つことが。

　――間に合わせてみせる。

　そのための三年間だ。……いや、最近はそれだけではなくなったように思う。幼なじみの無念を晴らすという大前提こそ変わらないものの、それとは別の意義ができてしまった。

『いつか必ず、私がルークの刀でヴァルバニルを討つ――――そう決めたッ!!』

　そしてもうひとつ。

『できないのか？　ルーク・エインズワース』

　まったくもって厄やつ介かいだな。そう囁ささやいた口くち許もとは、けれど少し笑っていた。

　自分でも不思議だったが――独立交易都市を出るまでは感じていた焦燥を、今はあまり感じなくなっていた。それどころか自分がそれをやり遂げたそのとき、“〝彼女”〟のとるだろう反応をあれこれ想像すると存外に悪くない気分になる。

「そういやぁ上う手まくやってんだろうな？　あいつは」
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「ルークは元気でやっているのかな……」

　軍国を訪れてから三日ほどが経過していた。

　長引く議論に少々くたびれていたセシリーがつい漏らした一言を、軍国の最高責任者たる『総席』またの名を『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターは聞き逃さなかった。

　彼女は一同に向かって声高に言い渡した。

「小休止だ！」

　即刻会議は中断され、まず真っ先に男性集団がひとり残らず会議室から追い出された。セシリーとアリアがきょとんとしている間に少女王はシャーロット、ドリス、ペネロペ、マーゴットの四名を召喚。これまで“〝ブレア火山の休火山化”〟を議題に議論が紛糾していた会議室は一転、乙女どもの巣そう窟くつと化した。

「ゼノビア様、どうなさったのですか？」

「セシリーの恋愛談コイバナだ！」

「なんですって!?」

　ハーヴェイを始めとする独立交易都市側とアーヴィー率いる軍国側との互いに譲らぬ白熱した舌ぜつ戦せんのため、会議室には男臭さと汗あせ臭くささがこもっていたのだが、窓を開けてその悪臭を換気した後、それと代わるようにシャーロットたちが持ち込んだ紅茶と茶菓子の甘い香りが室内を満たす。

　準備の完了した乙女どもは一斉にセシリーに殺到し、包囲網を敷いた。その手の話がもっぱらの好物というペネロペやマーゴットは興味津々に身を乗り出し、男おとこ勝まさりで恋愛というものに疎うといように思われたドリスですら好奇心に勝てずもじもじと耳を傾けている。

　セシリーはわけもわからず肩を小さくしていた。着ているのも騎士団の制服でなく軍国の侍女たちが用意したドレスなので、慣れない着心地に気構えも常より心こころ許もと無ない。

「さあ、セシリー・キャンベルよ。拝聴させていただこうか」

「な、何をでしょうか」

「この痴しれ者ものめ！　しらばくれおって！」ゼノビアは突如鬼の形ぎよう相そうになって激げつ昂こうした。「そなたがたった今甘く名を囁ささやいた男のことに決まっておろう！　前々から怪しんでいたのだぞ、『正真正銘の聖剣の……』なんたらと妙に信頼を寄せていたものだからひょっとしてと思っていたが――やはりそなたらはそういう関係だったんだな！」

　爛らん々らんと両目を輝かせ鼻息荒く詰め寄る少女王にセシリーはたじろぐばかりである。

「そういうことって……！　私はただ、最近会っていないからどうしているだろうと」

「だからつまり要するに寂しいということなのだろうっ？」

「違います！　誤解なされているようだからはっきり申しますが、私とルークはそういう関係ではありません！」

「なんだと!?」ゼノビアは目を剥むき、己の世話役を振り返った。「シャシャシャシャーロット！　そなたは都市でふたりを見ているのだろう？　セシリー殿の申していることは真なのかっ」

　矛ほこ先さきの向けられたシャーロットは腕を組んで思案顔に。かつてないほど真剣な面持ちだ。

「都市に滞在していた頃ころ、私はふたりが共にいるところをあまり見ていない。だから実際どうなのかと言われると……しかし刀鍛冶ブラツクスミスの男が血相を変えてセシリーの助けに向かったところはよく覚えているぞ」

　血相を変えて、の件くだりでセシリーは真っ赤になってうつむいた。彼女が話しているのはセシリーが初めてドリスたちに襲われたときのことだ。あのときのルークはそうだったのか……知らなかった……。

「私よりも」シャーロットはバトンをつなぐ。「彼女の相棒に聞いたほうが早いと思うが」

　セシリーを除いた一同の視線が一斉にアリアに向けられた。アリアは何ど処こか気の入っていない様子でぼうっと成り行きを見ていたが、計十個の眼球に「あ、あたしっ？」と後ずさる。

「アリア殿、正直に申せ。ふたりは相思相愛なのかっ？」

「えっと……ウチの相棒については言わずもがなだけど」

　言わずもがななのか、と当人が独白したが誰だれも聞いてはいない。

「でもルークのほうはイマイチ何考えてるのかわかりにくいんだよねぇ。憎からず想おもってることは確かだと思うけど。ねえセシリー？」

　無論セシリーには答えられようはずもない。うつむくばかりだ。

　痺しびれを切らし、ゼノビアたちはさらに包囲を狭めた。シャーロット、マーゴット、ペネロペはおろかドリスまで目を血走らせてセシリーを中心に円陣を組む。

「セシリー・キャンベルよ。観念しろ。吾われは物足りぬ」こういった話はあまり身近に無いのだろうか。興奮のあまりゼノビアは息を荒らげている。「何かあるだろう、それっぽいことが。刀鍛冶殿との甘酸っぱいネタが。このままでは物足りぬ。まったく足りないのだ。吐け。吐くのだッ！」

　飢えた野獣のように犬歯を剥き出しにする少女王に、セシリーは思わず暴露した。

「い、一度だけ……ダンスを」

「ダンス!?　いつだっ？」

「あ、もしかして」アリアがはっと気付いて、「この前の舞踏会でしょ。舞踏会が終わってあたしとリサが席を外した後――ふたりきりで？」

　もうすっかり茹ゆで上がっている顔面を、セシリーは縦に振った。

　ギャー！　乙女どもは奇声をあげて悶もだえた。彼女たちはもはや人間以外の何かである。その獲物に選ばれたセシリーは小動物のように無力に震ふるえるしか術すべは無い。

　ゼノビアはいささかはしたなく紅茶を一気飲みし、呼吸を整えた。

「はぁはぁ……す、少し興奮に過ぎたな。しかしセシリー殿よ、そなたの一方的な片かた想おもいというわけでもなさそうじゃないか」

「かかか、かた、片想いなどと語弊を招く言い方をしないでください。私は別に――」

「では聞くが、そなたにとってあの男は何なのだ？」

　咄とつ嗟さに返答に窮した。

　セシリー・キャンベルにとってルーク・エインズワースとは？

「私にとって……」

　セシリーは言葉に詰まる。上う手まく答えられない。どうしてだろう。

　想いはある。確かにこの胸に。でもそれを言葉に言い表せない――そう思ったとき、気付いた。自分が彼に対して抱える想いを、はっきりと形にしようとしたことがそういえば今まであっただろうか。

　――ルークは、私の何だ？

　この想いを言葉にするならば。

　ゼノビアたちが固かた唾ずを呑のんで見守る中、セシリーは答えを探した。

「私にとって、彼は――」

「失礼いたします」

　ノックも無くアーヴィーが会議室に入ってきた。

　きっ、とゼノビアがそちらを睨にらむ。

「今いいところなのだぞ！」

「申し訳ありません、ゼノビア様。ですが来客です」

「客だと」

　表情の乏とぼしい男なので感情は読み取りにくいが、アーヴィーはいつもより厳しい顔つきをしているように見えた。

「帝国と大陸法委員会の者が来ております」
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　ゼノビアは我が耳を疑った。

「帝政列集国――だと？」

　それを彼女に告げた人物は、ふてぶてしくも堂々と頷うなずき返してみせた。

「いかにも。帝国と群集列国は合併した。僭せん越えつながらその報告に参り申した」

　謁見の間である。玉座に腰を下ろすゼノビア。その隣の定位置にはアーヴィー・アーヴィング。さらに軍国の幹部陣が少女王の脇わきに控えている。

　そして彼女らの前に現れた客人とは――帝国戦士団のひとり、フランシスカであった。彼女は伝令による前触れも無く、不躾ぶしつけな来訪をしたかと思うと挨あい拶さつもそこそこに帝政列集国の成立を告げたのだった。

　帝国と群集列国の合併並びに帝政列集国の成立。

　それが本当ならば彼らは大陸の三分の二の領土を掌握したことになる。そんなことは大陸の歴史を紐ひも解といたとしても前代未聞の出来事だった。

「解せません」アーヴィーが眼め鏡がねの鼻の位置を直しながら言った。「大陸の安あん寧ねいを揺るがすような一大事です。この件にその安寧を管理している大陸法委員会が介しているのならば、せめて事前に報しらせがあっていいはず。違いますか？　オルブライト委員」

　水を向けられたのはフランシスカの後ろに立っていた女性。大陸法委員会の構成員であるジャスティーナ・オルブライトだ。彼女はアーヴィーに対抗するように自身の眼鏡の蔓つるをつまみ、かけ具合を整えながら答えた。

「軍国代表の委員にはすでに確認を取ってあります。彼から一報ございませんでしたか？」

　しれっとした顔でほざく。あったのならばこちらもここまで動揺しない。

　フランシスカが同調した。

「帝政列集国成立に先立ち、委員会に伺いを立てたが満場一致で問題無しとの返答を受けている。それはつまり委員会内の軍国代表もこの件を承服したということ。文句を言われるいわれは無い」

　おのれ――。ゼノビアは臍ほぞを噛かむ思いだった。

　大陸法委員会は大戦終結を契機に諸国から代表者を募って結成した組織である。大戦を反省し、今後同じことを繰り返さぬために平等に大陸諸国の監視や仲立ちを行う、そういった大義の下に運営されて然しかるべき集まりだった。

　しかし結成から四十四年が経過した現在、その意義はほとんど瓦が解かいしていると言ってもいい。主犯は声の最も大きい帝国。かの国の策略により委員会の議決は利権優先のものとなり、委員会の構成員どもは金の旨うま味みを知り、ついには委員内に平等性などひとかけらも存在しなくなってしまった。

　大陸法委員会がほぼ帝国側に乗っ取られていることはゼノビアたち軍国も承知済みだった。しかしその対処を怠おこたった。見切りをつけて捨て置くべきではなかった！

　拳こぶしを震ふるわせて沈黙するゼノビアに、フランシスカは眉まゆひとつ動かさずに言った。

「それに――貴国もあまり良い噂うわさは聞かぬが」

「なんだと？」

「中立であるはずの独立交易都市と内通していると聞いた。来たるべきヴァルバニル戦に向けて、大陸の財産的存在である刀鍛冶ブラツクスミスまで招致していると」

　痛いところを突いてきた。情報は完全に筒抜けなのだ。セシリーたちが狙ねらわれた時点でその覚悟はしていたが、それをこの場で言われるのは正直うまくない。

　――しかし強引に過ぎるのではないか。

　ゼノビアはそう感じずにはいられなかった。ヴァルバニルの封印解放の期日はすでに一年を切っている。故ゆえに事を急ぐのは理解できる。だがそれにしても力尽くに過ぎなくはないか。国家の合併。そこまでして帝国は何をしようとしている？

「確かに我が軍国が独立交易都市と内通していたことは認めよう」ゼノビアは低い声で言った。「しかしそれは万全の態勢でヴァルバニル戦に臨のぞむためだ。決して他国を出し抜くためにしたことではない。それよりも非は貴国にこそあるのではないか？」

　ゼノビアは鋭い眼光でフランシスカを見据え、反はん駁ばくした。

「先ほどアーヴィー――こちらの軍師が申した通り、争いも無く国家の合併などとは大陸史上でも前代未聞だ。通常そういった公的な宣言は中立都市である独立交易都市で行うべきものである。その禁を犯してまで――何な故ぜここ軍国に赴おもむいた」

　何が目的だ？　ゼノビアは言外にそう問うた。

「そう、それが此こ度たびの主題」フランシスカは首肯し、「これから帝政列集国が貴国に要求することは国対国の利権関係。独立交易都市は介在すべきではないと判断してこのような手段を取り申した」

　国対国の利権関係――その要求？

　意味を量りかねている間にも黒甲かつ冑ちゆうの女戦士は続ける。

「貴国はおっしゃったな。独立交易都市との内通はヴァルバニル戦に備えるためだと。こちらも同じことが言える。この合併もまたヴァルバニル戦に備えてのこと」

「……どういう意味だ」

「帝政列集国はこの合併により対ヴァルバニルの布陣が完了した。それはつまり、我々だけでもヴァルバニルには十分に対抗できるということ。むしろ他勢力の関与はその妨げにしかならない――」

「吾われはどういう意味だと申しておる！」

「貴国の持つ、ヴァルバニル戦における全権をこちらに移譲していただきたい」

　ゼノビアは唖あ然ぜんとした。

　彼女だけではない、軍国の幹部陣たちも色めき立った。「ふざけるな！」という罵ば声せいが飛び交う――が、フランシスカの表情はぴくりとも動かなかった。それどころか軍国側の反応に理解を示すように頷うなずいてさえみせた。

「当然の反応である。そこで我々から提案を申し入れよう」

「提案だと？　どの口が――」

「先に述べた権利を賭かけ、白兵戦を行う」

　フランシスカは無作法にもゼノビアの言葉に被かぶせて言ってきた。

「ヴァルバニルは火山の最奥で息づく。よってかの獣との戦闘には矢や大砲などの飛び道具ではなく剣や槍やりといった得物が選択される。貴国もその点に留意した上で対ヴァルバニルの準備を進めておられると推測する」

　火山という戦場では自ずと選べる武器も限定される。このことは三国一都市会議にて各国ともに十分に把は握あくしている共通認識ではあるが。

「我々が用意した布陣も近接戦闘を基本としている。恐らくは性質だけを取ってみれば貴国のそれと大差無いだろう。……おあつらえ向きではないか？　双方の、ヴァルバニル戦に備えた戦力。これを主力とした白兵戦――軍国と帝政列集国との純粋な力比べだ。その結果如何により権利の移譲を行う、というのがこちらの提案である」

「そなたらは気でも触れているのか!?」

「拒否するならば戦争だ」いけしゃあしゃあと言ってのける。「我々は是が非でもヴァルバニル戦に関する権利を得る所存だ。……こちらからは以上。貴国の見解を聞かせていただこうか」

　心の底から狂っているとしか思えなかった。ゼノビアは恐怖すら覚えている。

　強引に過ぎる――そんな言葉では生易しい。

　狂国。

　彼ら帝政列集国はその一言に尽きた。それでも足りないと思えるくらい。





　ゼノビアたちが驚きよう愕がくのあまり放心する一方で、誰だれよりも先に我慢の限界を迎えた者がいた。謁見の間のすぐ外で聞き耳を立てていた彼女は上司のハーヴェイが止めるのも振り切り、怒鳴り込んだ。

「一体どういう了見だッ!!」

　セシリーである。ドレスの裾すそを翻ひるがえし、ずかずかとフランシスカの許もとへと詰め寄った。

「突然の来訪に不ぶ躾しつけな提案――正気の沙さ汰たではない！」

「キャンベルの娘か」

　セシリーの登場にフランシスカは動揺のひとつも見せない。無感動な視線を向けてきた。

　セシリーは彼女の眼前で立ち止まり、怒りも露あらわに睨ねめつけた。

「これではただの脅迫だ！　お前たち帝国は何ど処こまで腐ってるんだ！」

「勘違いするな、キャンベルの娘よ」

　激げつ昂こうするこちらとは対照的に、フランシスカは極めて冷静に言い返した。

「貴様はこの場において部外者の域を出ない。百歩譲って独立交易都市の代表者と捉とらえてもいいが、ならばなおさら中立にあるべきだろう。これは帝政列集国と軍国の交渉の場であり、両国の対ヴァルバニル戦術に関する話し合いだ。どちらか片方の肩を持つことは独立交易都市の中立たる立場を壊すことに他ならない。早々に席を外せ」

　彼女の言の通り、セシリーはここでは蚊か帳やの外であるべき人間だ。口を挟める立場ではない。

　――だがそれをお前が言うのかッ！

　大陸法委員会を意のままに操り軍国を出し抜いた者たちが言えるセリフではない。性た質ちの悪い挑発としか思えなかった。

　実のところセシリーはフランシスカに対して少なからず恩義を感じていた。先月、都市に逃げ込んだという死刑囚を捕縛する際、自衛騎士団に協力したのは彼女だった。たとえその事件が帝国の不手際によるものだったとしても、帝国そのものを憎みこそすれフランシスカ個人を憎むべきではないと思っていた。

　しかしそれも誤りだったと知る。

　この女も帝国の――あのシーグフリードの手の者なのだ。

「セシリーさん、控えなさい！」

　いても立ってもいられなくなったらしく、ハーヴェイが後ろから手を掴つかんできた。気が昂たかぶっていたせいで思わず振り払おうとしたが――

「よせ。セシリー・キャンベル」

　制止の声が飛ぶ。セシリーはゼノビアを振り返り、叫さけびかけた声をしかし呑のみ込んだ。

「ゼノビア様……」

　少女王はその顔を苦渋に歪ゆがめていた。なまじ幼い容よう貌ぼうをしているせいか、なおさら彼女の煩はん悶もんぶりが伝わってくる。

「……オルブライト委員。大陸法委員会の見解は？」

　ゼノビアの問いに、ジャスティーナはまるで台本でも用意していたかのように――実際用意していたのかもしれない――すらすらと答えた。

「過去の三国一都市会議を鑑みればおわかりだと思いますが、かねてからヴァルバニル対策は各国の権利主張が目立つばかりで進展が望めませんでした。期限はもうほとんど無いに等しい。少々強引な点はありつつも今回の帝政列集国の提案はその対策を明確化する上で有効であると委員会は考えます。もちろん戦争ということになるならば帝政列集国には委員会を脱退していただくことになりますが」

　すでに意義の瓦が解かいしている大陸法委員会を脱退することに、何の損があると言うのか。

　とにかく選択肢は提示されてしまった。

　小規模の白兵戦か国を挙げての戦争か。いずれにせよ戦いは避けられない。

　――もはや“〝選択”〟ですらないではないか。

　セシリーは思い出していた。代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルの記憶に各国は戦争を恐れている――かつてシーグフリードが言っていたことが本当ならば、これは理不尽極まりない二択だ。

　選ぶべきはひとつ。

「しばし検討の時間をもらう。……即答はできない」

　よろしい、とフランシスカはゼノビアの申し出を快く受けた。

　検討など無駄なことだと、この女戦士はわかっていたに違いない。





　幹部陣との検討を経た翌朝、少女王は白兵戦の承諾を告げた。

　対ヴァルバニルの戦役権を賭かけた戦いはこれより一週間後の運びとなった。
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「勝てばよい」

　討論の疲れからか若干やつれた顔をしながらも、ゼノビアは断言した。

「向こうがどのような布陣で臨のぞもうが吾われらは負けない」

　独自に進めてきたというヴァルバニル対策――“〝物量”〟による制圧。その言に偽り無く、軍国はすでに二百を超える『聖剣』のレプリカを鍛練済みだった。一週間後の白兵戦にはさらに百を足した計三百本のレプリカを装備した兵らを投入する。戦場は軍国近郊の平野にて。首都の第一外壁のそばで刃やいばを交える。

　三百という兵数についてフランシスカに確認を取ったが、問題無いとの返答を得ている。

『帝政列集国はそれに相当する戦力で応じる。少なくとも数だけを見れば三百を超えることはないし、当然火器や飛び道具も用いるつもりは無い。純粋な武力、近接戦でもって互いに臨もう』

　彼女の発言を、どれだけ信用できるかはわからない。

　しかし両国はこれらの条件をもって白兵戦の取り決めを完了した。

「突然の来訪と提案に思わず無様な体をさらしてしまったが、腰を据えてみれば何のことは無い、吾らの正義を阻むものはただ一掃すればよいだけ。ヴァルバニル戦の利権を独占したいだけの狂国に、好きにはさせんよ」

　どっしりと構えて見ているがよい。そう、ゼノビアたちは言う。

　――これはそんなに単純な話なのだろうか。

　セシリーは懸念を拭ぬぐえない。帝政列集国の成立。白兵戦の提案。利権を独占したいからという、たかがそれだけの目的でこのように大掛かりな政まつりごとを行えるだろうか。何かもっとどす黒い思惑がそこにはあるのではないか。正体のつかめない懸念。

「私は……どうすればいい」

　できることならハウスマンやハンニバルに判断を仰ぎたかったが、叶かなうべくも無い。一週間という期限では遠隔の地にある独立交易都市とやり取りするにはとても足りず、一応の便りを送ったがそれが都市に届く頃ころには白兵戦は終了しているだろう。ハーヴェイは静観を決め込んでいる。部下である自分もそれに倣ならうべきなのだろうか。

　馬ば鹿かな。

　何かあるはずなのだ。中立たる人間、部外者にできることが――。

　セシリーはドリスに案内を申し込んだ。

「聖剣師とやらの工房に連れていってほしい」

　ドリスはこちらの諦あきらめの悪い性格を知っている。深くは聞かずに案内してくれた。

　街道を走る馬車に乗り、途中下車してからは徒歩で移動。複雑に入り組んだ小こ径みちを何度も折れ、やがてたどり着いた工場の密集した地域にその工房はあった。セシリーの知る工房『リーザ』の鍛か冶じ場ばとは規模そのものが異なる、巨大で平べったい建物。

　工房の入り口を開けた途端、猛烈な熱波が顔面を叩たたきつけてきて、セシリーはわずかに身を退ひいた。腕で顔をかばい、その隙すき間まから薄目で覗のぞき見る。

　中では想像以上の人数の職人たちが白兵戦の準備で大わらわだった。

　一定間隔に並んだ数十の炉がすべて火を噴き、その炉から取り出された赤い鉄を、先手たちがこぞって滅多やたらに打ちつけている。衝突する鉄と鎚つちが其そ処こ彼かし処こで火花を散らす。炎のうねる轟ごう音おんと、輪唱するように響き続ける金属音。耳をふさぎたくなるほどの騒音に目を白黒させた。

　屋外との温度差が凄すさまじい。セシリーはここまでドレスの上に厚手の外がい套とうを羽は織おってやって来た――それでも肌寒さは防ぎ得なかった――のだが、工房の職人たちは室内にこもった熱気と鍛冶の運動量のため真夏場にいるような大汗をかいていた。全員が全員、上半身を露出させているので目のやり場に困る。

　彼らが鍛錬に勤いそししむ鉄は、どれも目測でわかるくらいに刃渡りの長さが均一でなかった。短剣のようなものもあればセシリーの身長ほどはあろうかというものもある。ドリスが言うには前者を『脇わき差ざし』、後者を『大おお太た刀ち』と呼ぶらしい。どの刀にも反りが無いので焼入れはまだなのだろう――焼入れは別の暗室で行うとこれもドリスが教えてくれた。

「とっくに人数分の刀はできてるんだけどさ、それでもやっぱり足りないんだ。できるならひとり二本、脇差と大太刀の両方を与えてやりたい、っていうのがアーヴィングさんの考えだ」

　一週間という期限はあまりに短い。聖剣師の職人たちは誰だれも彼も必死の形ぎよう相そうで作業に徹しており、セシリーは工房と彼らの熱気に気後れしてしまった。

「…………ぁ」

　ほどなくして目的の人物たちを見つけた。

　工房の奥まった炉の前。

　青年が胡坐あぐらをかき、それに対面する形で少女が立っている。

　ルークとリサだ。

「――――」

　右手の火掻かき棒で燃え燻くすぶる炭をかき回して火元を刺激しつつ、ルークは逆の手に持ったテコ棒を炉の中に突っ込んでいる。頃ころ合あいを見て引き出されたテコ棒の先端には鉄塊が溶接されていた。じっくり加熱された鉄塊は赤く変色しており、それを彼は背の低い台の上に横たえる。そしてその真上に、機会を見計らっていたリサが身体からだ全体を深く沈めるようにして長柄の向むこう鎚づちを振り落とした。

　鉄塊は鎚つちの打撃を受けて赤く明滅――火花を迸ほとばしらせる。リサは小さな身体を果敢に動かす。なおも向鎚を頭上高く振り被かぶり、打撃を繰り返した。加熱のためやわらかくなっていた鉄塊は徐々に叩たたき延ばされていき、元の形の倍程度の長さになったところで再び炉の中に戻された。

　熱し直した鉄塊をまた台に横たえ、ルークは右手の火掻かき棒をタガネ――柄のついた鉄の刃やいば――に持ち替える。タガネの刃を鉄塊の上に交差させた。そこへリサによる向鎚の打撃が落下する。

　真上から叩かれたタガネは鉄塊の腹に沈み、横筋の切り込みを刻む。リサは手を止めず打撃、打撃、打撃する。数度繰り返され、真っ二つになる寸前まで切り込みの入れられた鉄塊は重力に従いＬ字型に折れ始めた。

　ルークはテコ棒を手の内で回し、Ｌ字型になった鉄塊をひっくり返した。右の得物を今度はタガネから手て鎚づちに替え、滅多打ちにして鉄塊を折り返し、ついには完全に畳み込んでしまう。

「折り返し鍛練……」

　戸口に突っ立っていたセシリーは、ぼうっと呟つぶやいた。

　折り返し鍛練。玉たま鋼はがねを叩き延ばし、切り込みを入れ、折り返して畳んでいく作業のことだ。これを何度も繰り返すことで玉鋼の層を幾重にも厚くしていく。

　言葉を要せず、ルークたちは黙々と作業を続けている。盛大に飛び散る火花は頬ほおや額を何度も打つが、彼らは眉まゆひとつ動かさなかった。

「何かヒント掴つかんだらしいよ、あのふたり。まだ確実なものじゃないからウチの聖剣師たちは今まで通りのやり方で造ってるけど、とりあえずはあいつらだけで新しい鍛練法を試しているんだとさ。……セシリー？」

　隣のドリスが首を傾かしげた。

「どうしたんだよ。声をかけないのか？」

　とても声なんてかけられない。彼らの姿を見た直後に、セシリーはそう覚さとっていた。

　ルークとリサの鍛練。見慣れた光景のはずだった。折り返し鍛練だって見学したことがあるし、その工程の意味も説明されたから知っている。

　なのに今の彼らは、セシリーの目に異質に映った。

　――別の世界にいるみたい。

　周囲は突然の要請に蜂はちの巣をつついたような騒ぎで鍛練に忙殺されているのだが、職人たちのそんな様子とは一線を画し、ふたりはただ目の前の刀を打ち上げることに没頭していた。急ぐでなく逸はやるでなく、しかし一打一打に魂を込めて。

　かつてないほどに鬼気迫る姿だった。

「声なんてかけられるわけが無いじゃないか……」

　セシリーは固く拳こぶしを握った。加減を知らず、掌てのひらに爪つめが食い込む。

　ルークとリサは単純に彼らにできることをやっているだけなのだ。

　中立的立場だとか部外者だとかそんな言こと葉ば尻じりに惑わされる自分とは違い、最善を尽くしている。本当にただそれだけなのだ。

　私はどうしたらいい？　なんて腑ふ抜ぬけなことを訊きけるわけが無い。

　もしも訊いてしまったなら、私は私を許せなくなる――。セシリーは踵きびすを返した。

　工房に背を向けた。

「え――い、いいのかよ？」

「いいんだ。私は私のできることをやる、悩む必要など無かった」

　ルークは軍国を訪れてからこの工房に通い詰めていた。

　だから久しぶりに見た横顔はほんの少し名な残ごり惜おしかったけれど。

「ドリス、申し訳無いが城に戻りたい。案内してくれ」





「アリア。腹を決めたよ」

　城に戻ったセシリーは真っ先に自分たちに宛あてがわれた寝室に赴おもむいた。

　そこで待っていたアリアに、言った。

「このまま蚊か帳やの外にいるつもりは無い。剣の修練に付き合ってもらえるか」

　軍国に滞在するようになってからの彼女は妙だった。ぼんやりと虚空を見つめることが多く、声をかけても何ど処こか上の空。総じて元気が無いように見え、何かあったのかと訊たずねても引きつった笑みではぐらかすばかりだった――が。

　そのときのアリアはこちらの申し出に口くち許もとを歪ゆがめた。

　何かのしがらみを振り解ほどくように、くっきりと挑戦的な笑みを浮かべたのだ。

「ちょうどいいね、あたしも言おうと思ってたところ。前々から試してみたかったことがあるの。……強くなるために」

　頼もしい限り。

「望むところだ」

　自分たちは強くなる。どんな悪も貫けるように。

　このドレスを脱ぐときが来た。



　　　５



　それがどんな日であろうともユーイン・ベンジャミンの朝は早い。

　話題に取り上げるほど特別なことはしない。空が白み始めたばかりの早朝に、ただ城の庭を散策するだけだ。亡き父が生前に習慣にしていたことで、死後、少しでも父の痕跡をなぞりたくて始めたことだった。それをなんとなく今も続けている。

　父は偉大な学者だった。大陸史研究の先駆者である初代ハウスマンにも引けを取らない、深い慧けい眼がんを持った誇るべき人物だった。だからこそそれに追いつきたくて息子の自分はこんな不毛なことを続けて――同じところを毎日ぐるぐると回っている。

　今の季節はあまり散策を楽しめない。暖かい時期なら庭園の花壇を愛めでることができるのだけど、現在は中秋――花は笑わず、枯れ木に情緒を見み出いだすような心の機微も残念ながら持ち合わせていない。それでも習慣は中毒のようにやめられない。

　自ら吹聴することは無かったが、知り合いなら誰だれでもこの散策のことは知っていた。

「……マーゴットから聞いたんだ」

　だから中庭で待ち伏せていたアリアがそう種明かしをしても、ユーインはさして驚かなかった。しかしばつが悪いことには変わりなくて、目を逸そらしてしまう。

　冷たい空気。白い息がとぐろを巻く。互いに向き合ったまま立ちすくんだ。

　あの日逃げ出して以来、アリアとは一度も顔を合わせていない。

『汚けがらわしい』

　恥じるべき言動だ。確かに自分は魔剣によって父を殺されたが、だからといってアリア個人を責められようはずも無い。

　でも理屈ではないのだ。

　相手が魔剣であるということ。たったそれだけのことで心はざわついてしまう。

　あの日、目の前に現れた魔剣アリアを衝動のまま傷つけてしまわぬよう、仕方無く逃げ出してしまうくらいに。

「……用件は」

　思いの外、乾いた声が出た。謝罪するべきだ、と自分の良心は告げていたが、今の自分がそれをするのは偽善に思われた。

　アリアはゆっくりと口を開く。か細く、頼り無い声。

「伝えたいことが、あって」

「何でしょうか」

「――――その垂れ目を見開いてよぉく見てなさい！」

　いきなりの罵ば声せいに、ユーインはぎょっとして顔を上げた。

　顔面を紅潮させたアリアがこちらを睨にらみつけていた。

「あなたはあたしに言ったわね。『汚らわしい』って。その通りよ。あたしはそれはそれは汚らわしい魔剣――呪のろわれた刃やいばだよ。その運命からは絶対に逃れられない。どうしたって一生あたしにつきまとう。……だからこそ言うよ。あたしはそんな運命と戦うって。受け入れて、ぶち壊すって！」

　びしっ！　と人差し指を突きつけ、

「あなたがヘタレたまま、魔剣を憎んだまま過ごすなんて許さない。あたしにだってプライドはある。だから見てなさいよ優男――根性無し！　今日のあたしの戦いぶりをとくとね！」

　好き放題に言ってアリアは颯さつ爽そうと去っていった。

　空風が、取り残された優男の足あし許もとを吹き抜ける。

「……………………はは」

　ユーインは肩を震ふるわせた。身体からだを折り、何かを抑えるように胸の上に拳こぶしを当てた。

　――僕にできるだろうか？

　あれほど口汚く罵倒され、自分の本当の姿を見て逃げ出した男に――もしも自分だったら、あんなことが言えるだろうか？　果たして彼女のように強したたかに振る舞えるだろうか？

　彼女を憎むに足る理由がこの世に存在するのだろうか？

　ユーインは顔を上げ、まだ白く寒々とした空を見上げた。

「……そうか。そういえば今日でしたね」

　それがどんな日であろうともユーイン・ベンジャミンの朝は早い。

　軍国の命運を決める日であろうとも。





　四時間後――

　首都郊外の平野。その戦場に集結した軍国兵はきっちり三百を数えた。

「とうとう、ですね」

「とうとうだ」ゼノビアは白い息を吐きながらセシリーに頷うなずき返した。「奴やつらに目にもの見せてやろうぞ」

　白兵戦の日を迎えていた。

　戦闘に参加しないゼノビアたちは平野を一望できる小高い丘に野営していた。簡易椅い子すに腰かけたゼノビア、その隣の定位置に直立するアーヴィー、ゼノビアの護衛としてドリス、傍観者然としたハーヴェイ、見届け人として大陸法委員会のジャスティーナ、セシリーとアリア、そして他にも少女王の世話役であるシャーロットや軍国の幹部連中などが揃そろっている。

　頭上を曇どん天てんが覆い、丘の麓の平野には濃い霧の幕が垂れ込めていた。世界が白く染められたような視界。そのため遠目だと平野に集結した軍国兵の様子がわかりにくい。ただ、冷たい空気は音を良く運ぶ。近くに民家らしいものも無かったから一帯はひどく静かで、だから軍国兵たちの甲かつ冑ちゆうの擦こすれる音がここまで反響してくる。彼らの掲げる、四本足の鷲わしを模した国旗も霧を振り払うように風にはためいていた。いずれも選び抜かれた顔ぶれだとセシリーは聞いている。

「しかしセシリー。そなたはどうして――ぼろぼろなのだ？」

　ゼノビアが訊たずねたのも無理は無かった。

　セシリーは今日ばかりは元の自衛騎士団の制服に着替えていた。腰にはアリアの鞘さや。これがセシリー・キャンベルの勝負服。そしてその顔や腕には生傷が絶えなかった。まるで今さっきまで何かと取っ組み合ってきたかのような有り様である。

　アリアがセシリーの代わりに答えた。

「ちょっと荒っぽい特訓をしてたの」

　特訓？　ゼノビアは首を捻ひねった。どうしてセシリーたちが特訓をしなければならないのかわからなかったのだろう。

「それにしても相手……帝政列集国の者は？」

「そろそろ来るはずですが」

　ジャスティーナが掌てのひら大の懐中時計を取り出し、現在時刻を確認して言った。都市には時針を用いた時計は流通していないのでセシリーには物珍しい。

　ざっ、ざっ、と土を穿うがつような音が木こ霊だましてきていることに気付いた。

　徐々に近付いてくるのは蹄ひづめの音。一同が顧かえりみた先、うつろう霧に黒点がにじみ、やがて白い幕の中からぬうっと馬面が飛び出してきた。現れたのは毛並みの整った立派な馬。

　それにまたがっていた人物に、セシリーは総毛立つのを禁じ得なかった。

　脳裏を駆け巡ったのは、納屋での一件。手た綱づなを握る五指、馬の腹を踵かかとで蹴ける動作、視線の鋭利さ――何もかもがこちらの感情を逆さか撫なでする。早鐘を打つ心臓。どす黒い憎悪が噴出して気が変になりそうだ。自然にまなじりが険けわしくなるのを抑えられなかった。

　――予感はしていた。

　このような茶番を思いつく卑劣漢など、セシリーの知る限りひとりしかいない。

「少々遅れたか」

　黒衣の男――シーグフリード。

　彼は馬上から無遠慮にこちらを睥へい睨げいし、目を細めた。

「――――」

　セシリーは浅く呼吸を落ち着け、平静に徹した。今日の主役は自分ではない。視線こそ逸そらさないものの噛かみつくことも無い。

　――待てよ。

　そこではっとして思い当たり、シャーロットを振り返った。シーグフリードに因縁があるのは自分だけではない。シャーロットがドリスたちを率いてセシリーと衝突した、そもそもの発端を作ったのはこの男なのだ。彼女は大丈夫なのか――気にかけてシャーロットのほうを窺うかがい、けれどセシリーは胸を打たれた。

　彼女は堂々とシーグフリードを見上げていたのだ。

　それも決して怒りや憎しみで瞳ひとみを濁らせたりはせず、気高く胸を張ってだ。

『陥れられたのは私の弱さのせいにある』

　もちろん彼の図った姦計それそのものを許すことは無い。だが一方でやはり憎むべきは己の弱さ。甘言に唆された責任を他者に求めることは堕落――シャーロット・フィーロビッシャーはそう結論を下したのだ。

『ただし私の主あるじにだけは手出しさせない』

　彼女の意志が、わずかながらセシリーに冷静さを取り戻させた。

　シーグフリードは馬から降り、その後ろに乗せていた黒い貴婦人の手を取って彼女が下馬するのを手伝ってやった。魔剣エヴァドニ。彼女は馬の手た綱づなを受け取り、楚そ々そと主あるじの背後に寄り添う。

「帝国並びに帝政列集国戦士団団長、シーグフリードだ。以後見知りおきを」

「……久しぶりですね、シーグフリード殿。紹介いたします、こちらが軍国『総席』ゼノビア・Ｑ・ランチェスター様でございます」前に出たアーヴィーが少女王を紹介し、続いて幹部陣を指し示す。「あちらが――」

「小物はいい。時間の無駄だ」

　言葉を失う軍国軍師を、シーグフリードは嘲あざ笑わらった。

「しち面倒くさいのは苦手でね。とっとと始めたい」

「……交渉にやってきた女戦士といい、貴国には不ふ遜そんな人間しかいないようだな。このような大事な場に、いち戦士団の長とその付き人しか顔を見せないらしい」

　短い会話で彼の本質を察したらしく、ゼノビアの瞳ひとみが凍える。

「よろしい。早々に開戦といたそうか。確認しよう。勝ったほうがヴァルバニル戦における戦役権を敗国より頂ちよう戴だいする」

「問題無い」

「こちらの準備はとうの昔にできている。貴国の兵は何ど処こだ？」

　すっ、とシーグフリードは虚空に人差し指を突き出した。その先端が指し示したのは軍国の兵の群れ、よりももっと向こう側の空間。そこでかすかに陰影が揺れていた。何かの行軍だ。三百の軍国兵に比べればいささか見劣りする小さな群れ――

「こちらが用意したヴァルバニル戦の布陣は十七体。指揮はフランシスカが取る」

　――体、だと？

　妙な単位にセシリーが眉まゆをひそめたのも束つかの間ま、瞬間的に脳裏を過よぎったのは最低最悪の予想だった。反射的に蒼そう白はくになる。

「本当はもっと数がほしかったんだが、統率の取れるレベルまで教育できたのがこれだけだった。まあ人間どもにはこれで十分だろう」

「シーグフリード！　まさか貴様――」

　シーグフリードはこちらを見やり、ニヤリと笑う。

　セシリーは自分の予想が的中していることを知った。

「ゼノビア様、兵を退ひいてください！　アレはあなたたちの手に負える相手ではない！」

　こちらの剣幕にゼノビアたちが困惑するも――

「もう遅い」

　霧の中から出現したのは、いつか見た四足獣の人外どもだった。





「そろそろ始まる頃ころ合あいか」

「……なあ、もしも負けるようなことがあったら俺おれたちはどうなるんだ」

「よせ。俺たちの仕事は終わったんだ。後はゼノビア様がなんとかしてくれるはずだ」

　聖剣師たちがぐったりと地べたに腰かけ、脂あぶら汗あせにまみれた顔でそんな会話をしている。彼らは朝方ぎりぎりまで『聖剣』のレプリカを鍛錬し、軍国兵たちにそれを届けたばかりだ。倦けん怠たいな空気が工房に満ちている。

　そのような工房の一画で、ルークはひとり最後の作業を続けていた。

　つい数時間前に焼き入れを終え、茎なかごに目め釘くぎ穴を打ち、手て鎚づちで反りや曲がりを修正した刀身を今は研磨している。長方形の研ぎ石に擦こすりつけて刃を研みがくという荒研ぎ――『鍛か冶じ押し』である。時に水をかけて表面の屑くずを洗い流す。

　刀の刃を作っているのだ。刀鍛冶ブラツクスミスが鍛錬の最後に行う作業。本来であれば刀身はこの後専門の研ぎ師や鞘さや師しの手に委ゆだねられる。

　リサは傍らに座し、彼を見守っている。彼女の視線はルークの研く刀身に縫いつけられていた。

　――たぶん今のルークの最高傑作です。

　それは弟子なりの自負だった。本当によく斬きれる刀というものは真正面から覗のぞくと刃筋が見えない。見えないほど精せい緻ちに、丹念に、極薄に研磨され、故ゆえに光を反射する面を持たない。今ルークが手にしているのはそういう刀だった。

　新しい方法を取り入れたここ数日、自分たちはひたすらに鍛錬に打ち込んだ。もちろん白兵戦の話は耳にしていたしセシリーたちの様子も気にかけていたけれど、それでも目の前の玉たま鋼はがねを業わざ物ものの刀に仕上げることだけに集中した。

　――その甲か斐いあって間に合いました。

　すっくと立ち上がったルークは、近くでへたばっていた職人に言った。

「馬を用意してくれないか。できれば足の速い奴やつだ」

「……は？」

「頼むぞ。――リサ」今度はこちらを振り返り、「柄を作っている暇が無い。ちょうどいい布はあるか？　そいつを目釘穴に通して俺の右手と刀を結べ」

　ハイ、と頷うなずいたリサは背はい嚢のうから取り出した布を縦に千切り、言われた通りにルークの手と刀身の茎の部分を結び始めた。そんな自分たちを訝いぶかしげに職人たちが見ている。

「な、何をするつもりだ？」

「今ならまだ白兵戦に間に合う」

　職人たちは疲れも吹き飛んだように仰天した。

「まさか……お前は戦うつもりなのか!?」

「そうせざるを得ない」ルークはリサに結ばれる手をやれやれと眺めながら、「考えるまでも無いんだよ。あの女ならきっとそうするに違いない。個人的にヴァルバニルのための刃を白兵戦なんぞに使われること自体好かないんだが、放ほうっておくわけにはいかないだろう？　知らない仲じゃないしな」

　リサは苦笑した。刀が完成次第、即戦地に赴おもむく――事前にそう言われていたわけではないけれど、彼ならばそうするだろうなという確信があった。変に素直でないところは相変わらずだが、自分の主人はそういう男だ。

「しかし――その剣でっ？　柄も無いし、仕上研ぎだってしてないんだぞ!?」

「仕上研ぎは刀の容姿をきれいに整えるものだ。やらなくても刀は斬きれる。むしろ傷ついたり錆さびやすくなったりするから不要だ」

　終わりました、とリサは手を離した。ルークは自身の右手に括くくりつけられた刀を素振りし、具合を確かめて頷うなずいた。とりあえずは問題無いようだ。

　ルークがこちらを見下ろし、何かを言いかけた。

　が、先んじてリサはにっこり笑った。

「言っても無駄ですよ。何ど処こまでもついていきます。問答無用であなたと共に失います」

　それ以上のやり取りは必要無かった。踵きびすを返すルークの後を、リサはとてとてと追う。

「銘めいは切らないのか」

　呼び止めたのは聖剣師たちの親方だった。

　刀鍛冶ブラツクスミスは自身の作品に名前を入れる。茎なかごに刀名と鍛か冶じ師しの名をそれぞれ刻むのだ。その手に矜きよう持じを持つ者ならば当然の行為だ。親方が問うたのはそれを何より大事に考えているため。

　しかしルークは基本的に銘切りをしない。納得のいく業わざ物ものができるまでそれをしない。だから本当の意味ではこの刀にも満足はしていない――リサはそのような答えを予想していたのだが。

「授けるに値する業物ができたときに、切るさ」

　驚いてルークを見上げたが、彼はこちらと視線を合わせなかった。

　授けるって、誰だれに？……なんて、訊きくまでも無くリサにはわかった。

　彼が――今の彼が『聖剣』を捧ささげたい相手なんてひとりしかいない。

　ちょっと妬やけます。

　もちろん態度には出さなかったけれど。
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　三百人の軍国兵。彼らは皆、刀を携えていた。

　職人たちが昼夜を賭として打ち上げた『聖剣』のレプリカだ。レプリカといえど対ヴァルバニルの武器、それが有する斬れ味は伊達ではない。得物に長さや反りの違いがあるのもヴァルバニル戦を想定してのことである。

　例えば子どもの身の丈を悠々と超す大おお太た刀ちがあるのは、ヴァルバニルの巨大な図ずう体たいを断ち斬るためである。初代ハウスマンの遺書や目撃者の証言により、かの獣の容姿はおおよそではあるが伝えられている。対人の、常識的な剣では制することはできない――そう判断されて造られた。他にも小振りな脇わき差ざしは大おお太た刀ちが折れたときの保険だったりと、とにかくどれもこれも対ヴァルバニルを主眼に置いている。

　そしてそれを手にする三百人の精鋭たち。彼らはいずれも選び抜かれた武芸者たちである。正規の軍人もいれば元傭よう兵へいもいる。彼らは昨年より対人格闘でも攻城戦闘でもない、こと“〝対ヴァルバニル”〟に対応した訓練を受けていた。

　だから――偶然にも帝国が用意した兵が人外であったことはその大太刀や脇差、精鋭たちの実力を試すという意味で都合が良かったかもしれない。同様にぶっつけ本番で事を為なさずに済んだ幸運に感謝しなければならないかもしれない。

　何な故ぜならまったく歯が立たなかったのだから。

　敵は計十七体の人外とそれを後方で指揮する女戦士がひとり。黒々とした全身甲かつ冑ちゆうをまとった戦士が戦斧ポール・アツクスを振りかざすと、四足獣の人外たちは大挙して軍国兵の部隊に押し寄せた。

　そして殺さつ戮りくした。

　人外の前進は実に特殊だった。彼らは四肢のうち前二脚が半ばから断ち切られ、代わりに重厚な槍やりをそれぞれ移植されている。故ゆえにその歩法は前二槍を地面に突き刺して固定し後二脚で体たい躯くを前方に押し出すというもの。後二脚は不自然なほど太い筋肉で塗り固められており、それが繰り出す跳躍は正に怒ど涛とうの肉迫だった。

　一体が馬二頭分にも相当する巨体である。猛烈な突進にまず前衛の兵士たちが薙なぎ倒され、転倒と同時に頭や脚を踏み砕かれた。開戦の合図である大砲は撃たれていたものの、霧の立ち込める視界である、まるで降って湧わいたように次々と出現する人外たちに出鼻を挫くじかれた。

　完全に予想外の敵。さざなみのように部隊に走った動揺を、しかし勇敢な彼らはすぐに振り切った。大太刀を手に人外たちを四方から取り囲み、一斉に斬きりかかり――そして串くし刺ざしあるいはナマス切りにされて片っ端から死んでいった。

　人外は一様に“〝剣山”〟を背負っていたのだ。背中から数十本もの大小様々な剣の刃が野放図に生え、種類も両刃から片刃、錐きり刃ばまで千差万別、切っ先はそれぞれ好き勝手な方角を突く。その異常な容姿を見誤った無謀な兵は不用意に剣山に飛び込み全身を貫かれて即死した。飛び込むとはいかないまでも大太刀を豪快に振り下ろした者は、剣山によって豪快に弾はじかれ体勢を崩し、人外が目の前を通り過ぎた後には身体からだを八つに分断されていた。

　ようやくある兵の大太刀が人外の肉に届いた――が、それは硬質な皮膚をわずかに傷つけるにとどまった。たった数度弾き返されただけで聖剣師自慢の太刀は刃こぼれてしまう。それだけならまだいい、ほとんどは折れ曲がったりへし折れたりして無用の長物と化した。

　軍国兵の前衛は一方的に駆逐されるのみ。後衛も霧のためその様子を把は握あくすることができない。剣けん戟げきの音と仲間の悲鳴、それすらも喰くい潰つぶすかのような人外の咆ほう哮こうが聞こえてくるばかりで、ただ本能的な恐怖を煽あおられ続ける。そしてやがて人間を斬り殺し突き殺し踏み殺してやって来た人外の姿を目にしてその正体を知るのだ――

　戦闘開始からわずか十数分。口内から大おお太た刀ちが突き刺さり脳を破壊された人外が一体だけいたが、一方その間に殺された軍国兵は半数以上に上った。

　奴やつらはついには、死体をついばみ始める。





　時間の経過からか霧は多少晴れた。

　なので血ち潮しお迸ほとばしり怒号飛び交う戦場の様子は丘の上の野営地からも見下ろすことができた。

「違う！　断じて違う！」ゼノビアが悲鳴じみた声をあげた。「吾われはこのような殺さつ戮りくのために――無駄死にさせるために彼らを束ねたわけではない！」

　セシリーは歯は噛がみした。自分はあの人外を知っている。先月、突如都市に紛まぎれ込んだのと同じ四足獣。魔剣を持ったセシリーですらたった一体を相手に死闘を繰り広げたのだ、それが群れを成せばどうなるか――ルークはひとつの都市を滅ぼすのも容易いと言っていた。

　野営地にいる軍国側の人間は一人残らず顔面を蒼そう白はくにしている。

「あれが“〝対ヴァルバニル”〟？　むしろヴァルバニルそのものではないですか」

　アーヴィーがシーグフリードに振った。この事態にはさしもの彼も語気を荒くしていた。

「あの人外が背負っている刃には霊体を相殺する効果がある」シーグフリードは飄々として答えた。「十分に“〝対ヴァルバニル”〟の理由として適っていると思うが？」



    

  
    
      



    

  
    
      「しかしこんなものは人間のする戦いではありません。それどころか……代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルの再現にも相当する」

「相手は大陸史上最悪のヴァルバニルだ。人間の枠に当てはめてどうにかできる獣じゃあない。だったらこちらも常識は取っ払うべきだろう？」

　それでもアーヴィーは食い下がったが、シーグフリードはのらりくらりとかわす。

　そのようなふたりのやり取りを聞きながら――

　セシリーはひっそりと覚悟した。

　――やはり、やるしかないんだな。

　一同を見回す。傍観者とは言え顔色を失っているハーヴェイ、震ふるえるゼノビアを左右から支えるシャーロットとドリス、茫ぼう然ぜんと立ちすくむばかりの軍国の幹部連中、無表情に腕を組むジャスティーナ、我関せずといったように馬をあやしているエヴァドニ……そうやって皆の顔を窺うかがってから、セシリーは最後に相棒を振り返った。

　アリアは心得ていたように頷うなずき、そして苦笑した。

「最近わかってきたよ。あたしたちってたぶん、楽には死ねない」

　まったくだ。

「それでも地獄の果てまでついてきてくれるか」

「あたしの答えは死んでも変わらないよ」

　眠りを解け。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ。

　軽やかに変化の呪じゆ文もんを唱えたアリアは、旋風とともに一振りのレイピアと化した。

　セシリーが魔剣を手にし、野営地を顧かえりみると全員が驚いたようにこちらを見ていた。

　一体何を仕出かすつもりだ、という視線。

「ゼノビア様、兵を退ひいてください。軍国は敗北を喫した」

　ゼノビアがはっと息を呑のんだ。

「セシリー殿……どういうつもりだ」

「わかっているはずです。ここからの逆転はあり得ません」

　圧倒的蹂じゆう躙りん。戦場を見れば未いまだ戦い続けている兵は百にも満たない。波は瀾らんは無い。反論の言葉を持たずゼノビアはうつむいた。

「これで軍国の持つ、ヴァルバニル戦の権利は帝政列集国に移譲される」セシリーは黒衣の男を見やる。「そうだな、シーグフリード？」

　意図を推おし量はかっていたのだろう、シーグフリードは目を細め、すぐには答えなかった。

　それでもやがては「ああ」と低い声で認める。

「では重ねて訊きく。軍国を打ち破った貴国の人外を、さらに別の勢力が下した場合、その権利はどうなる？」

「……何だと？」

「たとえばそう、中立たる独立交易都市の人間が下した場合は――どうなる？」

　一瞬の空白を経て、周囲はセシリーの言わんとすることを理解した。

　慌てたのは彼女の上司であるハーヴェイだ。

「セ、セシリーさん!?　いきなり何を言うのですか!?」

「ブレッシン団長は黙っててください」ぴしゃりと言い、「答えろシーグフリード。独立交易都市の者があの人外どもを蹴け散ちらしたなら、貴様らが軍国から勝ち取った権利は一いつ旦たんは都市預かりとして保留――そういうことにならないか？　何な故ぜなら軍国を下した人外を下した独立交易都市はこの場において最強を意味するはずだから」

　とんだ暴論だということは承知していた。単純な腕力の強さが必ずしもヴァルバニルに有効であるわけではない。だが通る。この暴論は通る。

　必ず通す。

「フランシスカはこの白兵戦を“〝力比べ”〟と称していた。ならば私が今言った理論も罷まかり通とおるはずだ」

　シーグフリードの頬ほおは引きつっていた。何かをこらえているように。

「お前と――そこの男の、たったふたりで戦うと？」

　指されたハーヴェイが「ひっ」と小さな悲鳴を上げたが、セシリーは否定した。これは自分が選んだ戦いだからハーヴェイを巻き込むつもりは毛頭無い。

「私とアリアのふたりで、だ」

　ああ、言ってしまった――。表情こそ毅き然ぜんとしていたが、内心のセシリーは涙目だ。

　この無茶苦茶な暴論を思いついたときは、それでも対人戦闘ならばなんとか乗り切れると甘い考えを抱いていた。自分にはアリアがついている。魔剣の力を上う手まく使えば百人が相手だって立ち合える、そのための修練も今日までに積んだ――そう自負さえしていた。

　しかし蓋ふたを開けてみれば敵は人外兵器。かつて一体を相手にあれほど苦戦したのに、それが十体以上も。どう戦う？　統率の取れているらしい布陣をいかに崩す？　魔剣の風はあの背中の“〝剣山”〟に相殺されるだろう。この生身の身体からだで対抗できるのか？　勝算はあるのか？　あるわけが無い。具体的な策など皆無に等しい。

「…………死にたいのか？」

　そう、自分はここで死ぬかもしれないのだ。

　泣きたくなるほど怖い。身体が震ふるえているのは寒さだけのせいではない。

　このときばかりは己の性根を恨んだ。

　――それでも私は覚悟してしまったから。

　我が身かわいさにこのまま戦わなかったなら、人外どもを野放しにしたならば、きっと今よりも良くないことになる。それは確信めいた直感だ。ただの利権関係では終わらない何かが、この白兵戦にはある。

　アーヴィーが言っていた通りなのだ。

　あの戦場はかつて有象無象の悪魔どもが徘はい徊かいしていた代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル、その地獄の大戦を端的に再現した光景――シーグフリードの描く未来図に他ならない！

　だったらセシリーは退さがるわけにはいかない。

　叶かなえるべき理想を持つ自分にとって“〝怖い”〟や“〝死ぬかもしれない”〟は尻尾しつぽを巻いて逃げていい理由にならない。だから。

「私は死なない。きっと勝利してみせる」

　あえて言い切った。震ふるえる肺に活を入れて、笑う太ふと股ももに拳こぶしを叩たたき込み、血の気の無い唇は歯で噛かみ切り、眼まなこを血走るほど見開いていつかのように宣言する。覚悟する。

「言ったはずだ――私は理想を何もかも実現させると」

　覚悟を現実のものにする。

「ふはっ、いいだろうッ」シーグフリードは声をあげて笑い出した。凄すさまじく興が乗ったらしく声高に約束する。「やってみせろ小娘。見事俺おれの人外をすべて葬ほうむることができたならこの白兵戦は保留にしてやるよ。なんなら今ここで一緒に戦ってくれる奴やつを募ったっていい。ひとりふたり増えたところで変わらない。お前が無駄死にすることはな」

「それは困ります！」ジャスティーナが慌てふためきながら、「今ここでキャンベル家の人間に死なれては困る！　双方とも今の発言を撤回してください！」

　しかしシーグフリードは取り合わず笑っている。

　セシリーも大陸法委員会の人間の言葉など聞く耳持たなかった。それよりも彼の哄こう笑しようがひどく神経を逆さか撫なでする。刷り込まれた最悪の記憶がこちらの覇気を削そごうとする。その悪寒を吹き飛ばすように叫さけんだ。

「言げん質ち、確かに取ったぞ！」

「勝手に決めないでください！」

　ここぞとハーヴェイが抗議してきて、セシリーは眉まゆをひそめた。性格上シーグフリードはこちらの申し出を受けるだろうと読んでいた。なのである意味最大の障壁は彼、独立交易都市公務員一番街自衛騎士団団長ハーヴェイ・ブレッシンだ。

　咄とつ嗟さに説得の言葉を考えたが、その間にもハーヴェイはずかずかと迫ってきて、

「独立交易都市の代表と嘯うそぶくなど越権行為もいいとこぐえぇっ」

　背後の霧の中から忽然と登場した馬に背中を蹴けり倒されて顔面から地に突っ伏した。

「あ、悪い」

　欠片かけらも悪いと思っていないだろう声で馬上の人が謝った。残念ながらハーヴェイは馬の蹄ひづめに踏んづけられたまま失神してしまったためその謝罪を聞くことができなかった。

　呆あつ気けに取られている一同をよそに、ルークは「よっ」と馬から飛び降りる。その腰にしがみついていたらしいリサは上う手まく着地できずに「ぐぎゃっ」と地面に転倒した。

　奇異なことにルークはその右手に刀を括くくりつけていた。彼は面めん子つを見回してセシリーの姿を見つけると歩み寄り、唐突に空いている左手でこちらの手を取ってきた。いきなり硬い掌てのひらに握られたからセシリーは仰天してしゃっくりのような声をあげてしまった。

「手が冷たい。これじゃあ剣の握りが甘くなるぞ。――リサ」

　ハイ！　リサが立ち上がった。

「セシリーの手を温めてやれ」

「了解しました！」

「え、あの、……ルーク？」

　手を離したルークはマイペースに遠くの戦場を見やり、恐らくはたったそれだけで大方の戦況を把は握あくした。こちらを振り返り訊たずねてくる。

「確認するぞセシリー・キャンベル」

　右手に括くくりつけた刀の切っ先で平野に群がる人外どもを指し示し、

「アレを一匹残らず叩たたき斬きればいいんだな？」



『では聞くが、そなたにとってあの男は何なのだ？』



　わかってしまったかもしれない。

　セシリーは場違いに合点した。ゼノビアの問いへの答え。さらに――ルークと手合わせをしたとき、どうして“〝ずれている”〟ような違和感を覚えたのか、その理由も。

　だって彼は自分の敵ではない。

　――私のヒーローなんだ。

　どうしようもないくらいに彼はセシリー・キャンベルにとって“〝男”〟ヒーローだから。

　悔しいほどに強く憧あこがれ、焦がれるほどに熱く想おもい慕うのをやめられない。

　頬ほおが勝手に火照る。

「俺おれが行って切り崩す。手が温まったらお前も来い」

　そしてルークはシーグフリードを一いち瞥べつし、ニヤリと笑う。

　黒衣の男が片かた眉まゆを上げた。その反応に満足したのかルークはあっさりと駆け出す。

　見る見るうちに遠ざかる背中は、戦場へ向かう。

「……っと、止めろ、刀鍛冶ブラツクスミス殿を止めろ！　死んでしまう！」真っ先に正気を取り戻したのはゼノビアだった。シャーロットたちが慌てて押さえるのも構わずもがき、彼女はルークの後を追おうとする。「犠牲はもうたくさんだ、誰だれか彼を止めろ!!」

　図らずもその声が、ぼんやりと見送っていたセシリーの目を覚ましてくれた。

「ゼノビア様、兵を退ひいてください。これ以上の被害が出る前に」

　少女王は血走った目をこちらに向けた。

「刀鍛冶殿にあの場を任せろと申すのか？　死ぬぞ。一国の主あるじとして言わせてもらう。吾われは大陸の財産的人物をみすみす見殺しにはさせぬ！」

「じきに私も行きます。彼は死にません」

　リサがセシリーの手に小さな玉たま鋼はがねを握らせてきた。玉鋼はじわじわと熱を発し、それは凍えた手には痛いほどの熱。それでもぎゅっと握り込む。心は今すぐにでも飛び出したい。

「そこまであの男を信頼しているというのか」ゼノビアの声は嗄れていた。「それは過信か、盲目か。まさか色いろ目めに狂った女の戯たわ言ごとではあるまいなっ？」

「かもしれません」

　ゼノビアが愕がく然ぜんとするのがわかった。

　でも仕方無い。

　セシリーの今の心境は、もはやそういった俗な言葉でしか説明できないのだ。



　　　７



　かつてないほどに心は昂たかぶっていた。

　丘を駆け下りる脚は重力の加護を受けながら際限無く加速し続ける。右脚を振り上げれば左腕を、左脚を振り上げれば右腕を、という脚と腕を左右交互に上げる歩法ではなく、右半身と左半身を交互に前方に入れ替えて滑るように走るナンバ歩きだったので、体重の載せられたブーツは地面に直線形の足跡を掘り穿うがつ。弾幕のように土つち埃ぼこりが霧を散らす。

　破竹の勢いで加速度的に疾走しつつ――ルーク・エインズワースは昂ぶっていた。胸の内には火種が宿り、それは骨身を伝って肉体を巡り、頭がおかしくなりそうなほどの微熱と眩め暈まいと吐き気を催してくれる。興奮のあまり昏こん倒とうしてしまうのではないかという猛たけり。ハッ、と笑い声が弾はじけた。

　その火種が体内に植えつけられたのは昨日今日の話ではない。もっと以前からこの身の内にあり、きっとずっと機会を窺うかがっていた。それが爆発する好機を。これは何だ？

　いつかこの右目が視力を失う――つまり鍛か冶じ師しとしての寿命が近いこと、そのことに焦り、気が逸はやっていたのは確かだ。だがそれも小さなきっかけに過ぎない。この火種の正体ではない。

　瞬間的に過去を振り返る。自分はどうしようもないことを幾つも積み重ねてきた。何もかもおざなりにしてきた。

　リサへの曖あい昧まいな態度。

　何ど処こか倦けん怠たいを抱えて本気でなかった鍛錬。

　過去の悔恨をヴァルバニルへの殺意で誤魔化す日々。

　目的を見失いそうになりながら孤独に続けてきた剣術の修練。

　そして女々しすぎるくらいの――リーザへの未練。

　ある日、それらと改めて向き合ったとき、きっと火種は生まれたのだろう。曖昧に、おざなりに、見過ごして置いてきたすべてを傲ごう慢まんにも取り戻そうとする熱が。そしてその熱源が解放される機会をひたすらに待ち続け――

　ああいや、回りくどい言い方はいい加減よそう。

「ハ――」

　つまりは、

「ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ!!」

“〝吹っ切れる”〟ときをずっとずっと待っていたということだ!!

　呵か々か大たい笑しよう。快感すら覚えて鳥肌が立つ。

　土煙伴うすり足でルークは戦場に飛び込んだ。

「――――!!」

　迎え撃ったのは人外どもの大音声。死体の肉をついばんでいた彼らは、爆笑しながら肉迫してくる人間に言い知れぬモノを感じたのか激しく気色ばんだ。地鳴りのように一斉に吼ほえ散らかし、遠く後衛にいた黒甲かつ冑ちゆう――フランシスカの戦斧の指示に応じて一斉に殺到する。

　そして最も先行していた人外が、突如どす黒い体液を噴いて即死した。

　脳天から顎あご下したにかけて顔面が縦に割れている。そこから間欠泉のように脳漿のうしようの混じった体液を噴出させ、そいつはその眼前で刀を振り下ろしていたルークの容姿を汚した。

　四肢が力を失い、一体目の人外が腹はら這ばいに沈む。ルークは事切れた体たい躯くの陰から飛び出し、その先で鉢合わせた二体目の人外に横薙なぎの斬ざん撃げきを叩たたき込んだ。そいつはそれを強きよう靭じんな歯し牙がで噛かみ受け止めようとしたが、ルークにしてみれば緩慢に過ぎる動作である――刀はとうに行き過ぎている。そいつは己の顎部が斬きり落とされたことを認識するどころか、続け様、体たいを捌さばいて真横に移動していたルークによって首を切断されたことにすら気付けず息絶えた。

　三体目は鼻面が地面を引ひっ掻かくほど頭こうべを深く垂れ、その背の剣山を突出させるようにして跳躍してきた。

　対するルークは刀の茎なかごに括くくられた右手に左手を添え、両脚を八の字に開き、左半身を突き出して半はん身みに、肘ひじを張って刀を上段に振り被かぶる――八相の構え。後方に引いた右足を半円を描くように前方に踏み込ませ、同時、袈け裟さ懸がけに刀を振り切った。

　大気を豪快に裂く袈裟斬り。跳躍していた三体目の巨きよ躯くは剣山ごと宙で斜めに割れ、きれいにふたつに分かれてルークの左右を通過した。

「フハッ」盛大に返り血を浴びるルークは、「ハハハハ――――ッ!!」

　こらえ切れずまた大笑した。活力は無限に漲みなぎる。そんな自分の上に落ちたのは四体目の影。そいつは後二脚で立ち上がり、前二脚の槍やりを突き出しながら上体を落下させてきた。

　ルークは振り返り様に軽く刀を払う。

　四体目の人外は瞳どう孔こうを収縮させた。がら空きだった喉のど許もとを斬り裂かれた――それも首皮一枚ようやく残る程度の斬ざん首しゆ。落下してくる巨躯の下を、ルークは身を沈めてかいくぐった。直後に地響きが辺り一帯を揺るがす。四体目が腹這いに突っ伏し、その衝撃で首の皮が千切れて頭が跳ね転がる様子を見届けもせず駆け出す。

　人外どもから逃げるように走りながら、手て許もとを確認――右手と茎を括る布が解ほどけかけていた。いい加減邪魔になってきたので引き千切って棄てる。手汗や血ち糊のりで滑ってすっぽ抜けてしまうかもしれないがそのときはそのときだ。

　四体目を屠ほふったときの手て応ごたえが気にかかり、刀身にも目をやった。人外の体液が泥のようにこびりついている。袖そでで拭ぬぐってみたが執しつ拗ように粘着して取れなかった。刃も若干こぼれていたから斬きれ味は格段に落ちてしまっているだろう。

「もうちょっともつかと思ったんだがな」

　それでも今までの刀だったらとうにへし折れていたに違いない。何せこの刀は人外の剣山をすら真っ二つにしていたのだから。恐らくはこの業わざ物もの、ルーク・エインズワースの最高傑作。――今のところの、だが。

　戦場にはまだ軍国兵の生存者たちがかなり残っていた。惨めに腰を抜かしているものもいれば、未いまだ果敢に戦おうとしている者もいる。彼らに逃げるように告げ、ルークは立ち止まって踵きびすを返した。

　振り返れば地鳴りをあげながら人外どもが猛追してきている。それを睥へい睨げいしながら、足許に落ちていた大太刀を蹴けり上げた。目の前に跳ね上がったそれを左手でかすめ取り、間髪を容いれず、一、二歩助走をつけながら大きく振り被かぶり投とう擲てきした。大おお太た刀ちは風車同然に旋回しながらやがて一体の人外の眼球に突き立った。かわすことすらできずそいつは仰のけ反ぞって卒倒。五体目。

　残り十――いや十一体か。目視で数え、ルークは脂あぶら汗あせと返り血に汚れた顔を笑みの形に歪ゆがめた。相次ぐ立ち回りに、ゆっくりと疲労が五体に染み込み出しているのを感じる。最後まで戦い切ることはできるだろうか。

「……愚問か？」

　こんなときにこそヴァルバニルに立ち向かっていった幼なじみを、自分は知っている。

　こんなときにこそ「ルークは天才です！」と妄信する弟子を、自分は知っている。

　こんなときにこそ「あなたならできる！」と断言する女騎士を、自分は知っている。

　だから――きっとできるんだろう、俺おれは。

　信じろ。

　地を蹴った。六体目との出会い頭にその鼻面を一、二回斬り返しを混ぜて刻んでやる。しかし仕留め損ねた。そいつの頭突きをまともに受けてルークは跳ね飛ばされた。視界の反転――受け身も取れず肩を強打。なおも勢いは殺せず彼の身体からだは地面を跳ね滑る。摩擦する肌の皮膚が裂けて焦げた。

　激痛と衝撃が冷静な思考を平らげる。土まみれになりながら跳ね起きたルークは、

「――――おおおおおおおおおッ」

　狂おしく吼ほえ、眼前まで迫っていた人外の鼻面に刀を突き刺した。口こう蓋がいから進入した刀身は肉を貫き、ついには首の後ろまで抜ける。六体目の人外は白目を剥むいて絶命した。

　通常、刀は刺突に向かない。何な故ぜなら刀身が反り返っているため引き抜くのが困難だからだ。加えて、人外の肉は驚くべき速度で死後硬直を始めて引き締まり、無造作に埋め込まれた刀身を抜き出そうとしても掴つかんで離さない。六体目の死体はルークの刀をくわえ込み、その間に七体目、八体目がルークに迫る――

　ルークは二度目の咆ほう哮こうをあげ、刀を握ったまま軽く跳躍。そして全体重と膂りよ力りよくを載せて刀を下方に押した。ぶちぶちと肉と筋を断つ音。ばきばきと骨を割る音。二度三度それを繰り返した末、死し骸がいの腹を裂きながらとうとう刀は体外へと振り切られた。直後にルークは身を翻ひるがえし、横薙なぎの斬ざん撃げきを放つ。

　凶刃はすぐ脇わきまで接近していた七体目の頭部に喰くい込んだ。切っ先は人外のこめかみの肉を裂いたが、しかし頭ず蓋がい骨こつに衝突して弾はじき返された。ルークの刀は六体目を屠ほふった時点でほぼ限界を迎えていたらしい。

　血ち潮しおに交じり、衝突の火花が宙に散る瞬間。ルークは歯は噛がみして決めた。

　――なら、仕方あるまい。

　もうこの刀で斬きることができないなら。

「叩たたっ殺せばいいんだろうがッ!!」

　弾き返された反動で肩の外側に振り被かぶった刀を、空中で峰に返し、渾こん身しんの力で人外の脳天に叩き落とす。豪快な巻き太刀が人外の頭蓋を粉砕し、その七体目を即死に至らしめた。

　強烈な打撃に刀が軋きしむ。

　――残り九体。

　が、そこで疲労が全身に重く圧のしかかった。腕が上がらない。鎖につながれたように足が地に縛られる。急激な運動の連続に得物とともにルークの体力も限界を迎えていた。最悪なことにその消耗は唯一の裸眼である右目の視力にすら影響した。

　疲れが視力を奪う。視界が霞かすむ。

　少し張り切りすぎたか――八体目の鼻面が肉迫してくるのを、舌打ちしたい心地でルークは見つめる。

　為なす術すべも無いまま――

　視界の目の前を横切った刃が人外の頭の左から右へ貫くのを目撃した。

「どうした？　手こずっているみたいじゃないか」

　燃えるような赤目をすがめてこちらを振り返ったのは女騎士。颯さつ爽そうとして現れた彼女は人外からレイピアを抜き去り、軽く縦に振るって血を払った。その背後で八体目の死骸がどうと地に伏す。

「しかし健闘してくれたな。これで半分。上出来だ、ルーク」

　――偉そうに言いやがって。

　自分が来るまではあんなにビビッていたくせに。

「……ちょっと休んでいただけだ。もっとやれる」

「そうか。だがしばらくはそうしていろ」

　彼女――セシリー・キャンベルは背中を向ける。

「今度は私の番だ」

　敢然と言い放ち、そして飛び出していった。





　魔剣アリアを携えたセシリーは快走する。

　魔剣の風が背中を押し、周囲の霧が彼女を回避するように切り開かれていく。人外や人間の亡なき骸がらを飛び越え、勇敢にも未いまだ戦意を失わず大おお太た刀ちを構えていた軍国兵も、そうでなく負傷したまま動けずにいた者も頭を抱えて震ふるえているばかりだった者も何もかもを見る見るうちに追い抜き、死し屍し累るい々るいとした平野を疾駆する。

　元々ルークの鬼神の如ごとき奮戦に本能的な恐怖を抱いていた人外どもは、彼女の登場にこれ幸いと殺到した。この人間なら喰くえる――短絡にもそのように打算したのかもしれない。

　無論それは裏切られる。

　その歯し牙がによって人間の女を噛かみ砕くだこうとした九体目の人外は、出し抜けに右眼球を貫かれて思考の錯乱に陥った。何が起こったのかわからない。しかし眼がん窩かから頭蓋を貫通して抉えぐり込んだ凶刃は、さらには内側から風の刃やいばを発して脳を粉みじんに破壊した。それでそいつは終わる。

　九体目の人外を仕留めたセシリーは、あっさりとレイピアを引き抜いて可及的速やかに移動を開始する。輝く風の加護を受けた彼女の身のこなしはかつてないほどに速い。取り巻いていた人外どもは縦横無尽に駆け巡る銀光を追い切れない。

「ぐ、うぅ……っ！」

　俊足で四足獣たちを攪かく乱らんしながらも、しかしセシリーは見た目ほど余裕は無かった。

　白兵戦に飛び入りで戦うことを決意した、あの日――

　試したいことがある、と前置きしてアリアが打ち明けたのは、自分たちの連携についてだった。今までもアリアの風を最大限に活いかすよう戦ってきたつもりだが、もっと上の段階に行きたいと彼女は言ったのだ。

『セシリーが望むのと同じくらい、あたしももっと強くなりたい。心も刃も』

　ここ数日、アリアは思いつめたような顔をしていた。たぶん、自分の鞘さやがほしいとせがんだ、あのいつかの日以上に何かに悩んでいて、苦しそうな顔をしていて、でもそれを自ら吹っ切って揺るがない眼まな差ざしをしてそう言ってみせた。

　これに応こたえずして自分はアリアの戦友を名乗れない。

　味方であるはずの風は暴力的なまでにセシリーを引きずり回す。アリアの風によって尋常でない急静動を繰り返し、通常の人体では不可能である移動を可能にする――想像以上に負荷のかかることだった。足あし許もとの動きはルークのすり足を倣ならっていたが、彼ほど華麗には捌さばけない。足首がへし折れるのではないかという圧力のかかった踏み込み。上半身と下半身の動きが噛み合わず腹筋がねじ切れそうになる。次から次へと巡り変動する視界。脳が揺れる。

　でも数日前に比べればマシなほうだ。試し始めの頃ころは完全に翻ほん弄ろうされて苗床に頭から突っ込んだりしていた。今もまだ不完全ではあるけれど。

　――必ずモノにする。

　加速するセシリーは人外どもの包囲をかいくぐる。突進を回避し、剣山の刃をレイピアでいなして間合いを切り、怒ど涛とうのように押し寄せる猛追を容易に振り切る。――彼らの動きが実によく見えた。いかにこちらを追いつめ、殺さつ戮りくしようとしているか、その意図の流れが読める。それはアリアの風によって人外どもの動きを凌りよう駕がしていたから、だけではない。

“〝全体を見る”〟

　ルークの教えは確実にセシリーの中に根付いていた。個々を見るのでなく全体の動きを俯ふ瞰かんする――すると今までわからなかったことがわかるようになった。どの方向から攻撃が来るのか。相手が無意識にする動き。敵の不意打ちが不意打ちでなくなる。二手三手を読んで先を打つことができる。

　十体目の人外が奔はしるセシリーを見失い、その視界の外から首くび許もとを射抜かれ苦く悶もんの獣声をあげた。頭こうべをそちらに巡らせたところに眉み間けんを貫かれて刺殺された。

　再び間合いを切るセシリーは、激しく高揚する。

　気力が無尽蔵に漲みなぎる。戦う前はあれほどに気を呑のまれていたのに――何な故ぜだろう？

　恐れず立ち向かっていったルークの背中を見ていたら、そんなものは吹き飛んだ！

　フランシスカの命令だろうか、散開していた人外が一個に固まり横並びに整列し、ひとつの壁になって突進してきた。六体分の剣山の壁。これを避よけるとなると大きく迂う回かいしなければいけないが。

「いいさ。かかって来い」セシリーはそれを一いち瞥べつし、会心の笑みを浮かべた。「ただし一筋縄ではいかないぞ」

　足あし許もとから吹き迸ほとばしる風の束。全力全開の解放。刺突の体勢に構えられたレイピアに、炎が延焼するように銀色の風が走り伝わり、収しゆう斂れんした。

　いつものようにこいつを人外どもにぶっ放しても、相そう殺さいされるのが落ちだろう。

「肝に銘めいじろ――」

　だったらその相殺を凌駕する力で圧倒すればいい！

「弱いなりに私たちは無謀だッ!!」

　銀の奔流が人外どもを呑み込む。





　爆音と爆風と土煙に全身を煽あおられ、ルークは右目を細めた。

　苦笑気味に呟つぶやいてやる。

「…………お前は強くなったよ」

　ヒルダ・キャヴェンディッシュに負かされ一時期は気落ちしていたようだが、それでもセシリー・キャンベルは確かに強くなったとルークは断言できる。

　誰だれに想像できるだろうか？

　今あそこで人外どもと渡り合う女が、半年前は浮浪者相手に及び腰になっていたなんて。

「大体、見ろって言われただけで見られるようにはならねえよ。普通」

　教えられたことを綿に水が染み込むように吸収する。彼女の素直さにはいよいよ感心してしまう。

　ルークは平野を見回した。セシリーと人外の戦闘は激化し、軍国兵たちは退避を始めていた。これで戦場の構図は非常にわかりやすくなった。

　フランシスカ率いる人外兵器、対、刀鍛冶ブラツクスミスと女騎士。

　否いな。

　後者にはもう一名、加えられる。

「ルーク。お待たせしました」

　振り返ったルークは、そこに小さな少女を見つける。

　彼女はリーザ・オークウッドの遺のこした悪魔――ではない。

　刀鍛冶ルーク・エインズワースが誇るべき唯一の助手、リサだ。彼女はひとつの玉たま鋼はがねをこちらに手渡してきた。

　ルークはそれを受け取り、

「俺おれの目になってくれるんだな？　俺が右目を失うときがきたら」

「ルークがそれを望むのなら」助手は頷うなずき、「あなたが失った左目を、そうやってお返ししていきます」

　力強く、迷い無く言ってくれた。

「でも時々は私にも失わせてくださいね」

「気が向いたらな」

　ルークは刀を地に突き刺し、茎なかごから手を離した。茎を直じかに握り続けていたため右手はめくれ上がるように皮が擦すり剥むけていた。

　言葉はもう要いらない。リサは瞼まぶたを閉じた。

　ルークは宣言する。

「鍛錬を開始する」

　少女の左瞼が見開かれ、不気味に蠢うごめく眼球が露出した。眼球は一個の別生命のように忙せわしなく視線を彷徨さまよわせた後、ある一点を見つめて静止した。

　その凝視を受けた虚空に――黒い炎球が発生する。

　炎球は熱を持たない。炎のように揺らめき、粉を飛ばすが、それ自体は無温。

　ルークはそれに玉鋼を放ほうり込み、次いで生身の右腕を挿入させた。

　そして――

　唱える！

「水ミズ減ベし。小コ割ワリ。選セン別ベツ。積ツみミ重カサねネ。鍛タン錬レン。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。――心シン鉄カネ成セイ形ケイ。棟ムネ鉄カネ成セイ形ケイ。皮カワ鉄カネ成セイ形ケイ。刃ハ鉄カネ成セイ形ケイ。造ツクりリ込コみミ。素ス延ノべベ。鋒キツサキ造ヅクりリ。火ヒ造ヅクりリ。荒アラ仕シ上アげゲ。土ツチ置オきキ。赤アカめメ。焼ヤきキ入イれレ。鍛カ冶ジ押オしシ」

　目的の得物は下地研ぎ、仕上研ぎを行っていないため省略。

　リサの『魔剣精製』はルークの経験を再現し、瞬間的に一振りの刀を鍛練する。

　此こ度たび再現するは、最新の業わざ物もの。

「――――柄ツカ収オサめメ無し!!」

　ルークが右腕を引き出した瞬間、黒の円球は爆はぜる。破裂の余波がルークとリサの身体からだを叩たたいて過ぎた。小さな爆発に霧はその一帯のみ一掃され晴れ渡る。

　そうして舞い上がる土煙を切り裂いて現れたのは――裸の刀身。

　見事に反り、表面に美的刃文を描き、その輝きでもって存在を証明する業物。彼らの生み出した『魔ま刀がたな』は表面が薄く青く発光。柄を持たないため剥むき出しの茎なかご。

　その刀を手に、ルークは横薙なぎの構えを取った。

「セシリー――」

　構えた状態で、遠い向こう側で人外どもと立ち合っていた女騎士に警告する。

「伏せろ!!」

　彼女の行動は迅速だった。

　人外どもに包囲されていながら躊ちゆう躇ちよ無く地に伏せた。

　それを見届けた矢先、

「……ッ！」

　右目の視界が霞かすんだ。強烈な嘔おう吐と感。三半規管が狂い、平へい衡こう感覚を失い、その場で卒倒しそうになる。『魔剣精製』によって消耗した魂が肉体を蝕むしばむ。ルークは五体がバラバラになるような苦痛によろめいた――が。

「ルーク！」

　背中に触れた小さな手、その温ぬくもりに、失われようとしていた活力が蘇よみがえる。

　覚かく醒せいする。

　吼ほえた。崩れかけた体勢から、前方の地面に捻ねじ込むように強く大きく確かに踏み込み、そして引き絞る矢を解き放つかの如ごとく上半身を旋回発射。

　横一文字。

　刀から青い光が迸ほとばしる。

　人間の屍しかばねとうつ伏せになったセシリーの頭上を行き過ぎ、

　セシリーを包囲していた六体の人外兵器を上下に両断し、

　十一体の人外の死し骸がいすら残らず裁断し、

　閃光は平野一帯の真空を輪切りにした。

　それの行き過ぎた平野に、一斉に人外どもの血ち飛し沫ぶきが噴き上がる。
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　青い閃光によって平野に垂れ込んでいた霧も一掃されていた。

『魔刀』はその一太刀で崩壊を始め、瞬く間に粉と化す。

「ルーク！」

　地に膝ひざをついたルークに、リサが駆け寄った。

　ルークは脂あぶら汗あせに顔面を蒼そう白はくにしていたが、その右目を助手に向けて微笑ほほえんだ。

「大丈夫だ。まだ見える」

　リサの目め尻じりに涙が浮かんだ。感極まって抱きつこうとしたところを、

「ふぎゃ」顔面を掌てのひらで押さえられた。「ど、どーふて？」

「まだ終わっていない」

　言ってリサを突き飛ばす。傍らの地面に刺していた刀を引き抜き、それを背後へと振り返りながら薙なぎ払った。刀はこちらの後頭部に振り下ろされていた戦斧ポール・アツクスと衝突し、それを弾はじき返した。

　背後からの奇襲は、黒い全身甲かつ冑ちゆうのものだった。

「おのれ刀鍛冶ブラツクスミス―」フランシスカは呪じゆ詛そのようにそれを吐く。「シーグフリード様から賜たまわった兵をっ、よくもッ！」

　間合いを切り、再度彼女は猛然と斬きりかかろうとしたが。

　不意にその足を止めた。

「シーグフリード様!?」

　フランシスカの視線の先には、黒衣の男が立っていた。しかめ面で面白くも無さそうにこちらを睥へい睨げいしている。

　その視線に射すくめられ、フランシスカは膝をついた。

「お――お許しください、シーグフリード様！」普段の冷徹さが嘘うそのように懇願した。「私はあなたのためにこの身を地獄に落とします。あなたの絶望は私の絶望――そのことに価値を見み出いだしていただけるなら、どうか、どうか私を見棄てないでくださいっ……！」

　必死に許しを請う。主あるじの彼はそれを無表情に見ている。

　その一方。

「……シーグ、フリード」

　ルークは自然と自分の唇の端が吊つり上あがるのがわかった。

　途方も無い殺意が脳裏で弾け、匂い立つように殺気を発す。たった今まで肉体を蝕むしばんでいた消耗をすべて忘れて黒衣の男に肉迫した。

　ルークの繰り出した剣けん戟げきを手甲で受けていなし、シーグフリードは部下に命じた。

「来い、フランシスカ」

　応じた声は変化の呪じゆ文もん。歓喜を交えて唱えられた。

「眠りを解け。地を奔はしれ。冠をその頭こうべに。――――神を殺せ」

　地響きとともに大地が割れ、岩盤が次々と天に向けて衝つき上がり、そしてそのすぐ真上にいたフランシスカを甲冑ごと押し潰つぶした。鎧よろいは元より肉体を骨ごと粉砕圧縮し、衝き上がる岩盤は完全に彼女を覆い隠してしまう。

　ものの数秒で完成した岩盤の塔。それは内側から破裂し、中から一振りの長剣を吐き出した。

　長剣は宙へと投げ出される。弧を描き、シーグフリードの足あし許もとに突き刺さった。

　バスタード・ソードである。両刃の長剣。刃渡りは成人男性の身長にも達する。使途ハにン応じドて片手ア両ン手のドいずれアでも対ハ応ーできフる柄のソ長ーい剣ドだ。

　シーグフリードはその長剣――魔剣『フランシスカ』を片手で軽々と引き抜いた。

　長身の彼が長剣を構える様は、異様な迫力を醸していた。

「……それがお前の聖剣か？」

　シーグフリードがこちらの刀を指して言った。

　刀はもはや凡ナマ刀クラ同然となっていた。血ち糊のりに汚れ、物もの打うちから刃区はまちにかけてまで刃がこぼれ落ち、刀身自体も若干歪ゆがんでしまっている。

　それを下段に構え、ルークは片かた頬ほおを歪めた。

「試してみろよ」

　言うが早いか地を蹴けっていた。凶刃を閃ひらめかせ、斬きりかかる。

　シーグフリードはバスタード・ソードを両手に構え、真まっ直すぐ縦に振り下ろしてきた。

　悪寒。死線――。

　言い知れぬ直感に背筋を凍らせたルークは、刀を横に倒しつつ咄とつ嗟さに横に飛んだ。

　バスタード・ソードは重力に引かれるように縦の線を引き、ルークの刀を半ばから叩き斬った。振り切られた切っ先はそのまま地に衝突――大地は左右に分断され崩落した。紙一重で避よけていたルークもその衝撃波の余波を受け吹き飛ばされる。

　半分になった刀を取り落とし、ルークは地面を転がった。受け身を取り、顔を上げた。

　そのすぐ鼻先に、長剣の切っ先が突きつけられていた。

　得物を手に、シーグフリードが凍える眼まな差ざしでこちらを見下ろしている。

「とんでもねえ魔剣だな……」

　ルークは呆あきれたように呟つぶやいた。恐らくはドリスが扱っていたクレイモアの魔剣と同系列のものだろう。あれは全方位の大地を崩落させるというものだったが、魔剣『フランシスカ』は直線的に大地を断ち斬る。性質こそ似ているものの、その破壊力は桁けた外はずれだ。

「…………」

　黙し、シーグフリードはうつ伏せのこちらを見下ろす。その切っ先は微動だにしない。

　その心中は傍はた目めからは量れなかった。

　ルークは彼を見上げながら右目を細める。

　追い詰められているのは自分だ。

　しかし平静に告げてやった。

「シーグフリード。前にお前に言い忘れたことがある」

「……何だ」

「俺おれはお前を必ず殺す」

　黒衣の男は眉み間けんに皺しわを寄せる。

　ルークは冷たく嗤わらった。

「何せ――最も手を出しちゃいけない女に手を出したんだからな」

　火種の正体。

　これが自分を爆発させるきっかけになったのではないかと、今では思う。



『セシリーが、シーグフリードに――』



　いつかアリアが泣きじゃくりながらセシリーの惨状を知らせてきたとき。

　あのとき殺意を知り、そしてセシリーに対する別の感情も知った。

　だから自分は決めたのだろう。

「何度だってお前の前に立ち塞ふさがり、そしていつかはお前を殺す」

　守るべき人、叶かなえるべき願い、心の底から欲するもの。

　それらのために戦う――と。



『できないのか？　ルーク・エインズワース』

『できる』



「…………」

　相変わらず長剣の切っ先はこちらの鼻先から動かない。

　動かせないのだということを、ルークは知っていた。

　何な故ぜならその首筋に、背後からセシリー・キャンベルがレイピアを突きつけていたから。

「退け。シーグフリード」セシリーは低い声で告げる。「軍配は私たちにあがった。約束通り白兵戦はこれで手打ちだ」

　黒衣の男は剣を退ひいた。彼が距離を取るとルークにリサとセシリーが駆け寄ってくる。

　リサの手を借りてルークが立ち上がる横で、セシリーが去ろうとしていた背中に問うた。

「お前の目的は何だ。何のためにこのようなことをする？」

「この大陸を滅ぼすためだ。決まっている」

　淡々とそう言い残し、黒衣の男は戦場を後にした。





　霧が晴れ始め、温かな日差しが燦々と降ってきた。

「私たち……勝ったんですよね？」

「ああ」

「大勝だ」

　黒衣の背中をぼんやりと見送っていた三人。彼らは確かめるようにそう言葉を交わすと、一斉に息を吐いた。

「ああ、悪い」まず真っ先にルークが、「もう限界だ」

　ぶっ倒れた。

「ル、ルークっ？　大丈夫ですか!?」

「あ、私も限界らしい……すまんリサ」

「え、あのっ!?」

　ぶっ倒れたふたりを交互に見やり、リサは頭を抱えた。

　と、セシリーの手にあったレイピアが旋風に包まれ、そこから弾はじき出されるようにアリアが飛び出した。この戦闘で酷使された彼女もまた、フラフラだった。

「……あは」

　アリアは野営地のある丘を見上げ、何やら笑った。

　リサも見上げると、野営地から離れ、ひとりこちらを見下ろす青年の姿を見つけた。

「ぶい」

　その青年に向かってアリアはＶサインを送ると――やはり後頭部からぶっ倒れた。

「アアアアアアリアさん!?　あのっ、私どうしたらいいんですかー!?」
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　結局――

　白兵戦はセシリーたちの介入により有う耶や無む耶やのものとなり、数日後、帝政列集国は何事も無かったように自国の成立を大陸中に報しらせた。それに付随して後日、独立交易都市にて各国の代表者が集い、臨時の三国一都市会議改め二国一都市会議『ヴァルバニル会議』の開催が決定した。

　今回の軍国訪問による議論は一時中断の持ち越し。会議の開催に間に合うよう、怪け我がの治療もそこそこにセシリーたちは帰還することとなった。

　旅立ちの日は、暖かな快晴――





　軍国首都、第三城壁正門。

　夏に独立交易都市でセシリーたちがシャーロットたちを見送ったように、ゼノビアたちは早朝にもかかわらず見送りに出てくれた。

「名な残ごり惜おしいな」

　一国の主あるじが正門で田舎騎士たちを見送るなど前代未聞のことではあったが、シャーロットやドリスたちが何も言わないところを見ると軍国ではさほど珍しいことではないのかもしれない。何せ彼女は『少女王』なのだ。

「セシリー殿。吾われらは本当にそなたに感謝している。恩人だ。吾はここに誓おうぞ。軍国は独立交易都市に全面的に協力する。そなたの望む悪魔契約の放棄に関してもできるだけ善処する。だから――今後も吾と友人であってほしい」

　もちろんです、とセシリーはゼノビアと固い握手を交わした。

　次いでシャーロットやドリス、マーゴット、ペネロペらとも別れの挨あい拶さつを交わす。

「セシリーには二度も助けられた。この恩、一生かかっても返すぞ」

「腕を上げたなセシリー。俺おれも負けてられないぜ」

「ええ、私も負けてられないわ」

「わたしもです」

「だから私の胸を見ながら言わないでくれ！」

　隣でリサが「わ、私も……」と呟つぶやいているのが気になった。

　ルークはすでに馬車に乗り込んでいた。帰りの御ぎよ者しや役は彼だ。

　ハーヴェイはやつれた様子でアーヴィーと何やら会話していた。思えば今回の旅は彼にずいぶんと心労をかけてしまったように思う。アーヴィーがぽんぽんとハーヴェイの肩を叩たたいてあげていた。

　リサは笑顔でペネロペと話しながらも、これからまた馬車に揺られる日々を想像してかあまり顔色が良くない。

　アリアはきょろきょろと周りを見回し、ちぇ、と唇を尖とがらせた。

「……見送りくらい来なさいよ。根性無し」

　その言葉の意味はわからなかった。

　セシリーは改めてゼノビアに向き直った。

「気をつけてください。帝政列集国は――特にあのシーグフリードは危険な男です」

　うむ、とゼノビアは頷うなずいた。

「承知している。刀鍛冶ブラツクスミス殿からも技術を提供していただいたのだ、ただではやらせぬよ。……追ってこちらも独立交易都市に伺うかがう。そのときはまたよろしく頼む」

「ええ」

　そしてセシリーたちは軍国を発たった。

　帰還の旅は、きっとまた長い。





「――――お暇いとまいただきとうございます」

　セシリーたちを見送り、城に舞い戻ったゼノビアを待っていたのは、彼女の抱える顧問教師、ユーイン・ベンジャミンだった。彼の後ろには大量の荷物を詰め込んだのであろう、ぱんぱんに膨れ上がった背はい嚢のうが転がっていた。

　彼は少女王の御前にひれ伏して言った。

「ゼノビア様が僕をお傍に置いたのは、ランチェスター家の罪を忘れないためでした。僕をあなたの罪の象徴とすることで、己への戒めとした」

　ゼノビアは沈黙している。否いな、驚きよう愕がくしていた。

　かつてこの青年に言われたことがある。

『絶対に許さない』

　だからこそ傍に置いた。間接的であろうとも自分が、自分の家が犯した罪。それを永えい劫ごう忘れぬために。そう思って彼に顧問教師という職を当てた。

「でもそれでは僕自身が前に進めない」

　それがこのようなことになるなど、誰だれが想像しただろうか？

　昏くらい憎悪を抱えていた彼がこんなにも強く何かを望み、前を向こうとすることがあっただろうか？――ゼノビアは密ひそかに自身の無力と、彼をこのように変えた何者かに対して嫉しつ妬と心を抱いた。

　ユーインは自身の主あるじを見上げ、嘆願する。

「行かせてください。僕には会って話したい、見届けなければならない魔ひ剣とがいる」

　ひとりの男として。





　セシリーたちが落とした種は、ゆっくりと芽吹いていく。



    

  
    
      
Epilogue　エピローグ



　軍国の首都を出立して間も無いころ。

　いろいろあったなぁ、とセシリーはぼんやり考えていた。

　馬車での長旅、ヒルダ・キャヴェンディッシュとの戦闘と敗北、『少女王』ゼノビアとの出会い、シャーロットたちとの再会、軍国での討論、父の死因、帝政列集国の成立、人外兵器との白兵戦におけるルークとの共闘……本当にいろいろなことがあった。ヒルダのその後やシーグフリードの真意など気がかりは多く、父やキャンベル家の役割については特に考えるところがあったが。

「“〝聖剣の鞘さや”〟……か」

　口の中で呟つぶやき、セシリーは瞼まぶたを閉じた。これから先、他にも問題は山積みだ。

　――今はよそう。

　いずれ嫌でも考えなければならない。今だけは頭を使うのはやめておこう。

　思えばいろいろとありすぎて軍国の街を観光することもできなかった。そうそう、そういえばドレスを着せられたのは貴重な経験だった。これから先ドレスを着る機会は滅多に無いだろう。いい土産話ができた。母のルーシーは普段からそういう類たぐいの服を着せたがるから、娘のドレス姿を見られなかったことを知ればきっと悔しがるに違いな――

　取り留めなく夢想していると、セシリーはかっと目を見開いた。

　とんでもないことに気付いた。

　――ルークは私のドレス姿を一度も見ていないじゃないか！

　とんでもないこと、というのはちょっと大おお袈げ裟さだったかもしれない。

　しかし気付いてしまったからにはもう遅い。どうにもこうにも頭に引っかかる。勿もつ体たい無ない、という気持ちがふつふつと込み上げてきた。あのような服を着ることは二度と無いかもしれないのだ、できることなら一目くらい見てほしかっ――ああ、待て待て。自うぬ惚ぼれるのにもほどがあるぞセシリー・キャンベル！

　セシリーはぶんぶんと頭を横に振り、それから車中を窺うかがった。

　馬車の後部座席にはアリアとリサが座っている。アリアは何ど処こか膨れ面で馬車の外を眺め、リサは早くも顔面を蒼そう白はくにしてうつむいてしまっている。ハーヴェイはひとり寂しく馬を駆っているはずだ。

　そしてセシリーの座席のちょうど前が御ぎよ者しや台。

　ルークはそこでのん気に馬の手た綱づなを握っている。

「…………」

　セシリーは彼の背中を見つめながら、思い出す。

『何せ――最も手を出しちゃいけない女に手を出したんだからな』

　あれは深読みしてもいいのだろうか？

「な、なあルーク……」

　ん、とルークは背中で応じた。

「その……」

　セシリーは口ごもった。聞きたい。あの言葉の真意をものすごく聞きたい。それが自分の期待する意味のものだったなら、ようやく明確になった気持ちが最高の形で昇華される。

　――私にとってルークは……。

「おい、何だよ」

「えっ」

「えっ、じゃねえよ。今呼んだだろうが」

　ルークが肩越しに振り向いている。彼の御ぎよ者しや台とこちらの座席は間近なため、ちょっと首を巡らせると危うくぶつかりそうなくらい顔が近くなる。今、とても近い。近すぎる。近すぎて鼻血が出そうだ。

「ってお前――鼻血！」

　本当に出た。

　セシリーは慌てて顎あごを上向かせ、首筋を叩たたいた。変態か自分は。

「大丈夫か？　血が止まるまで横になったらどうだ」

　なんだか優しくされると泣きたくなる。

「……ルーク」

「なんだ。いいから寝てろよ」

「ドレスを着たんだ、私」

　あ？　とまた彼が振り返る。

　今度は顔が近付きすぎないよう、セシリーは縁へりに持たれながら言った。

「マーゴットたちがドレスを用意してくれたんだ。軍国ではずっとその格かつ好こうだった。ルークは見てないから知らないだろうけど――」

「見たぞ」

　セシリーは鼻血を噴いた。

「一度だけ工房の様子を覗のぞきに来たことがあっただろう」

「き、気付いていたのか!?」

　だったら声くらいかけてくれてもいいのに、と思ったが仕方無いだろう。あれはそういう雰囲気ではなかった。

「正直な感想を聞きたい！」セシリーは顔が接近するのも構わず身を乗り出した。鼻血が飛び散るのも構ってられない。「ど、どうだった!?」

「ずいぶんと勇ましい訊きき方だな」

「そんなことはいいから！　さあ！」

　鼻血まみれの形ぎよう相そうがいけなかったのか、ルークは顔をしかめながら心持ち身を退ひいた。

「…………き」

「きっ？」

「……馬子にも衣装ってやつだな」

　しかしセシリーは誤魔化されない。

「今『き……』と言いかけただろう！　続きを言え！　なんだ!?　もしかして次の言葉は『れ』なのか!?　そんな馬ば鹿かなと言わせろ！」

「落ち着けよ。お前の聞き違いだ。耳が腐ってるんじゃないか？」

「腐っているのはあなたの口だ！」

　ああ、どうしていつもこうなるのだ自分たちは！

　セシリーが鼻血を流しながら頭を抱えたとき、アリアが「あーっ！」と声をあげた。

「ルーク、ちょっとルーク！　馬車止めて！　早く！」

「いてえ、叩たたくんじゃねえ！　まだ怪け我が治ってないんだぞ！」

　馬車が止まるとアリアは外に飛び出し、馬車の後方に走っていってしまった。目を凝こらしてみれば彼女の向かう先――軍国の正門から馬が一頭、駆けてくるのがわかった。

　それに駆け寄る相棒の足取りは、とても軽い。



    

  
    
      



    

  
    
      「どうしたんだ？　アリアは」

　知らね、とルークは肩をすくめ、膝ひざの上に頬ほお杖づえをついた。

　遠くを見るようにしてぽつりと呟つぶやいた。「もう、着ないのか？」

「え？」

「ドレス。もう着ないのか」

　セシリーは呼吸を止めた。

「……見たい？」

　真っ赤になって問い返すこちらを右目で見やり。

　ルークは小さく笑った。

「見たい」



    

  
    
      
あとがき



　あけましておめでとうございます。

　三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #4.Hero』略して『ブラスミ４！』ということで決意を現実のものに、あいつが男を魅せるシリーズ第四巻であります。略称は語尾の『！』がポイント。

　作中時間が緩ゆるやかに推移しています。

「春（一巻）」→「初夏（二巻）」→「真夏（三巻）」→「初秋（四巻）」

　約束のその日まで、彼らの行方を追っていただけたら嬉うれしいです。



　ここでスペシャル土下座の時間です。シリーズ二度目の延期……誠に申し訳ありませんでした!!　本来ならば冒頭の挨あい拶さつは「メリクリ」になるはずでしたが俺おれの原稿が遅れたため謹賀新年にああああああ！　と、ここで錯乱するのは簡単です。「ごめんなさい」と口にすることも。だからせめて、より燃える物語を。それが俺なりのスペシャル土下座です。



　絵師の屡る那なさんと担当のＫさん。できることなら地獄の果てまで。セシリーにとってのアリアが、俺にとってのおふたりです。……おお、二刀流だ（変な意味は無い）。

　今巻で刀知識を書くにあたり、室蘭工業大学主催の『日本刀の科学』という公開講義で学んだことを参考にさせていただきました。説明足らずのため、受講者並びに講師の方々にはひょっとしたら自分のことは「プロの作家」ではなく「作家志望のイマイチ冴えない青年」みたいに認識されていたかもしれませんが、その節は大変お世話になりました。

　今巻の執筆中に風邪を召してしまったのですが、そのような中、差し入れに風邪薬と健康グッズを持ってきてくれた比ひ嘉が智とも康やす先生に多謝。あとまったくもって本書に関係ありませんが絶賛好評発売中の七なな位い連れん一いち先生著作『丸まる鍋なべねこ２』のあとがきに書いてあったことは残念ながら実際にあった出来事です。どんだけおっぱいマウスパット好きなんだ俺。

　本書の刊行に係わったすべての方にありがとうの気持ちを。皆様の応援・後押しのおかげでなんと本シリーズは漫画とアニメにしてもらえることとなりました。本当にありがとうございます。ほんッとーにありがとうございます！



　蛇足ですがデビューから三年が経過しました。三年も経たったんだから俺も少しはマシになったんじゃないかと思いきや現実はまったくそんなことはなく相も変わらず頭が悪いままで、でもだからといって漫画やアニメに負けるわけにはいかない、とそう思います。ゆくぜライトノベル上等。こんな俺ですがこれからもどうかよろしくお付き合いください。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。

平成二〇年十二月　三浦勇いさ雄お
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